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第一章 性的刺激とポーションの関係








　初めて訪れる場所でも既視感を覚えることがよくあった。

　子どものころは気のせいだとばかり思っていた。しかし歳を重ねて行動範囲が広くなるにつれ既視感はどんどん募っていった。

　──わたしは、この世界を知っている。

　王都を囲む豊かな自然。丘の上に佇む優美なノルズ城。下町に住むアンナ・バレルが知るはずのないノルズ城内部のようすも、はっきりと思い起こすことができる。

　ここは、アンナが『杏あん菜な』として日本で暮らしていたときに夢中でプレイしていたゲーム『乙女のポーション』の世界なのだ。

　ノルズ王国の下町で過ごしていたアンナがそのことを思いだしたのは十八歳の誕生日だった。

　いま暮らしている西洋風の町とはまったく異なる文化文明の日本、ワンルームアパートの一室。布団の中で『乙女のポーション』をやりこんでいる『杏菜』が頭の中にまざまざと浮かび、記憶として定着した。

　このゲームをするのは決まって布団の中。通勤電車の中やカフェといった公衆の面前では絶対にプレイできない。

　なぜならこのゲーム、十八禁なのだ。

　しかしながら攻略対象の男性には魅力を感じられず、ゲームプレイ中はポーション作りにばかり明け暮れていた。

　それでもやはり人前でプレイはできなかった。攻略する気がなくとも、攻略対象のキャラクターたちがアプローチを仕掛けてきて十八禁展開になるので、油断できないのだ。

　十八禁がゆえに、アンナが十八歳の誕生日を迎えた際に前世のことを思いだしたのだろうと勝手に思っている。

　前世の記憶を取り戻したといっても、すべてではなく断片的だった。あれから二年が経ち二十歳となったいまでも突然、ゲームの展開が記憶として蘇ることがある。

「……んんーっ」

　石造りの古びた長屋の一室で、アンナは薄い布団から起き上がって伸びをした。

　窓から射し込む太陽の光を頼りに、鏡の前で髪を梳く。金色に青い瞳は、この世界では平々凡々な顔立ち。我ながらモブ中のモブである。

　──わたしはヒロインじゃないしね。

　いまのアンナは、ゲームではまったく登場しなかった『下町に住む娘』だ。

　詰め襟の茶色いワンピースを着て長屋の共同中庭へ。サラダ菜を摘んで部屋に戻り、硬いパンをかじったあとふたたび外へ出た。向かう先は、歩いて五分ほどのところにある薬屋。

　このゲームのヒロインであるクローイが働いていた薬屋が、アンナの職場だ。

　灰褐色の煉瓦壁に、長方形の窓がついた建物へ入る。カウンターの奥には葉や実などさまざまな素材が置かれ、一見するとアトリエのようにも見える。

「おはようございます。今日もよろしくお願いします」

　店の端に座っていた小太りの中年男性に向かって言った。薬屋の店主はこちらを向くことも、挨拶を返すこともない。

　雇い主である彼が無視を決め込むとわかっていてもアンナは『挨拶大事！』の精神で毎朝こりずに挨拶をしている。

　母は早くにこの世を去り、父もまた一年前に流行病はやりやまいで急逝してしまった。以来、アンナは前世でのゲーム知識を生かし、この薬屋でポーションを調合することで生活している。

　薬屋では、太陽が出ているあいだずっと仕事をする。昼休憩がないので夕方になるころにはかなりお腹が空くのだが、両親が急逝した若い娘は体を売って稼ぐしかない下町で、ポーションの調合で生計を立てられるだけいいとアンナは思っている。薬屋の店主が身元を証明してくれなければ、長屋にも住めないのだ。

　──次のお給料日はまだまだ先だし……なんにしてもお昼ご飯は食べられない。

　薬屋の店主から貰う給料ではとても一ヶ月を過ごせないので、長屋の共同中庭で野菜を育てて食の足しにしている。

　──よし、気持ちを切り替えて仕事だ！

　朝の早い時間は、町外れの森へ出発する冒険者がポーションを買いにくるので忙しい。アンナはポーションの調合だけでなく販売も担当している。

　客足が落ち着けばポーションの調合を行う。そのあとはほとんど客もなく、時間を持て余すようになる。

「あ～あ～。おまえさんがクローイみたいな美少女なら、もっと客がくるってぇのに」

　サンドイッチを食べながら店主が小言を言い募る。いつものことなので、アンナは心を無にしてほほえみ「すみません」とだけ謝った。

　ゲームのヒロインであり、かつてこの薬屋で働いていたクローイは、ノルズ王国の第一王子に見初められて一ヶ月ほど前に城へ行ってしまった。攻略対象である第一王子のルートに入ったものと思われる。クローイとは、数ヶ月ほど同僚として一緒に働いていた。

　店主が食べているサンドイッチの美味しそうな匂いが漂ってきたので、お腹の虫が「ぐぅ」と鳴った。

　サラダ菜とパンをお弁当にして持ってきたこともあったが「おまえさんは俺に雇われてるんだ、昼休憩なんて取る時間はないぞ」と言われて以来、昼食は我慢して仕事に励んでいる。

「そうやって笑ってりゃあちょっとはましだが、クローイとは月とすっぽんだ」

　──店主さん、どんだけクローイが好きなのよ。

　苦笑いしながら心の中でツッコミを入れていると、カランコロンという鈴の音とともに出入り口の木製扉が開いた。

　カウンター内のイスに座っていたアンナはとたんに背筋を伸ばして息を呑む。

　薬屋の薄暗いランプの下でも彼の黒髪はいつだってきらきらと輝いている。前世の記憶にある藤の花を思わせる紫色の双眸は常に強い光を宿していて、見る者に尊敬と安心を与える。

「い、いらっしゃいませ」

　見とれている場合ではないと気がついてそう言うと、扉の前に立っていたエリオット・ノルズは腰の剣に手を当てたまま「ああ」と答えてほほえんだ。

　──あぁ……わたしの推しは今日もかっこいい。

　艶のある漆黒の髪は、この世界で初めて出会った半年前よりも少し伸びて、肩につくかつかないかという長さになった。長身の彼だから、イスに座った状態で顔を拝もうとすれば、大きく見上げなければならない。

　藍色の重厚な生地に金の縁飾りがついた上着の胸元には、騎士団長のトレードマークとも言える勲章が光り輝く。肩幅は広く体躯も立派だが無骨な印象は受けず、いつも王子然としている。

　アンナは、腰に剣を提げたエリオットの精悍な立ち姿に目を奪われていた。

「今日も面白そうなポーションがあるな」

　エリオットは興味深そうに、棚のポーションを眺めている。アンナは惚け顔で「はい」とだけ答えた。

　ノルズ国の第二王子であるエリオットは、ゲームに登場する人物ではあったが攻略対象外だった。ゆえに前世では彼の声を知らなかった。

　実際の彼と出会ったのは半年前。エリオットの声は『極上』の一言に尽きる。お腹の底に響くほど低く、落ち着いた声だ。初めて耳にしたときもそうだったが、いまでも声を聞くたびに鼻から血を吹きだしそうになっている。

　エリオットがポーションを物色するのを、そわそわしながら見る。

　じつはアンナは、ゲームではプレイできなかったエリオットとのセックスを妄想しながらポーションに祈りを捧げている。

　そうすることでポーションになにかしらの付与効果がつくのだ。

　さすが十八禁ゲームというべきか、ゲームのヒロインは攻略対象の男性から性的刺激を受けることで、いっそう特別なポーションを生みだすことができるという設定だった。

　そういったポーションはヒロインだけに与えられた特権なのだと思っていたが、ためしにやってみたところポーションに付与効果をつけることができてしまったので、この世界の理なのだろう。もっとも、このことはゲーム内で機密事項とされていたので、ヒロインに関わるごく少数の人間しか知らないはずだ。

　エリオットを出しに使ってしまって申し訳ない気持ちはあるものの、妄想をやめられない。

　ノルズ城がある中心地から下町の薬屋までは遠いのだが、エリオットは週に何度もここを訪れてはアンナが作ったポーションを買っていってくれる。

　本来なら騎士団長が自ら足を運ぶようなところではないし、その必要もない。城には王立騎士団の専属薬師がいる。専属薬師はいずれもエリートとして名高い。

　──わたしの『妄想』で、付与効果はついてるけど……たいしたことないし。

　しょせん妄想だ。実際に性的刺激を与えられて作るポーションはもっと有用な効果が付与されるのだろう。

　エリオットとのセックスを妄想して作ったポーションを本人に売るのはいたたまれないのだが、彼の手に渡るのならばせめて通常よりも効果のあるものを──と考えて、ポーションに付与効果をつけている。

　エリオットは「下町のようすを見るのも騎士団長の務めだ」と言って、わざわざやってきてくれる。

　アンナは薬屋の店主からどれだけ小言を浴びようとも、最推しのエリオットを間近で見ることができるので、ここ半年はとても幸せだ。

「──これを頼む」

　エリオットは、大きな両手いっぱいに何本も持っていたポーションをカウンターの上にそっと置いた。アンナは顔を輝かせる。

「こんなにたくさん！　いつも本当にありがとうございます」

　いくつものポーションを紙袋に入れたあと、代金を受け取る。

　ところがエリオットはアンナから紙袋を受け取っても、その場を動こうとしなかった。彼は目線だけを店の隅──店主が座っているほう──に向ける。

「アンナと話がしたい。昼の休憩を取るには最適な時間だろう」

　すると店主は口元を引きつらせ、しぶしぶといったようすで「どうぞ」と言った。

　エリオットに「外へ」と促されたアンナは慌ててカウンターをまわり込み、彼のあとに続いて店の外へ出た。

　そうして薬屋の三軒隣にある食堂へ。昼のピークは過ぎた時間だからか、食堂内はさほど混んでいなかった。

　ふたりは窓際の席に向かい合って座る。

「なんでも好きなものを」

「いえ、そんな」

「いつも言っているだろう。俺の昼食にきみを付き合わせているだけだ。だから遠慮せずたくさん食べてほしい」

　穏やかにほほえんでいるエリオットに、アンナは俯き加減に「ありがとうございます」と礼を述べた。

　以前、薬屋にきたエリオットがいる前で盛大にお腹の虫が鳴ってしまったことがあった。それ以来、エリオットはお昼時に訪ねてくることが多くなり、こうして店の外へ連れだしてくれて、ご飯をご馳走になっている。

　──俺の昼食に付き合わせている、だなんて……優しい嘘。

　騎士団長であり、第二王子でもあるエリオットには城で食事が用意されることを知っている。わざわざ下町の食堂に来なくても事足りる。

　下町の食堂には日本と馴染みのあるメニューが豊富だ。アンナはエリオットの言葉に甘えて、ボリュームたっぷりの塩唐揚げ定食を頼んだ。彼もまたアンナと同じものを注文した。

　間もなくして塩唐揚げ定食が運ばれてくる。

「ここの食堂は珍しい料理が多い」

　エリオットは唐揚げにナイフを入れて半分に切ると、フォークを使って上品に頬張った。

　──お、推しがっ……ナイフとフォークで唐揚げを食べてる！

　唐揚げをナイフとフォークで食べるのは、元日本人としては違和感を覚えるのだが、エリオットの仕草が優美なものだから眼福すぎて、見ているだけでお腹いっぱいになりそうだった。

　ところがお腹の虫が「早く寄越せ」と言わんばかりに「ぐぅ」と鳴ったので、アンナもまた唐揚げを口に入れた。ジューシーで美味しい。

　アンナもエリオットも、あっというまに塩唐揚げ定食を平らげた。

「ところでアンナ。ふだんはきちんと休憩を取っているのか？　それに休日は？　きみはいつ来てもあの店にいる。しかもあの店主──きみに辛く当たってばかりだ。アンナはとても優秀だというのに」

　どうやら店主の小言を聞かれていたらしい。恥ずかしくなるものの、優秀だと褒められて嬉しかった。

　しかしすぐにはなにも答えられない。

　戸惑うアンナを見てエリオットは悲痛そうに眉根を寄せた。

「矢継ぎ早に質問してすまない。だがどうか正直に教えてほしい。あの店で働くことが辛くはないか？」

「え、あ……わ、わたしは……」

　──エリオット様のお顔を見られるだけで、幸せ。

　そう思っていたはずなのに、いましがた美味しい唐揚げを食べてしまったからか、欲張りになる。いまの生活が、辛いと思ってしまう。

　気がつけば瞳から涙が零れていた。これでは「辛い」と口に出しているのと同じだ。

　アンナは慌てて目元を拭ったが、涙はなかなか引っ込まない。

　──せっかくエリオット様が食事に連れてきてくれたのに、泣くなんて。

　失礼だしみっともない。それなのに、こらえればこらえるほどよけいに涙が溢れてくる。

「……アンナ」

　エリオットはためらいがちにアンナの目元へ手を伸ばした。彼の大きな手に右手を包まれるのと同時に、目尻の涙を優しく拭われる。

「王立騎士団の専属薬師にならないか？」

　彼の顔にはどことなく緊張感が滲んでいる。

　──わたしが専属薬師に？　嬉しい、けど……。

「でも、騎士団の専属薬師ってすごく優秀な方しかなることができませんよね？」と、アンナは彼と同じくらい真面目な顔で尋ねた。

「きみは優秀だと、言ったはずだ」

　表情から真剣さが伝わってくる。エリオットは冗談を言っているのではない。

　騎士団の専属薬師になればきっと、エリオットと毎日顔を合わせることができる。そんな下心が真っ先にちらついてしまう自分が嫌になった。

「ですがエリオット様のご迷惑になるのでは──」

「迷惑になんて絶対にならない。むしろきみが──その、必要なんだ」

　いつのまにか涙はすっかり止まっていた。それでも彼はアンナの手を放さない。手のひらから伝わってくる温もりを急に意識してしまって、心臓がうるさく鳴る。

　──エリオット様が、わたしを必要としてくれている。

　薬屋での境遇に同情してそういう提案をしてくれたのではないかと思う気持ちはある。それでもやっぱり嬉しくて、彼の役に立ちたい気持ちが前面に出てくる。

　アンナは大きく息を吸い込む。

「はい、あの……わたしでよければ、喜んで」

　今度は嬉し涙が出そうになる。エリオットはというと、安心したようにふわりとほほえんだ。その笑顔にまた胸を締めつけられる。

　エリオットはアンナの手をそっと解放すると、席を立ち早々に会計を済ませてしまった。

　薬屋へと戻りながらエリオットは口を開く。

「薬屋の店主とは書面で雇用契約を結んだか？」

「いえ、書面はありません。すべて口約束です」

「やはりそうか」

　とたんに彼は険しい顔つきになる。

「薬屋の店主といますぐ話をつける」

　怒気の滲んだ声でそう言うと、エリオットは薬屋の扉を勢いよく開けた。

「アンナは本日付けで王立騎士団にて薬師として迎える」

　薬屋の店主とアンナは同時に「えっ！」と叫ぶ。

　──本日付けで!?

　中年の店主はアンナ以上に驚いた顔をしている。店主はイスから立つと、カウンターから身を乗りだしてエリオットに食ってかかった。

「いやいや、いくら騎士様でも急にそんなこと言われちゃ困りますよ！　無理な話ってもんです」

「なぜだ。アンナとは雇用契約を結んでいないのだろう。おまえの発言に拘束力はない」

「そ、それを言うなら騎士様だって……」

　エリオットは懐から書状を取りだし、薬屋の店主に見せつける。

「アンナ・バレルを王立騎士団の専属薬師に任命する……？」

　店主は呆然としたようすで書状の文言を読み上げた。

「そ、そんなっ……でも、いくらなんでも急すぎる。代わりを用意する時間くらい取ってもらわなきゃ！」

「この期に及んでまだおまえのために時間を割けと？」

　地を這うような低い声音だった。店主は怯んだようすで後ずさる。

「そうだな、ではアンナに代わって俺が動こう。契約書を締結せずにアンナを雇っていたこと、休憩時間や休日の有無、適正な賃金だったかどうかについても法の下に糾弾させてもらう」

　店主は顔を青くしてうろたえる。

「どっ、どうぞどうぞ、そのような娘でよろしければご自由にお連れください！」

　突如としてドンッという音が響く。エリオットが、腰に提げていた剣の鞘で床を叩いた音だ。

「アンナはおまえのものではない」

　紫色の双眸に睨まれた店主は「ひいぃっ！」と悲鳴を上げてその場に尻餅をつく。エリオットは店主を一瞥して身を翻した。

「行こう、アンナ」

「は、はいっ」

　床に座り込む店主に向かってアンナは「これまでお世話になりました」と頭を下げてから薬屋を出た。

「……きみは本当に律儀だな」

　店主に頭を下げたことを言っているらしかった。エリオットは店主への怒りがまだ収まらないのか、眉間に皺を寄せている。

「ありがとうございます、エリオット様。わたしの待遇が不当だと感じて、怒ってくださっているのですよね」

「ん──」

　アンナが満面の笑みで礼を述べると、エリオットは唇を引き結んで目を伏せ、ほんのりと頬を赤くした。

　ふたりは町外れにある騎士団の屯所で馬に乗る。エリオットの白馬は、アンナが乗っても暴れることはなく落ち着いていた。

　アンナは馬を操れないので、エリオットの前に乗せてもらった。

　白馬は緩慢に走りだす。ドキドキしてしまうのは乗馬が初めてだからなのか、それともエリオットがすぐ後ろにいるからなのか。アンナは手綱を握るエリオットに抱き込まれる恰好になっていた。

　──すごく緊張する！

「怖いか？」

　背後から急に声をかけられ、びくっとしてしまう。

「城まで上り坂が続くが、ゆっくり走るから」

「はいっ……あ、ありがとうございます」

　耳のすぐそばで聞く彼の声は刺激が強すぎて、くらくらしてくる。アンナは道端の草や石ころを眺めることで平静を保とうとした。

「……あの薬屋は労働環境に問題がある。この半年で充分な証拠も集まった。近いうちに然るべき機関が業務指導に入る予定だから、きみの次に雇われた者が苦しい思いをすることはないはずだ」

　思いだしたようにそう話をして、エリオットはなおも言葉を続ける。

「それにきみも。薬屋の店主にも言ったことだが、実際に訴えを起こして糾弾してもいい」

「い、いいえ、訴えるだなんて！　その……気にかけてくださって、ありがとうございます。けれど労働環境が改善される見込みがあるのなら、わたしを王立騎士団の薬師に入れていただく必要はないのでは──」

「アンナが必要だという俺の意思は、伝わっていなかったか？」

　はっきりと、それでいて優しい口調でエリオットが言った。

　──そうだ。食堂でも、そうおっしゃっていた。

　アンナは頬が熱くなるのを感じながら上ずった声で「そ、そうでしたね」と返す。

　エリオットが必要としているのは『薬師のアンナ』であり、クローイのように見初められて城へ行くわけではない。

　──勘違いしちゃだめ！

　彼が後ろにいてくれてよかった。そうでなければ、真っ赤になっているであろうこの顔を見られて、変に思われてしまうところだった。

「だが……すまない。きみの意思を確かめる前に書状まで用意して」

「とんでもないです！　嬉しい、ですから」

　──推しのそばにいられて、こうして一緒に馬にも乗れて。

　そしていま、目の前には大きな城がそびえ立っている。

　ゲームのオープニングで何度も見たことのあるノルズ城は、記憶と少しも違たがわず美しかった。真っ白な壁に、ステンドグラスが輝くアーチ窓。庭には色とりどりの薔薇が咲き乱れていた。

　傾きはじめた太陽の下、エリオットは白馬を騎士団の中央ベースへと走らせる。ノルズ城内にある中央ベースへは、ゲームではほとんど訪れたことがなかった。中央ベースは、円形の闘技場といった風情の建物だが、城の本棟と同じく白い壁にアーチ窓がついていて優美だ。

　厩舎にいた馬丁に白馬を預け、エリオットのあとに続いて中央ベース内へ足を踏み入れた。

　白亜の石が張られた廊下を進んでいく。廊下の端には値の張りそうな調度品がいくつも並べられていた。

　突き当たりの部屋までくると、エリオットは扉をノックした。すぐに鉄扉が開く。

「えーっ、ほんとに連れてきちゃったの!?」

　部屋の中から顔を出したのは銀髪の男性だ。ゲームに登場するサブキャラクターだから、見たことがある。

　男性は眉根を寄せて笑いながら話し続ける。

「びっくりしたでしょ～、いきなりこんなところに連れてこられて」

「おまえの発言のほうがいきなりだろう」と、エリオットが銀髪の男性を睨む。

「それもそうだね。初めまして、アンナちゃん。王立騎士団の専属薬師、ロブ・アッシャーだよ」

　モノクルの端を押し上げながらロブは会釈する。アンナもまた名乗りながら頭を下げた。

「いやぁ、エリオットだけどね。もう耐えられない、今日こそアンナを救いだす──って言って下町へ出かけていったんだよ」

「ロブ、よけいなことを話すな」

　エリオットとロブは気安い雰囲気でなおも会話を続けていた。エリオットは第二王子、ロブは侯爵令息なので身分が違うものの、ふたりは幼なじみというゲーム設定になっていた。

　軽口を叩き合う親しげなようすからして、エリオットにとってロブは気の置けない旧友だとわかる。

「でもアンナちゃん、実際どうだった？　いきなり城に──だなんて、迷惑だったんじゃない？」

　急に話を振られてうろたえながらもアンナは答える。

「まさか、そんな！　エリオット様は過重労働をお見逃しになれなかったのですよね。救いの騎士様です」

　エリオットの頬がぼっ、と赤くなった。

「ああ～なるほど、アンナちゃんを連れだしたのは正義感からだ、と。いやあエリオット。きみもなかなか辛い立場だねぇ。メイナード殿下の手前──」

「ロブ」と低い声で呼びかけながら、エリオットは旧友の口を押さえた。

　メイナード殿下というのはノルズ王国の第一王子。ゲームの攻略キャラクターだ。クローイはメイナードに連れられて薬屋を出ていったから、メイナードルートに入っているのだと思われる。

「まあともかく、ようこそ王立騎士団へ。専属薬師の先輩として、いいことを教えてあげるよ」

　ロブは得意げな顔で、性的刺激がポーションに付与効果をもたらすことを説明した。

　アンナは知っていたことだが、エリオットは寝耳に水といったようすで目を瞠った。

「そういうわけだから僕がアンナちゃんに刺激を与えてあげる。本日付けの配属なわけだし、さっそくいまからしようねぇ。さ、奥の部屋へどうぞ」

「えっ？　いえ、あの……！」

　他人から性的刺激を受けてポーションを作るのはてっきりゲームのヒロイン──クローイだけだと思っていたアンナはうろたえる。

　よく思いだしてみればたしかにゲームのヒロインも王立騎士団の専属薬師という配属だった。ただ、ヒロインが騎士団の調合室にくることはなく、常に攻略対象キャラクターのそばで性的刺激を与えられていた。

　なんにせよ、王立騎士団の専属薬師となった女性は付与効果のあるポーションを作ることができるという設定だから、ロブの提案はごく適当なことである。

　──って、頭ではわかるけど！　いきなり『性的刺激』だなんて……！

　困惑しているアンナを見てロブは首を傾げる。

「あぁごめん。ちょっと説明不足だったかな。騎士団の専属薬師にはもうひとり女性がいるけれど、あちらはメイナード殿下が独占しているからね。でも僕だって付与効果のあるポーションが生みだされるところを見てみたいんだ。だからアンナちゃんにはさっそく協力してもらいたいってわけ。大丈夫、怖がらないで。優しくするからねぇ」

　ロブが猫撫で声で言うと、エリオットは痺れを切らしたようすで「待て、だめだ」と言葉を被せた。

「えっ、だめなの？　なんで？」と、どこかわざとらしく言いながらロブはにやにやしている。

「いや、その……ロブは、なにかと忙しいだろう」

「エリオットほどじゃあないよ。それに僕のほうがきみより慣れてると思うし」

　エリオットは眉間の皺を深くしながら、不愉快そうにロブを見据える。

「──とにかくだめだ。アンナがよければ、俺がする」

　硬い声音だった。是非を問うようにエリオットが見つめてくる。アンナは「はい」と二つ返事をした。

　──わたし、どうしてすぐに「はい」って言っちゃったの!?

　これまでエリオットとのセックスを妄想しすぎていたせいかもしれない。本能的に頷いてしまった。自分でも気がつかないうちに、エリオットを求めてしまっているのかも──。

　アンナは胸に手を当てて彼のようすを窺う。

　──エリオット様、驚いたような顔してる。わたしが「はい」って即答したからかな。

　急に恥ずかしくなってきたものの、二言はない。

「アンナちゃんはエリオットがいいのかぁ。残念だなぁ」

　へらへらと笑うロブに、エリオットは鋭い視線を向けている。

「ちょっと、顔が怖いって。ほら、そうと決まったらエリオット。アンナちゃんを部屋へ……きみが必死になって中央ベース内に設えた特別室へ、案内したら？」

　──特別室？

「おまえに言われるまでもない」

　不機嫌そうに吐き捨てたかと思えば、エリオットは咳払いをしてアンナに「こっちだ」と声をかけ、廊下を歩きはじめた。

　ほどなくして木製扉の前に着く。

「今日からここがきみの部屋だ」

　エリオットが扉を開けてくれる。室内には大きなベッドにソファ、テーブル、そしてポーション作りに必要な調合台や素材などが一通り揃っていた。

　たしかにここは『特別室』だ。ベッドのある部屋に調合台、そして素材まで備わっているのはほかに類を見ない。

　前世の記憶にあるヒロインの部屋とはまったく違う。クローイの部屋はピンクが多く、もっと少女趣味だったし、攻略対象キャラクターの寝室に調合台が設けられていた。

　対してここはすべてを兼ね備えていて機能的である。それに白を基調としていて、気品に溢れた大人の部屋といった雰囲気だ。

「クローゼットに、薬師の制服が入っている。明日から着てもらってかまわない」

「はい。なにからなにまで本当にありがとうございます」

「いや……。むしろ書状といい、用意しすぎかとも思ったんだが」

「いいえ、そんな！　すごく嬉しいです」

　エリオットは安心したように頬を緩め、扉の内鍵をかけた。それから腰の剣を下ろして壁に立て掛ける。アンナはそのようすをうっとりと眺めていた。

　攻略対象外だったエリオットはムービーに出てこなかったし、スチルもなかった。だから彼が動いて、話をしているのはとても貴重だとあらためて思う。エリオットはすべてが洗練されていて優美だから、いつまでも眺めていたくなる。

　そう──傍観者の気持ちで、彼のことを見ていた。

「……アンナ」

　エリオットが目の前にやってきた。指先で頬を辿られる。付かず離れずの加減は、なにかを推し量るようだった。アンナは、はっとして短く息を吸う。

　部屋の空気が甘さを帯びた気がする。空気の味なんて、わかるはずないのに。

　──いま、エリオット様とふたりきり。

　城へくる途中、馬上でもそうだった。それなのに、鍵がかかった部屋でふたりきりでいるということをいやに意識してしまう。自分が『傍観者』ではなくなってしまったようで、落ち着かない。

「いまさら確認するのもどうかとは思うが……ロブが言っていたことは、正しい。俺はこういうことにまったく慣れていない。それでも、いいか？」

　──もちろんです！

　即答しそうになるのをすんでのところでこらえ、曖昧にほほえんで頷くだけにする。

　むしろエリオットでなければだめだとすら思えてくる。ほかの男性から、なんて考えられない。

　──けど前のめりに「もちろん」なんて返事をしちゃったら、エリオット様でさんざん十八禁妄想してたってバレかねない！

　必死に笑顔を取り繕っていると、エリオットの喉元がごくりと動くのがわかった。

「ソファに……座ろうか」

　言われるままソファに腰を下ろすと、エリオットは緊張した面持ちですぐそばに座った。彼の両手が伸びてきて、詰め襟のボタンをひとつ、ふたつと外される。

　まだ、首のボタンを外されただけだ。ところが、ほんの少しでも自分の肌が露わになると、急に心臓がドクドクと過剰に反応しはじめる。

「それにしても……性的刺激でポーションに付与効果がつくのだとは、知らなかった」

　ゲーム内で攻略対象外だったエリオットが知らないのは無理もない。

「なにも知らずにきみを専属薬師として引き入れてしまって、すまなかった」

「いっ、いいえ！　わたし……ほんとに、嬉しくて」

　話をしているあいだにエリオットはワンピースのボタンを胸の下まで外してしまっていた。襟を左右に開かれる。

　ワンピースの中にはシュミーズという肌着を着ていた。ブラジャー代わりとなるコルセットは、つけていない。

　シュミーズの胸元にもボタンがついており、そこを外されたらいよいよ乳房が見えてしまうのだが、エリオットはボタンに手をつけなかった。

「……っ」

　指先でそっと胸元を辿られる。彼のごつごつとした指の感触が、薄いシュミーズ越しに伝わってくる。いまこの瞬間が『現実』なのだと思い知らされる。

　──それに、なんだか……。

　こんなふうに触れられるのも嬉しいのかと、問われているような心地になる。

　もうずっと窺うような視線を向けられている。藤色の瞳が眩しすぎて、見ていることができなくなった。

　探るように、あるいは確かめるようにエリオットの指が膨らみを押す。初めは一本だった指が、二本に増えていた。

　アンナは唇を引き結んで大きく息をする。

　王立騎士団の専属薬師になれたこと、エリオットのそばにいられること、こうして触れられることが幸せで、幸せすぎて信じられない気持ちもある。

　変な声を出してそれを聞かれるのは恥ずかしいからと、必死にこらえているときだった。エリオットが唐突に口を開く。

「そういえば、きみが作るポーションには付与効果がついていた。もしやあの店主に──」

「違います！」

　勢いよく言葉を被せてしまったからか、エリオットはぴたりと手を止めて目を丸くした。

「え、えっと……その、とにかく違うんです。だれかにこうして触られるのは、エリオット様が初めてです」

　すると嬉しそうに、照れたようにエリオットはほほえんだ。ところが次の瞬間には、どこか納得がいっていないようすできゅっと唇を噛んだ。

　──店主になにかされたのでないのなら、どうやってポーションに付与効果をつけたのかって……疑問に思っていらっしゃるのかも。

　しかし本当のことは絶対に言えない。彼に、いまのようなことをされるのを妄想していたのだとは──絶対に。

　幸い、彼にはそれ以上のことを追及されなかった。

　考え事をしているあいだに、触れてくる指の数がさらに増え、五本の指すべてを使ってふにふにと胸を揉まれる。

「ふっ……」

　シュミーズ生地を隔てて押されるのでも、じゅうぶん性的な刺激だと思った。

　──エリオット様は、どこまでなさるおつもりなの!?

　もうずっとシュミーズ越しに胸を触られている。これから素肌を晒すことになるのか、それとも衣服越しに触れられるだけなのか疑問だったが、面と向かって尋ねる勇気はなかった。

　彼は王族だから、閨の知識はあるものと思われる。

　──でも「慣れていない」とおっしゃったから、実践するのはわたしが初めて……ということよね。

　アンナはこれまで、エリオットとのもっと生々しい行為を妄想していた。日本人だったころもいまと変わらず処女だったものの、性の知識は漫画やゲームから得ていた。

　ゆえに、シュミーズ越しに触れるのではなくじかに揉みくちゃにされたとしても嬉しいのだが、そんなことは告白できない。

「アンナ？　考え事か……？」

　呼びかけと同時に、エリオットはアンナの両脇へ手を伸ばし、持ち上げるようにして膨らみを掴んだ。

「あっ、ぁ……っ」

　ほかのことばかり考えていたせいで、つい大きな声が出てしまう。

　いっぽうでエリオットは、アンナの顔や胸元に熱い視線を送っていた。

　──こんなに見られてたら、よけいに恥ずかしい！

　彼の視線を意識すれば、ますます頬が熱くなる。

「この……尖っているのは……」

　紫眼は胸の頂を捉えていた。シュミーズ越しにぷっくりと膨れ上がった乳首を、凝視されている。

「やっ、あ……！　み、見ないで、くださ……」

「見ては、だめだったのか」

　するとエリオットはしゅんとしたようすで頭を垂れる。

「ち、ちが……いえ、あのっ……」

　恥ずかしいから見ないでほしい。でも、本当に見ないでほしいわけでは──ない。

　このもどかしい葛藤を、どうすれば正しく伝えられるのだろう。

「じかに見るほうが、いいだろうか。その……きみの尖りが、肌着を押し上げているのを見られるのが嫌、ということ……か？」

　ごく真面目な顔つきで──それでいて頬を赤くして──エリオットはシュミーズの前ボタンに手をかける。

「ぁ、う」

　肌着のボタンを外されているだけだというのに、期待して興奮しすぎているせいか呼吸が荒くなってくる。

　上下するアンナの胸元を見つめながら、エリオットはシュミーズの前を左右に開いた。

「あっ……」

　昼下がりの明るい部屋で、ワンピースの袖は通したまま胸だけを晒す恰好になった。

　そしてやっぱり、胸の頂はつんっと尖りきっている。まだそこには指一本すら触れられていないのに、そんな状態になっていることが恥ずかしくて、隠したくなった。

　──でもそんなことしたら、見られるのを嫌がってるみたい。

　ただひたすら恥ずかしいだけで、嫌だなんて気持ちは少しもない。

　アンナの勃起した薄桃色の棘を見おろしてエリオットは両手で膨らみを鷲掴みにした。

「……手に余る」

　彼は険しい表情をしている。

「えっ？　あ、ご、ごめんなさ……」

「いや、違う。俺の手に余るくらい豊かだと、思って──」

　エリオットはそう言ったあとで耳まで真っ赤になった。眉間には深い皺が寄せられている。

　──え、えっ……？　なんだか嫌そう……!?

　もしや彼は小さな胸のほうが好きなのだろうか。アンナの胸は、コルセットをつけずともはっきりと膨らみがわかるほど豊満だった。

「あの……わたしの胸は……お嫌、ですか……？」

　手のひらで包み込めるような乳房のほうがエリオットの好みだったらどうしよう。そう考えたあとで、自分が必死にエリオットに好まれようとしていることに気がつく。

　──エリオット様はポーションのためにしてくれてるんだから！

　エリオットは、ポーションに付与効果をつけるためには性的刺激が必要だと知らずにアンナを専属薬師に引き入れた。だからいま、エリオットが触ってくれるのは『責任感』から。

　エリオットを、攻略対象キャラクターたちとするような恋愛のターゲットにしてはいけないのだ。でなければ真面目な彼の気持ちを裏切ることになる。

　わかっているのに、先ほどしてしまった質問を取り消せなかった。どう思われているのか、やはり気になる。

　アンナが質問したあと、エリオットは赤い顔のまま唇を引き結んでしばらく沈黙していた。視線をさまよわせたあとで彼はやっと口を開く。

「嫌だなんて、塵ちりほども思わない。すごく……柔らかいから、いつまでも触っていたくなる」

　熱っぽい視線に灼かれたように、頬が火照る。

　期待してしまってもいいのだろうか。彼と恋ができるのだと。

　──って、だめだめ！

　ぶんぶんと首を横に振って邪念を払う。

　エリオットにはいずれ婚約者が現れることを、アンナは知っている。

　前世ではポーション作りに精を出していたせいで途中までしかプレイしていないが、ゲームの攻略本を読んで知った。エリオットは騎士団の設立百年を祝う舞踏会で侯爵家の温和な令嬢と出会い、ダンスをする。ふたりは順調に愛を深めて結婚し、子宝にも恵まれて幸せな生活を送るのだということを。

　この世界で身分差はさほど問題にならないが、エリオットは第二王子なのだから──『侯爵家』というような──きちんとした身分の女性と結婚するほうがいいに決まっている。

　──わかってる、けど……少しのあいだだけそばにいるのは、許される？

　控えめに、ちらりと彼のほうを見る。

　エリオットは「いつまでも触っていたくなる」という言葉どおり、アンナの胸を執拗に揉みしだいていた。いっぽうアンナは、彼のことをいつまでも眺めていたかった。

　仕事の一環とはいえ、普段とは違う顔のエリオットが目の前にいる。

　情欲が滲んだ、少し潤んだ瞳で胸を見られ、大きな手のひらでぐにゃぐにゃと形を変えられる。

　胸だけを見られているならまだしも、彼はこちらの反応を窺うように、顔にも視線を向けてくる。目が合えばますます気持ちよくなって、足の付け根が熱くなる。

　内側から溢れるものを感じる。下着のドロワーズは絶対に濡らしている。このままではワンピースにまで浸透して、ソファを汚してしまうのではと心配になった。

「んふ、んっ……」

　ずっと尖っている胸の先端はいまだ手つかずなのに、下腹部はひどく疼いている。いや、手つかずだからこそ、じれったくて疼くのかもしれない。

　薄桃に色づいている部分に彼の指がかかる。ほんの少し掠めただけなのに「ひぁっ！」と大声が出てしまった。

　エリオットは小さく両手を震わせたあと、指先で乳輪を擦りはじめた。

「ふっ、あぁ……あっ」

　指は乳輪ばかりを的確に擦るものだから、最も触れてほしい頂には刺激がこない。

　──これは夢？　それとも、わたしの妄想？

　胸の先端に触れてもらえずじれったいはずなのに気持ちがよくて、前後不覚になってしまう。

　そこへエリオットが、まるで現実だと訴えるように「アンナ」と呼びかけてきた。

「気分は？　……平気か？」

「え、ぁ……うぅ」

　すぐには答えられずにまごついていると、彼は切なげな顔になった。

「きみがどう感じているのか、俺はよくわからないから……言葉で、教えてほしい」

　──エリオット様は真面目だから、わたしの本音が聞きたいんだ。

　性的な刺激になっていなければ、ポーションに付与効果はつかない。きちんと効果が出るのか、エリオットは気がかりなのだろう。

　──わたしも真面目に答えなきゃ。

「き、気持ちいい、です……！」

　恥ずかしさを押して言った。

　涙目になっているアンナをエリオットはじっくりと見つめる。

「……そうか、よかった」

　エリオットは藤色の瞳を細くして口角を上げる。嬉しそうにほほえむ彼に、心臓を撃ち抜かれる思いだった。

　それまでよりももっと息が弾む。

　ゲームでも妄想でもなく、エリオットはたしかに存在している。そしていま、彼の指に乱されている。心も体もきゅんと締めつけられて、悦びを表すように高い声ばかりが出てくる。

「ふぁっ、あっ……あぅ」

　ふたつの膨らみを左右にふるふると揺さぶられる。それまでよりももっと張り詰めて、乳房と一緒に踊る胸の頂を、エリオットは親指で緩慢になぞり上げた。

「あぁあっ……！」

　やっと。やっとそこに触ってくれた。

　ようやくその箇所に明確な刺激を貰うことができた。焦らされていたせいか、全身がぴりぴりと快感に震えた。下腹部がトクンと脈を打つ。くねくねと身を捩らずにはいられない。

「は、あぅ、はぁっ……」

　アンナはたっぷりの吐息とともに嬌声を漏らす。その声に聞き入るようにエリオットは押し黙り、なおも薄桃色の先端を指で擦った。

　乳首に触れてくる彼の指にはさほど力が込められていない。硬さを確かめるように、そっと撫でられるばかり。

　でも、たまらない。強い刺激ではないものの指の動きは速く、快感が積み重なっていく。

　胸の蕾をピン、ピンッと弾かれるたびにはしたない声が出る。はしたないとわかっているのに抑えられない。

　エリオットから向けられる視線も、その指遣いもすべてが心地よくて、頭の中がどんどん真っ白になっていく。

　妄想で昇りつめていくときとはまったく違う。強烈な快楽の大波が次々と押し寄せてくる。

「あぁあ、あぁっ……！」

　ひときわ大きな声を出してアンナは全身をがくがくと痙攣させる。絶頂に達してもなお息は荒いまま、なかなか整わなかった。

　──胸だけでイッちゃうなんて……！

　呼吸と心臓が落ち着きを取り戻すころになって、急に恥ずかしくなる。

　エリオットは両手を引っ込めたあと、どこかうっとりとした眼差しでアンナを見つめていた。ところが、なにか思いついたように目を見開く。

「考えなしに手を出してしまったが──具体的にどうやって、性的刺激をポーションの付与効果に結びつけるんだ？」

「え、えっと……それは、性的な刺激を受けた直後に、あらかじめ調合しておいたポーションを手のひらで包んで祈りを捧げるんです」

「調合済みのポーションはいま……ない、な」

　どこか気恥ずかしそうにエリオットは右手で自身の口元を押さえる。

「あっ……。そう、ですね」

「では──アンナがポーションを調合したあとにまた、しても？」

「ふえっ!?」

　彼から真っ直ぐに見つめられたアンナは両肩を大きく弾ませて驚きを露わにした。

「ん、いや……すまない。そんなに焦ってするものでもない、のか」

　エリオットは頬を上気させて、ばつが悪そうに視線をさまよわせた。

「いっ、いいえ！　ロブさんもああおっしゃっていましたし、付与効果をつけたポーションが出来上がらなければ、わたしはただ気持ちよくなっただけになっちゃいますし──」

　──ちょっと待ってわたし、とんでもないこと言ってない!?

「ただ、気持ちよくなっただけ……」

　まるで強調するように彼が繰り返すものだから、よけいに恥ずかしくなる。

　おまけにばちっと目が合ってしまう。熱を帯びた紫眼に見つめられ、心臓がドクドクと暴れだす。

「ポーション！　いますぐ調合しますっ」

　アンナは胸元を押さえ、ぐるんと勢いよくエリオットに背を向けて調合台へと駆けた。

　調合台の前に置かれていたイスに腰を下ろすなり胸元の乱れを正し、手早く素材を集めて調合を始める。

　エリオットはというと、アンナのすぐそばまでやってきて壁にもたれかかった。

　──すっごく見られてる……。

　これまでよりも彼の視線が気になる。性的な箇所を弄りまわされたばかりだから、自意識過剰になっているのかもしれない。

　素材を調合する手を止めて彼のほうを見る。エリオットは興味深そうにアンナの手元を注視していた。

「あ……すまない。見られているとやりづらい、か？」

「いっ、いえ……平気です」

　彼の視線を感じてそわそわしてしまうのは、このあとのことを考えてしまっているから。このポーションが出来上がればまた触ってもらえるのだと期待して心が逸る。

　──これじゃあ変態だよ。

　自分自身に突っ込みを入れつつポーションの調合を終えた。

「あの……できました」

　おずおずと言えば、エリオットは「ん」と短く返事をしてアンナに近づく。

「……ベッドへ行こうか。そのほうがじっくりと──あ、いや」

　途中で言葉を切られると気になってしまう。

　──じっくりと触れる？　それとも、じっくりと見ることができる、とか……？

　勝手に言葉の続きを妄想して興奮している。

　エリオットに促されるままベッドに座る。そうかと思えばやんわりと肩を押され、ベッドに仰向けになった。

　ワンピースのボタンをふたたび外される。シュミーズのほうはボタンを留めていなかったから、ワンピースの襟を退けられるとすぐにまた乳房が明るみに出た。

「やぅ……」

　仰向けに寝転がっていても、アンナの乳房は椀をひっくり返したようにきちんと鎮座している。

　エリオットはアンナに跨がる恰好でベッドの上に膝立ちして、ふたつの膨らみを舐めるように眺めていた。

　一休みしていた胸の蕾がむくむくと勃ち上がり、鋭い形になる。

「尖った……」と、彼は紫眼を細めて感慨深そうに呟いた。

「ふっ……うぅ」

　指で触れられずとも彼の視線と言葉だけで胸の頂を愛撫されている。薄桃色の棘が硬さを増した。

　先ほどポーションの調合を見つめていたのと同じくらい興味津々といったようすでエリオットは胸の頂を見つめ、薄桃色を指で円くなぞりはじめる。

　硬くなっている尖りの部分に触れられればどれだけ気持ちがよいか、もう学習してしまっているから、そのまわりを指で辿られるだけでは物足りない。

　──わたし……見られるだけでも恥ずかしかったはずなのに……！

　触れられるのをいまかいまかと待ちわびて、胸が大きく上下する。

　アンナの唇は半開きになり、エリオットに縋るような視線を送り続けていた。

「……っ」

　官能に満ちた表情をしているアンナの頬をエリオットはそっと撫で摩る。なにかに耐えるように、エリオットは深呼吸をした。

　頬を撫でていた指が唇のほうへと下りていく。感触を確かめるようにふにふにと押された。

　──唇じゃなくて、乳首がいいのに。

　アンナは眉根を寄せて「くぅ」と呻く。

　もしかして彼は、じかに触れずともどれだけ乳首が尖るか、硬くなるかの検証でもしているのだろうか。そんなふうに思ってしまうほど、彼は胸の頂に触れてこない。

　エリオットの右手は相変わらず唇を、左手は乳輪にすら触れるのをやめて乳房の下方をたぷたぷと揺さぶるばかりだ。

　そうしているあいだにも下腹部が蜜を湛える。アンナは内股を擦り合わせることでじれったさをやり過ごしながら、瞳に涙を溜めて彼を見つめた。

　ところがエリオットはアンナの視線に気がつかない。唇と胸の下方を撫でるのに夢中のようだった。

「エリオット、様……っ。あの……そこじゃ、なくて」

　アンナが言葉を紡いでいるあいだもエリオットは手を止めない。

「ち……乳首……が、いい……です」

「ん……？　聞こえなかった」

　とても小さな声になってしまったから、本当に彼の耳に届かなかったのだろう。

　──ちゃんと言わなくちゃ、伝わらない。

「触って、ほし……乳首……はやく、ぅ……」

　結局、羞恥に押しつぶされそうになってはっきりとは言えず、絶え絶えになる。

　彼の口角が一瞬だけ弧を描いた。

「やっぱり……乳首が、悦いのか」

　どこか追い詰められたような表情をしてエリオットが念を押してくる。アンナは欲求の強さを訴えるようにこくこくと二度、頷いた。

　長い指が乳首の根元をつまみ、頂点へと絞り込むような動きをする。

「ひぅ、うぅっ……！」

　乳輪ごとつままれ、天井へ向かって執拗に扱き上げられる。

「強すぎる……か？」

　気遣わしげな声が降ってくる。アンナはぶんぶんと首を振った。

「そんなことな……あぁっ……気持ち、い……あぅ、あっ、ぁ……っ」

　するとエリオットの指が勢いを増した。ふたつの蕾を激しく捏ねまわされる。乳首を引っ張りまわされると乳房も連動して上下左右にぷるぷると揺れ動いた。

「また、イッちゃ……あぁっ、イッちゃう、ぅっ……あぁっ、んんぅう……っ！」

　アンナはエリオットに跨がられたまま、胸を突きだすように背を仰け反らせてふたたび絶頂に達する。

　いまだに触れられていない下腹部がビクンッ、ビクンッと大きく脈打っていた。

　エリオットは親指と中指で胸の蕾を挟んだまま、名残惜しそうにやんわりと人差し指で尖りを押し込んでいる。

「はぅ、ん……」

　そんなふうにされると絶頂の余韻が長引く。いつまでも気持ちよくなって、興奮が冷めやらない。

　──それに……エリオット様が見つめてくるから。

　先ほどからエリオットは観察するようにじいっとこちらを眺めている。

「……そうだ、ポーション」

　調合台へ向かう彼をぼんやりと目で追う。ポーションを渡されてからも、頭の中はぼうっとしていた。

　足の付け根から溢れた蜜はきっとドロワーズもワンピースも貫通して、ベッドのシーツまで届いていることだろう。

　──でも、仕方がない。

　性的な刺激を受けなければ、ポーションに付与効果をつけることができないのだから。

　体がどうしようもなく火照るのは、彼が前世からの推しだから──。

　感じすぎてしまうのは仕方のないことなのだと、アンナは自己弁護しながらポーションに祈りを捧げた。







第二章 甘やかなポーション研究








　半年前。薬屋の店主から「森の入り口にだってポーションの素材はごまんとある。採ってくるんだ」と命じられたアンナは単身、町外れへ向かった。

　森の奥深くは魔物の巣窟。冒険者でなければ立ち入ることはできないが、森の入り口付近であれば剣や魔法の心得がない者でも難なく素材を採ってくることができる──と店主は言っていたが、本当だろうか。

　前世のゲーム世界では、冒険者が集めた素材を購入──課金──することでポーションを調合していた。一日に一度ログインすれば無料で素材を貰うこともできたが、いまの世界に『ログイン』などという概念はもちろんない。

　アンナにとってはこの世界のすべてが現実である。

　昼過ぎなので、森へ入る冒険者の姿はない。ほとんどの冒険者が朝早くに森へ入り、陽が落ちる前に出てくる。近くに騎士団の屯所があるものの、正面玄関は反対側だ。

　人気のない森の入り口で目当ての素材を探す。見慣れた素材だが、自生しているところは初めて目にした。新鮮だ。

　アンナは夢中になって薬草を摘んでいた。

　「グルル……」という低い唸り声が背後から聞こえた。アンナは顔を上げて後ろを振り返る。

　ここは森の入り口だから魔物はいない──だなんて、高を括っていたわけではない。

「ひ──」

　アンナは小さく叫んで後ずさりする。大きく上を向かなければ顔がわからないほど大きな魔物が、すぐそばに迫っていた。

　禍々しい黒い角に、大きな牙。人間と同じように二本足で立っている魔物の爪が、陽の光を反射してぎらりと光る。

　──これは現実、だから。

　魔物に襲われて体を裂かれれば絶対に痛いし、傷が深ければ死んでしまう。

　ドッ……と、心臓が跳ね上がる。逃げなければと思うのに、体は石になってしまったように動かない。

　ただ瞼だけは、かろうじて動いた。魔物が腕を振り上げるのを目の当たりにしたアンナは、現実から逃れるようにぎゅっと目を瞑る。

　ザッだとかゴッとかいう聞き慣れない音がした。やがてまったくの無音になる。アンナは恐る恐る目を開けた。

　真っ白な外套が風にはためく。彼の胸元には、騎士団長の証ともいえる数々の勲章が輝いていた。

「わっ……わたしの推し！」と、アンナは無意識のうちに叫んでいた。

　エリオットは剣を鞘に収めながら目を丸くする。ゲームでは見たことがない、きょとんとした表情を見て感動する。

　──って、ちがーう！

　魔物の姿はもうない。きっとエリオットが追い払ってくれたか、退治してくれたのだ。

　絶体絶命のところを助けられた。命の恩人であるエリオットに対して「推し！」と叫んでしまうなんて、どうかしている。

　もう日本人ではない。この世界はゲームのような遊びでは、ないのだ。危機感のない自分を心の中で叱咤する。

「じゃなくて、ええとっ……助けてくださり、ありがとうございました！」

　アンナが深々と頭を下げると、エリオットは緩く首を振った。

「いや、なにもそこまで頭を下げずとも。それより怪我はないか？」

　──推しの声！　素敵すぎる。

　ゲームではキャラクターボイスが宛てがわれていなかったので初めて耳にした。低く、落ち着いた声だった。アンナはますます胸を弾ませる。

「はいっ、エリオット様！」

「……なぜ俺の名を？」

　鋭い目つきになった彼を前に、ぎくっとする。

「それにさっきは妙な言葉を叫んだな。『ワタシノオシ』とはいったいなんだ？」

「あっ、あの……ですね。その団服と勲章──騎士団長様ですよね。エリオット・ノルズ殿下が騎士団の団長をなさっていると存じておりました、から」

　『推し』については、なんの弁明もできなかった。

　エリオットは怪訝な顔をしていたが、アンナが俯いてうろたえているのを見たからかそれ以上はなにも訊かなかった。

「ところできみの名前は？」

　「アンナ・バレルです」と名乗れば、エリオットは小さく頷いた。

「アンナは、ひとりでここまできたのか？　ポーションの素材を集めに？」

　アンナの手に握られている薬草を見て彼は眉間の皺を深くする。

「は、はい」

「森の入り口であっても女性ひとりで素材を集めるのは無謀だし非常に危険だ。以後は控えるように」

「申し訳ございません」

　謝ると、エリオットは「家まで送ろう」と言ってくれた。

「いえ、そんな」と遠慮しながらも、送ってもらえたらもう少し一緒にいられるのではないかと下心を持つ。

　──せっかく出会えたんだから……もっと話がしてみたい。

「じつはまだ勤務中なので……その、家ではなく薬屋に帰らなくてはなりません。もしよろしければ、薬屋の近くまで一緒にきていただいても？」

　あと少しだけ彼と一緒にいたいが、このまま家へ帰ってしまったら店主になにを言われるかわかったものではない。じゅうぶんな量の素材を集められなかったことを、早く店主に報告したほうがいいと思った。

「ああ、かまわないが。勤務中ということは、きみは雇い主に命じられてここへきたんだな？」

　険しい顔つきになったエリオットにたじろぎながらもアンナは「はい」と答える。彼はアンナが萎縮しているとわかったのか、どこか困ったように微笑した。

「行こうか」

　歩きだしたエリオットの精悍な横顔をちらりちらりと盗み見る。

　──やっぱりかっこいい。それにすごく優しい。

　攻略対象キャラクターの隅にしかいなかった彼が、いまは視界いっぱいに広がっている。幸せすぎる。

　町外れから薬屋の前までは、あっというまだった。ずっと彼に見とれていたせいだ。

「こんなところに薬屋があったのか。把握していなかった」と、エリオットは薬屋の看板を見て呟いた。

　ゲーム内で、騎士団長であるエリオットは専ら王都にいた。今日はたまたま騎士団の屯所へ来ていたようだが、このような下町に足を運ぶことはなかったはずだ。

「ご足労くださり、ありがとうございました。失礼いたします」

「ああ」

　エリオットの外套が翻る。彼が立ち去るのを確認してから、薬屋へ入った。

「ずいぶん遅かったじゃないか。当然、素材を山ほど採ってきたんだろうな！」

　店に入るなり、いきなりの怒声だ。それほど長い時間、留守にしていたわけではないのだが、店主には長い時間だったらしい。ふだんよりももっと苛立っているようすだ。

「いえ、その……これだけです」

　手に握っていた数本の薬草を差しだすと、店主はますます憤った。きっと客がくるまでちくちくと小言を言われるのだろう。長期戦を覚悟してアンナが唇を噛んだ、そのとき。

「──邪魔をする」

　帰ったはずのエリオットが薬屋へと入ってきた。店主はとたんに両手を擦り合わせて満面の笑みを浮かべる。

「これはこれは騎士様。どうなさいました？」

「怒声が聞こえたので気になって、な。じつは先ほど森の入り口で彼女──アンナを保護した。武器を扱えない女性ひとりに素材を採りにいかせるのは危険極まりない。非常識だ。従事者の身の安全を確保することも雇い主の務めではないか？　どうしても素材を集めたいのならば腕の立つ冒険者に護衛を頼むべきだ。まあ、冒険者たちから素材を購入するほうが遙かに安くつくとは思うが」

　店主の顔に笑みはもうなかった。口元を引きつらせて沈黙している。

　エリオットは鋭い目つきで店主を見据えていた。店主はさながら、蛇に睨まれた蛙だ。

「見たところポーションは適正価格で売られている。素材の仕入れ代を差し引いても充分利益が出るだろう？」

「さ……左様でございますね」

「幸い、森の入り口は騎士団の屯所が近い。魔物が人に害をなしていないか、見回りをもっと強化しようと思う。武器を持たない者がひとりで素材集めなどしていようものなら、すぐにでも発見して保護できるように」

　エリオットが凄む。店主はすっかり怯んで、声もなく何度も頷いていた。

　そうして彼が薬屋の店主に苦言を呈してくれたおかげで、以来、素材を採りに行くよう命じられることはなかった。
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「うぅ……わたしの、推し……」

　半年前、エリオットと出会ったころの夢を見ていた。手を伸ばせば、だれかにそっと掴まれた。夢から醒めて目を開ける。

「あ、あれっ、わたし……？」

　エリオットは、ベッドに横たわるアンナの右手を両手で包み込んでいた。

「ポーションに祈りを捧げたあとすぐに眠ってしまったんだ。いまは夜中だ」

　説明されても、アンナはしばらく呆然としていた。

　──そっか……ここは、エリオット様に連れてきてもらった騎士団中央ベースの特別室だ。

　ようやく思考が追いついたアンナは体を起こしながら彼に尋ねる。

「もしかして、ずっとそばにいてくださったのですか？」

「公務で多少出入りはしていたが、ほとんどここにいた。……迷惑、だっただろうか」

「いいえ、まさかそんなこと！　えっと……お忙しいのに、ありがとうございました」

　アンナは謝意を示すべくぺこりと頭を下げた。

「……ん。それと──すまない、寝言を聞いてしまった。『推し』とはなんなのか、今日こそ教えてくれるか？」

「えっ……ええと、その……」

　事あるごとにうっかり「推しが──」と口を滑らせるせいで、エリオットには「推しとはなんだ？」と詮索されることがたびたびあった。

　──けど本当は前世なんてものはなくて、わたしの頭がおかしいだけなのかもしれないし。

　彼に気味悪がられたくなくて、打ち明けられずにいる。

「……いや、話したくないのなら無理にとは言わない。体調はどうだ？　ポーションは解析器に入れておいた」

「あ……ありがとうございます。体調はすごくいいです」

　部屋の隅に置かれている解析器──試験管を入れるラックのようなもの──を見遣る。ポーションにどのような付与効果がつくのかは、半日ほど解析器に入れておけば確かめることができる。

　──すっごく気持ちよかったから……すっごい効果が付与されてるかも。

　アンナは恥ずかしくて、彼の顔をまともに見ることができなかった。

「侍女を呼ぶ。もう夜中だが……食事や湯浴みなど、ゆっくり過ごしてくれ」

　エリオットは「また明日」と言葉を足して部屋を出ていった。

　そして次の日。これまで住んでいた長屋から身のまわりのものが届いた。エリオットが、荷物を取ってくるようにと侍女に命じてくれた。彼には「自分で取りにいく」と言ったのだが「アンナには専属薬師の仕事に専念してもらいたい。触れられてまずいものがなければ侍女に頼むべきだ」と返され、お願いすることにした。

　昼食を終えたアンナは専属薬師の制服に身を包み、騎士団本部の一角にある調合室へ赴いた。ロブやほかの薬師たちがポーションを調合したり、素材の整理をしたりしている。

　以前ロブが言っていたとおり、騎士団の専属薬師にはクローイとアンナのほかに女性はいない。クローイは常にメイナードのそばにいるから、まったく顔を合わせることがなかった。

「やあ、アンナちゃん。部屋はどうだった？　あそこね、エリオットがきみのためにって、わざわざ改装の指示をしたんだよ。それはもう一から十まで。あ、エリオットには内緒ね。僕がべらべら喋ってるってわかったらシめられちゃう」

「エリオット様は本当にお優しいですね」

　薬屋での不遇を哀れんでくれているのだろう。彼には頭が上がらない。

「はは、アンナちゃんってば全然、わかってない」

「えっ？　どういうことでしょうか」

　アンナが尋ねても、ロブは「自分でよく考えてみて」と言うばかりで、いったいなにが「わかってない」のか教えてもらえなかった。

「ところでエリオットってば、きみが以前住んでいた家に荷物を取りに戻るのも許さなかったんだってね」

　ロブはポーションの素材が入ったガラス瓶を手に持ったまま、にやにやしている。

「はい。専属薬師の仕事に専念するように、と」

「そんなの建前だよ～。やっと城に連れてきたアンナちゃんを、少しも外へ出したくないだけ」

「まさか、そんな」

「ふふっ。あ～面白い。はいこれ、調合お願いね。エリオットは今日、夜会があるって言ってたから付与効果は付けられないだろうけど、ポーションだけはたくさん準備しておかないとね～」

　したり顔のロブからガラス瓶を受け取ったアンナは、頬を染めて「そうですね」と相槌を打った。







　──すごい数のポーションを調合してしまった。

　夜、食事と入浴を終えて私室へ戻ったアンナはなかなか寝付けずにいた。

　ロブに言われるままポーションを作って私室へ持ち帰ったものの、これらすべてに付与効果をつけるには、それ相応の『性的刺激』が必要になる。想像するだけでも気持ちがよくなり、全身が火照ってしまう。

　ベッドに寝転がっていたアンナは白いネグリジェの裾をぎゅっと掴んだ。

　──頭を冷やそう！

　不埒な考えばかりが浮かんで眠れない。夜風に当たればきっと心も体も興奮が冷めるだろう。

　アンナはネグリジェのままバルコニーへ出た。熱くなっていた頬を夜風が撫でていく。バルコニーから見えるノルズ城の本棟は荘厳だった。壁掛けランプが幻想的な光景を作りだしている。城のダンスホールでは舞踏会が催されているのか、風に乗ってワルツが聞こえてきた。

　ガチャ……と扉が開く音がしたので横を見れば、隣室のバルコニーに寝衣姿のエリオットがいた。

「エリオット様!?　ど、どうしてそちらに」

「俺の部屋は隣だと、言ってなかったか？」

　そういえばそうだった。ずっと慌ただしかったので、すっかり頭から抜け落ちていた。

　アンナは「そうでしたね」と答えながら、あらためて彼を見る。

　──エリオット様のパジャマ姿……！

　つるりとした素材のシャツに真っ白な八分丈のボトムス。シャツのボタンは留まっておらず、臍のあたりまで開け広げだった。厚い胸板が覗いているせいで、いけないものを見ている気持ちになる。これではますます彼との卑猥な妄想が捗りそう──。

「どうした、こんな夜更けに」

「はい、その……お城で舞踏会が開かれているのでしょうか。ワルツが聞こえます。舞踏会なんて憧れちゃうな、って。あれ……そういえば今日、エリオット様は夜会だとロブさんが」

　エリオットは「少しだけ顔を出して、早々に引き上げてきた」と答えたあと、どこか訝かしげに首を傾げた。

「アンナはもしかして、眠れない……か？」

「えっ……ええと、そうですね。今朝は寝坊してしまったので、ちょっとまだ生活のリズムが整っていないようです」

　エリオットから『性的刺激』を受けることばかり考えていて眠れないのだとは言えるはずもなく、アンナは言葉を濁した。

「なにか困ったことがあれば呼び鈴を鳴らして──」

　彼は不自然に言葉を切り、ためらうように口元を手で覆った。

「いや、部屋の壁を叩くのでもいいから……呼んでほしい。すぐに行く。俺が部屋にいるかぎりは」

　エリオットの真剣な眼差しを真っすぐに受け止めたアンナは上ずった声で「はい」と返事をする。

「……おやすみ」

　鉄の柵に片手をついて、エリオットがほほえむ。バルコニーには壁掛けランプの薄明かりしかないのに、彼の姿は燦然と輝いて見えた。

　バルコニーから戻り、ベッドに入る。まずい。さっきまでよりももっと悶々としている。

　──壁を叩いて……「わたしにエッチなことをしてください」って、言う？

　いや、言えない。そんなのあんまりだ。

　エリオットはあくまでポーションに付与効果をつけるために性的刺激をくれる。それなのに、自分がただ気持ちよくなりたいからと──エリオットにもっと触ってもらいたいという身勝手な欲求のためだけに──彼を呼ぶなんて、許されない。

　悶々としながらもアンナは「羊が一匹……二匹……」と頭の中で数えながら、なんとかして眠りに就いた。

　そうして明くる日の昼を過ぎたころ。調合室にエリオットがやってきた。同僚の薬師たちが口々にエリオットへ挨拶をする。アンナもまた同僚に倣って「ごきげんよう」と言った。

「夕方までは時間があるから……ポーションの付与効果のため、協力できればと。もちろんアンナの都合がよければ、だが」

　珍しく視線をさまよわせながらエリオットが言った。

「都合は、あの……だ、大丈夫、です」

　アンナは頬を赤くして、しどろもどろになりながら答えた。

「エリオットってば、けっこう肉食～」と、ロブが口を挟んでくる。

「……なにか言ったか、ロブ」

「いやっ、なんにも？　まだ付与効果がついていないポーションは山ほどあるし。アンナちゃんもこれといって急ぎの仕事はないし。どうぞ、行ってらっしゃ～い！」

「……行こう、アンナ」

　調合室の外へ出るのを促すようにそっと肩を抱かれたアンナは細い声で「はい」と答えた。

　それにしても、急にどうしたのだろう。

　──もしかして、昨日の夜わたしがむらむらしてたのバレてる!?

　アンナは心の中で首を振る。真面目なエリオットだ。あくまでポーションの付与効果について、貢献したいと考えているだけ。

　アンナはエリオットに肩を抱かれたまま「邪念は捨てる邪念は捨てる」と自分に言い聞かせながら歩いた。







　アンナがノルズ城の騎士団本部へ来て一週間。エリオットからは二日に一度ほど性的刺激を受けている。それによる付与効果はほぼ一定で、体力や怪我の回復量、効果が発揮されるまでの時間ともに中程度のものが出来上がっていた。

　──けど、調合する素材が違えば付与効果も変わってくるはず。

　即効性に優れ、回復量が多いものを作りたい。ゲームをプレイしていたときもそうだった。やはりポーションの調合は楽しくて仕方がない。

　アンナは調合室へ行くなりロブに相談する。

「わたし、ポーションの新しい効果を研究したいです！　それで、クマノォミが欲しいのですけど……」

「えっ。よくそんな貴重な素材を知ってるね？」

　驚くロブを見てアンナはぎくりと体を強張らせる。そういえばクマノォミはレア扱いだった。

「あ、ええと……薬屋で働いていたとき、冒険者の方から聞いたことがあって」

　苦し紛れにそう答えたのだが、ロブは「なるほど」と納得していた。アンナはほっと息をつく。

「クマノォミは王家が管轄するノルズの森にしか自生していないんだ。エリオットに相談してみよう──」

　その日の夜、エリオットが私室を訪ねてきてくれた。エリオットは部屋には入らず、扉の外に立っていた。

「ポーションの効果研究のため、クマノォミが必要だと聞いた。俺が採ってくることもできるが……一緒に行く、か？　ノルズの森に魔物は棲息していない」

　「一緒に、よろしいのですか!?　でしたらぜひ！　クマノォミを採りたいです」と、アンナは前のめりになって言った。

「そう言うと思った」

　したり顔でほほえむ彼を見てどきりとする。

「えっ……ええと、どうしてそう思われたのですか？」

　──エリオット様とできるだけたくさん一緒に過ごしたいってわたしが思ってること、バレちゃった!?

「初めて会ったときもそうだった。きみが森の入り口で薬草を採っているとき、楽しそうに顔を綻ばせて……夢中になっているようだったから。じつはあのとき、屯所のそばからきみのことを眺めていたんだ。どう考えても冒険者には見えなかったから、なにかあればすぐ保護できるようにと」

「そ、そうだったのですか」

　エリオットにいつでもくっついていたいと思っていることには、気づかれていないようでよかった。

　それにしても、彼の存在にまったく気がつかず薬草に夢中になっていた過去の自分が恥ずかしくなる。

「とはいえ、勝手に眺めてしまってすまない」

「まさかそんな、とんでもないです！　エリオット様が見守っていてくださらなかったら、わたしはいまごろどうなっていたか」

「……そうだな。出会えてよかった」

　剣だこのある右手で頬を覆われる。ごつごつとした男性的な手と指で触れられて、あらぬ箇所がトクッと音を立てた。

「では次の休日に。ともに森へ行くのを楽しみにしている」







　そして待ちに待った休日。アンナとエリオットはノルズ城の裏門から森へ向かって歩く。

「いいお天気でよかったです」

「そうだな」

　休日とはいえ、アンナはクマノォミを採りにいくので薬師の制服を着ていた。ドレスを着ていけば、デートだと勘違いしているようで気が引けるというのもある。

　いっぽうエリオットは、ふだんの装いと違った。団服を着ているときと変わらず帯剣はしているものの、白いドレスシャツに裾の長いジャケット、黒いトラウザーズに同色の編み上げブーツを履いている。

　前世のどんな公式ガイドでも見たことのない服装に、目が眩む思いだった。きちんと団服を着ているときもそうだが、こうした非公式な恰好もすごく素敵だ。

　ノルズの森は城の裏手に広がっていた。木漏れ日の中をエリオットと並んで歩く。ウサギやリスがそこここを行き交う平和な森だ。

　なぜこの森に魔物がいないのかというと、王家と縁のあるヘリソン公爵家が結界を張っているからだ。ヘリソン公爵家はいわゆる『魔法使い』の一家であり、その嫡男は攻略対象キャラクターのひとりだった。

　──でもやっぱりわたしはエリオット様がいちばん！

　エリオットは魔法を使えない。剣一筋で鍛錬に励んでいる。調合室の窓辺から屋外鍛錬場が見えることから、アンナは調合の合間を縫って、騎士たちに稽古をつける彼を眺めることがよくあった。仕事を忘れてずっと見ていたくなるのを、いつもなんとか自制している。

「クマノォミが自生しているのは湖のあたりだ」

　言われるままエリオットについていく。クマの顔のような薬草が湖の畔に群生していた。

「すごいっ、すごいです！　あの、どれくらい採取してよいのでしょうか!?」

「アンナの好きなだけ」

　エリオットがくすっと笑う。

　──前のめりに訊きすぎだよ、わたし！

　頬を熱くしていると、エリオットが「俺も採取を手伝おう」と言ってくれる。それからはふたりで手分けしてクマノォミを採り、バスケットへと入れていった。

「──アンナ」

　呼びかけられて振り返るのと同時に、エリオットのたくましい腕に閉じ込められた。手に持っていたクマノォミの葉がひらひらと舞い落ちる。

「えっ……!?」

　突然のことに慌てふためきながら、身を捩って彼の顔を見る。エリオットはひどく真剣な顔で、湖の向こう側を見ていた。

「……魔物だ」

　エリオットはアンナの体を片手で抱き込んだまま剣の柄を掴む。

　──どうして魔物が!?　結界が張られているはずなのに……。

　湖の向こうには四足歩行の黒い魔物がいる。魔物は威嚇するように上体を低くしたまま、動かなかった。エリオットと魔物の睨み合いが続く。

　ところが突如として魔物は四角形の光に捕らわれ、消え失せた。木の茂みから、見覚えのある人物が出てくる。金髪碧眼の、眩しすぎるくらいに美しい長髪の男性だった。

「どうも、お騒がせしました──エリオット殿下」

　魔法使い一家であるヘリソン公爵家の嫡男ナサニエルは、ゲームでとても人気のあるキャラクターだった。

「ナサニエルか。結界はどうした？」

　エリオットは、どうしてかナサニエルがいるのとは違うほうを見据えて質問した。

　ナサニエルは困り顔で微笑する。

「それが、結界に綻びが生じていることがわかりまして。森の内部に侵入してしまった魔物を現在、捜しだして消していっているところです」

「初耳だな」

「ええ、騎士団のお手を煩わせるわけには参りませんので」

「そうだとしても、報告だけは必要だろう。ノルズの森に入る際、護衛をつける人数も変わってくる」

　エリオットが硬い声で言うと、ナサニエルは「申し訳ございません。以後気をつけます」と言って、ほほえんだまま低頭した。

「僕は引き続き魔物を捜索します。殿下も、そしてそちらのレディも……どうぞお気をつけて」

　ナサニエルはアンナの顔をじいっと見つめたあとで姿を消した。転移魔法を使ったものと思われる。

　エリオットは「ふう」と息をつく。

「ヘリソン公爵家の者は皆、秘匿が多い。ノルズ王家としては頼りにしている面もあり、あまり強く苦言を呈することはできないが──」

　彼はナサニエルがいたほうを見遣り、紫眼を細くした。

「そろそろ引き上げようか。魔物が入り込んでいる可能性があるとわかった以上、この森は危険だ。すまない、せっかくの休日だというのに」

「いいえ！　クマノォミはじゅうぶんな量が採れましたし、楽しかったですから」

　アンナが笑みを零せば、エリオットもまたつられるように頬を緩めた。

　ノルズの森を出て騎士団本部へと帰る。屋外鍛錬場を通りかかると、休日鍛錬をしている若い騎士団員たちに出くわした。

「わぁっ、これってクマノォミですよね!?　こんなにたくさん！」

　団員のひとりが、エリオットが持っていたバスケットの中身を覗き込む。

「あの、アンナさんが調合したポーション、このあいだ飲んだんです。すっごく効果が高くてびっくりしちゃいました！」

「俺、アンナさんが作ったポーションをまた飲みたいです」

「ポーションの付与効果ってどうやってつけてるんですか!?　団長が協力しているって聞いたんですけど、僕らでもできることがあればぜひ協力したいです！」

　複数の騎士団員たちから一度に話しかけられたアンナは混乱して、すぐには言葉を返せない。

「休日の鍛錬は感心するが、レディを囲い込んで質問攻めにするのはいただけない」

　エリオットが冷めた声でぴしゃりと言えば、若い騎士団員たちはぎくりと顔を強張らせて後ずさった。

　アンナはエリオットに肩を抱かれてその場をあとにする。団員たちはそれぞれ剣を持ち、鍛錬を再開していた。

「アンナはこれからどうする予定だ？」

「さっそくクマノォミを使ってポーションを調合します！」

「……もう少し、そばにいていいか？」

　肩に置かれていた彼の手に力がこもった気がした。

「はい、もちろんです。エリオット様のお時間が許すかぎり、わたしはどれだけでも」

「ありがとう。その……俺も調合に興味がある。ほら、このあいだはそう長く見ていられなかったから」

　初めて彼に性的な刺激を受けた日のことだろう。あのときのことを思いだすとそれだけで全身が熱くなる。

　──いやいや、エッチな気分になってる場合じゃないよ。エリオット様は純粋に、調合に興味を持ってくれてるんだから。わたしも純粋に喜ばなくちゃ。

　ふたりでアンナの私室へ行く。侍女たちは紅茶を淹れると、早々に部屋から出ていってしまった。

　──本当は部屋でふたりきりになるのってよくないと思うけど……侍女さんたちも、それに慣れちゃってるというか。

　エリオットがアンナの私室へ入るときは決まって『ポーションに付与効果を与えるための公務』だと侍女たちは考えている。今日は違うのだとは言いだしづらく、アンナは侍女たちが出ていくのを止められなかった。

　アンナは気を取り直し、クマノォミを使ってポーションを調合する。エリオットは傍らで、興味深そうにアンナの手元を見おろしていた。

「できました！　これまでよりも上位のポーションになると思います」

　エリオットはおもむろに頷く。

「今日は休日だが、付与に協力したい」

　ポーションを調合したのだから、そういう流れになるのは自然だ。

　──もしかしてエリオット様は初めからそのつもりで、侍女さんたちが出ていくのになにも言わなかった？

「……気乗りしないか？」

「いっ、いいえ！　あの……今日も、よろしくお願いします」

　彼からは毎日のように刺激を受けている。だから休日くらい、彼も休むべきなのではと思ったが──彼に触れられたい欲求に抗えなかった。

　エリオットはアンナをベッドへ誘導する。押し倒されるようにして、ベッドに仰向けになった。彼が覆い被さってくる。

「唇同士を合わせることも、刺激になるだろうか」

　ごく真面目な調子で問われた。

「は、はい……きっと」

　正直にそう答えてしまったあとで、それでは「キスして」とねだっているも同然だと気がつく。

　──でも一般論としてはきっとそうだし！

　ところが言いわけを口にする前に唇を塞がれてしまう。

「んっ……！」

　彼の唇は、妄想の何倍も柔らかい。もっと堪能したかったのに、唇はすぐに離れてしまった。

「あ……終わり、ですか？」

　またしても失言だ。わかっているのに、彼の唇が恋しくてつい見つめる。

「……っ」

　ふたたびエリオットが顔を寄せてきた。噛みつく勢いで唇を深く食まれる。唇で唇の感触を確かめるように何度も食まれ、そうしているあいだに官能が高まっていく。

　それだけでも気持ちがよかったのに、舌まで潜り込んできた。

「んふ、んっ」

　──終わりですかって尋ねちゃったから、こんなに激しいの？

　それにしても、彼はどうしてしまったのだろう。これまでの探るようなものとは違う。強烈に求められている。

　くちづけと同時に胸元を乱される。薬師の制服はピンク色の生地に白いレースがあしらわれたスクエアネックの襟に、白衣を合わせたものだ。白衣の襟もまたフリルレースがふんだんに使われているのでとてもかわいらしい。

　そんな制服の胸元のリボンをしゅるりと解かれ、中のコルセットも同じように紐解かれた。

「んんっ……！」

　制服とコルセットをぐいっと引き下げられ、乳房が露呈する。

　エリオットはアンナの口腔を舌で蹂躙し終わると、唇を離して大きく息を吸った。

「前から言おうと思っていたが、その……制服。よく似合っている」

「え？　あ……あり、が……ぁ、あっ」

　制服が似合っていると言われて嬉しいのに、彼が乳房を掴んで揺さぶるものだから、礼を述べることができなくなる。

　──似合ってる、のに。乱されてる。

　白衣はそのままで、ふたつの膨らみを揉みくちゃにされている。羞恥心がどっと押し寄せてくる。

「や、あぁっ……はげ、し……ぃ、うぅ」

「ポーションの新しい付与効果を研究したいんだろう？　これまでとは違った刺激も必要になるんじゃないか」

　どこか狂おしげにエリオットは眉根を寄せる。

　彼の言うとおりだ。ポーションの調合素材を変えて、より強い性的刺激を貰えばきっと、いままでと異なる付与効果が得られる。

　そのための、刺激。だからこれは必要なこと。

「お、お願い……しま、す。もっと──」

　瞳に涙を溜めて震え声でねだるアンナを見てエリオットは喉を鳴らした。むくむくと勃ち上がった薄桃色の蕾に食らいつく。

「ひぁあぁっ！」

　それまで口腔を蹂躙していた彼の舌が、今度は胸の先端を転がしだす。熱い舌で硬い蕾を嬲られる。

「あっ、ぁっ……は、あぅ、あ……っ」

　いまはもう口の中に彼の舌はない。それなのにまだ、口腔までも弄られているような気分になる。

　エリオットは、尖りきった胸の頂を舌で何度も上下に嬲った。凝り固まった乳首が彼の舌を弾く。それを楽しむように、エリオットは執拗に胸の蕾を嬲り倒してくる。

　ときおり視線が絡むのがいたたまれない。彼は素早く舌を動かしながらも、目線はこれまでと変わらず、探るようにこちらを見てくる。

「ふぅう、う……っ、んんぅ」

　アメジストの瞳に見つめられて、下腹部がトクントクンと脈を刻みはじめる。手と足の先がじいんと痺れる。もっと刺激が欲しいと、全身が叫んでいるようだった。

　アンナの求めに応えるようにエリオットは大きく口を開け、薄桃色の頂を口に含む。

「ひぁあぁっ！」

　体がひとりでに弾む。

　エリオットはアンナの揺れる乳房の片方を鷲掴みにして先端を指で押し上げる。もう一方の頂は、口を窄めて吸い立てた。

　指で触られたり、舌で舐め上げられたりするだけでもじゅうぶんすぎるほど快感を味わっていたのに。

　ちゅうちゅうと乳首を吸われて、気持ちよさがどんどん膨れ上がっていく。

　──だめ、これ……ほんとに、気持ちいい。

　エリオットは乳輪ごと大胆に乳首を吸いながらも、舌で先端を舐め転がすのだ。敏感なそこを引っ張られて、嬲られて、高い声ばかりが溢れてしまう。

「あぁあっ……！」

　アンナがひときわ大きな声を上げると、エリオットはほんの少しだけ胸の蕾から唇を離した。熱っぽい瞳でアンナを見つめて息をつく。

　吐息が、濡れた頂を掠めてぞくぞくする。

「ふぅ……っ」

　指や舌で弄られなくても、彼の吐息だけで全身が悦ぶ。

「肌をこんなに上気させて……」

　エリオットはそう囁くと、手のひらでアンナの肌を撫でていった。赤く火照った頬をじっくりと辿られる。

　触れられた箇所がますます熱くなるのを感じながら、アンナは「はぅ」と喘ぐ。

「感じている？」

　頬に触れたぐらいで──と、彼は明言したわけではない。それでも、暗にそう言われている気がして羞恥に震える。

　アンナは素直に「ものすごく感じています」とは言えず、小さく頷いた。

　エリオットは「ふ」と息を漏らしてほほえみ、アンナにくちづける。

　──キスって、こんなに幸せで気持ちいいことだったんだ。

　唇を食まれるたびに幸福感が込み上げる。その幸福感を訴えたくて、アンナは必死に彼の唇を食み返した。

　ところが彼が胸の頂に指を這わせるのでキスどころではなくなる。

「んふっ、ぅ……ぁ、あぁっ、ん」

　アンナが声を漏らすようになったからか、エリオットは唇を離した。アンナの首筋に唇を宛てがい、ちゅうっと音が立つほど強く吸い上げる。

　首に心地よい痛みを感じながら、これもポーションに必要な刺激なのだと頭の片隅で考えた。

「ずっと勃ってる、な」

　つんと尖っている乳首を見おろして、エリオットが艶っぽい掠れ声でそう言った。

　──だって、ずっと気持ちいいから。

　乳首がそんなふうになってしまうのは仕方がないのだと、アンナは心の中で開き直る。

「エリオット様が、触るから……です」

　頬を染めて困り顔でアンナが言えば、エリオットは「ん」と短く唸って胸の蕾をつまみ上げた。

「ひゃっ、あぁっ」

　さながら「もっとずっと勃たせていろ」とでも言いたげにエリオットはくい、くいっと乳首を引っ張る。

　彼のせいで硬くなっているそこを、今度は指の腹で押しつぶされるものだから「ふぁぁあっ！」と大きな嬌声が出た。

　エリオットはふたつの蕾を指先で捏ねまわしながら、アンナの下半身に目を遣る。見られるだけでも感じてしまって、その箇所の疼きが大きくなった。

　じつはいままでずっと、胸だけで絶頂に達していた。だから、足の付け根を彼に弄られたことはない。

　──でも今日は、もっと強い刺激を……って、おっしゃった。

　だれにも晒したことのないその箇所を、今日こそ弄ってもらえるかもしれない。

　──って、わたしったら期待しすぎ！

　きっと実際にその箇所を彼に見られたり弄られたりしたら、とんでもなく恥ずかしいだろう。

　そう思うのに、やはり体は強烈に焦れてくる。

「うぅ」と呻きながら彼のようすを窺う。アンナの密かな期待どおり、エリオットは片手をするすると下降させていった。

　スカートの裾を引き上げられる。スカートの中に穿いているドロワーズのクロッチは、薄い布が二枚重なっただけのものだから、オープンクロッチの下着とそう変わらない。

　つまり、クロッチの布を左右に払われてしまえばすぐに大切な箇所が明るみに出てしまうし、指が秘所に入り込むのだって簡単なのである。

「ひ、ぅ」

　彼の指がクロッチの隙間を縫って侵入してくる。足を開くよう言われるだろうかと身構えたが、エリオットは押し黙ったままだった。真剣な表情で手を動かして、秘め園を暴きにかかる。

「ふっ……あ、ぁ……っ」

　さんざん胸を弄られて、いまもなお乳首は指でこりこりと押されているから、足の付け根がどういう状態になっているかアンナはじゅうぶんすぎるほど自覚していた。

「……濡れてる」

「うっ──」

　指摘されずともわかりきっていた。わかっていたのに、あらためて口に出されると恥ずかしくて、耳まで過剰に熱を持つ。

　ごつごつとした彼の指が、蜜にまみれた莢を撫でる。敏感な突起を避けるように、もったいぶるように指は花芽のまわりを一周した。

「あふ、ぅ……んんぅ」

　妄想して自分でするよりも圧倒的に恥ずかしくて、それ以上に気持ちがよかった。

　エリオットは絶妙な力加減で陰唇を押し、花芽を際立たせる。ひとおもいに触れてほしいのに、そうとは言えずアンナは身を捩った。

「さっきよりももっと、ぬるぬるしてきた」

　感心するような声を聞かされて、つい顔を背けてしまう。

「だって……あ、あぅっ！」

　ぬめりを帯びた指が花芽を掠めた。とたんに快感が迸り、胸の蕾がますます尖る。

「あっ、あ……エリオット、様」

　背けていた顔をもとに戻して彼の瞳を見つめる。掠めるだけではなく、もっときちんとその箇所に触ってもらいたい。

「ん……」

　エリオットは頷いて、花芽を上下に擦りはじめた。

「ふぁあぁあっ……！」

　指はなんの摩擦もなく動いているというのに、凄まじいまでの存在感を放っている。しだいに速度を増して、素早く擦られるようになる。

「あっ、ぁ、あっ……だめ、もっ……あ、イッちゃ……あぁ、あぁっ──!!」

　快楽の波がいちばん高いところへ昇って霧散する。目頭や耳、両手と両足がじいんと熱くなり、凄まじい幸福感に包まれる。下腹部から全身へ、快い脈動が伝わっていく。

　アンナは「はっ、は、はぁっ」と浅く息をした。絶頂に達したせいでどこにも力が入らない。弛緩したアンナの体を、エリオットはまだ責め立てる。

　彼の指が下へずれて、蜜を溢れさせている箇所を探る。

　くちゅっと水音が立つと、エリオットは口の端を上げて、まるで眩しいものを見るように目を細めた。

　この行為を、彼も少しは楽しんでくれているのだろうか。いつも彼から悦よくしてもらってばかりのアンナは、エリオットの手を煩わせているのでは、という思いが多分にあった。

　彼は、どんな気持ちで刺激を与えてくれているのだろうかと、このところとても気になる。

「指が、吸い込まれていくみたいだ」

　感想を吐露して、エリオットはその指で肉襞を押す。

「あぁう、あっ……ん、はぅう」

　恥ずかしいだとか、はしたないだとかいう感情は消え去ってしまったらしい。艶めかしい声が出るのを少しも抑えられない。

　──もう、イッちゃったのに。

　ひとりでするときは、絶頂を迎えれば終わりにしていた。それ以上、燻ることなんてなかった。

　──けどいまは、まだまだ刺激が欲しいって……思ってる。

　それはきっと身も心も。気持ちよさを極めて絶頂に達したはずなのに、まだ満足できないでいる。

　刺激を欲しがるように腰を揺らすアンナを、エリオットは熱心に見つめる。

　たくさんの蜜を溢れさせているその箇所へ、彼の指が沈み込む。

「ふ、っ……あ、あぁ」

　摩擦なくぬるぬると、それでいて存在感をあらわに指が蜜襞を擦る。隘路の中を小刻みに押し引きしながら、長い指はどんどん奥へと進む。

　エリオットの中指の根元まで内側に収まると、卑猥な行為をしている気持ちが膨れ上がる。いまさらだ。

　もうどれだけの時間、どれだけの回数、彼から愛撫を受けているのだろう。刺激を受けたあとは眠ってしまって、ポーションに付与をつけ損ねることもあるから、数え切れない。

　一度達しているからか、蜜壺はひどく敏感になっていた。彼の指が少し動くだけでも感じてしまって腰が揺れる。

　艶かしい動きをするアンナを見てエリオットは「ふう」と息を漏らした。

「あ、ごめんなさ……わ、わたし……止まらなく、て」

　腰を揺らしてしまうことが恥ずかしいのに、自分では止められない。エリオットがため息をついたので、呆れられているのだと思った。

「いや、いいんだ。きみの腰が揺れるたびに、その……内側が締まるから。俺も──」

　彼は言葉を切って押し黙る。アンナが首を傾げても、エリオットは次の言葉を発しなかった。

「……なんでもない」

　沈黙のあとにそう呟いて、彼はさらに奥へと指を進める。

「ひあぁっ！」

　蜜襞を押しながら奥処まで進んできた指に、快感だけでなく感情まで揺さぶられる。彼の一部が自分の中に埋まっていることに、とてつもないまでの悦びを覚えた。

　もしも彼の指ではなく、もっと情熱的な部分を突き入れられたら──どうなるのだろう。

「あ、ふっ……あぁ、う」

　エリオットと繋がりあうのを妄想して、下腹部がきゅうっと悲鳴を上げる。呼応するように彼が「んん」と呻くものだからよけいに、身も心も享楽に溺れていく。

　指が蜜壺の奥深くをずん、ずんっと刺激しはじめる。

「あぅっ、あっ、はぁっ……んんっ」

　ぐちゅっ、ぬちゅっと水音が立つようになる。自分の内側から響いてくる音だというのにどこか遠い。羞恥のあまり、これは他人事だと逃避してしまっているのかもしれない。

「アンナ」

　意識を他所へ逃がすアンナを現実へ引き戻すような、甘い呼び声だった。

「～～っ！」

　熱い視線と指遣いに全身が歓喜して、二度目の恍惚境に達する。一度目よりもさらに果てしなく、高みへ昇りつめたようだった。広がる脈動が、アンナの意識までも遠くへ飛ばそうとする。

　ビクン、ビクンと体を弾ませるアンナの中から、エリオットはそっと指を引き抜く。蜜に濡れたその指を、彼がごく当然のように舐め上げるものだから、脇腹のあたりがぞくっと粟立つ。エリオットの艶めかしい仕草に、釘付けになった。

「……ほかの男には、許さないでくれ。きみにこういう刺激を与えることを」

　アンナの乳首をぴんっと弾きながらエリオットが呟いた。

　感情を押し殺したような、ごく小さな声だったから、危うく聞き逃してしまうところだった。

　紫眼が、射貫かんばかりにこちらを見つめてくる。

　──わたしだって、エリオット様以外の人なんて……絶対に嫌。

　彼はふたたびアンナの秘所に手を忍ばせる。まだ終わらせないと宣言するように、内側の蜜を掬って花芽に塗りつけられ、淫部を刺激された。

「はぅ、うっ……」

　ぬかるみのような快楽を与えられ、恍惚の彼方へ呑み込まれそうになりながらもアンナは「はい」と返事をする。

　するとエリオットは安心したようにほほえみ、緩慢な動きで胸の蕾と秘芯を撫でた。

　甘い雰囲気の中──まるで恋人同士のように──ふたりは唇を重ね合わせる。
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　目覚めたら、彼はそばにいなかった。

　あたりまえだ。アンナはエリオットの恋人でも婚約者でもない。当然のことだというのに気落ちして、ため息が出てしまう。

　──けど、ほかの男には許さないでくれ……って、どうして……？

　訊いてもよいものだろうか。

　──やっぱり責任感から？　それとも、もしかして……わたしのこと、好きだと思ってくださってる？

　朝陽が射し込む私室で、天井を見つめたまま物思いに耽っていたアンナはぼっ、と頬を赤く染める。

「い、いやいや」

　独り言を紡ぎながら起き上がり、ぶんぶんと首を横に振る。いくらなんでもうぬぼれすぎだ。

　理由を訊けばきっと「アンナを薬師に任命した俺に責任があるから」という答えが返ってくる。

　わかりきったことを尋ねてはいけないし、そもそも王族であるエリオットには『きちんとした身分』の女性が嫁ぐべきなのだ。

　──わたしは、今い世まも前世むかしも庶民なんだし。

　思い上がってはいけないとわかっているのに、少しでも好意を抱いてくれていたら嬉しいという気持ちが前面に出てくる。

　アンナの中で、エリオットの存在は日増しに大きくなっている。薬屋で顔を合わせていたときはまだ、憧れの域を出ていなかった。

　──けどいまは……。

　彼に触れられるようになって──彼のことを知れば知るほど──特別な感情が膨れ上がっていく。

　アンナは自分の頬をパンッと叩くことで邪念を振り払い、身支度をした。朝食を済ませて調合室へ出勤する。

「おはようアンナちゃん。ちょっとこれ、見てみて！　昨夜エリオットがこれみよがしに持ってきたぶんだけれど、すっごいんだよ！」

　ロブに言われるまま解析器の前へ行く。ずらりと並べられたポーションはすべてアンナが調合し、祈りを捧げたものだ。私室の解析器には入りきらなくなったポーションは、エリオットが調合室まで届けてくれている。

　解析器の石盤には『体力回復・最上』『体力増強・最上』『適用・生物すべて』という三つの付与効果が表示されていた。

「通常のポーションは人にしか効かないけど、これは人間だけじゃなく植物や動物にも使えるってことだよ。しかも体力回復と増強が最上級だなんて……ああもう、夢みたいだ！」

　ロブは声を弾ませて大喜びしている。

「よかったです、喜んでいただけて」

「喜ぶどころじゃないよ！　ほんとにすごいから、ちょっと宣伝してくる！」

「えっ？　宣伝ってそんな──」

　アンナがなにか言う前に、ロブは軽い足取りで調合室を出ていった。

　そして一時間後に戻ってくる。

「いやぁ、アンナちゃんのポーションを買い取りたいっていう人がいっぱいいるよ。一儲けできそうだ。この調子でどんどん頼むね、アンナちゃん」

　この調子でどんどん──ということは、それだけエリオットから刺激を受けるということ。

　アンナは胸の奥がきゅっと締めつけられるのを感じながら「はい」と返事をした。







　雷鳴が聞こえる夜。私室のベッドへ入ろうとしていたアンナは、コンコンコン……というノック音に足を止めて扉のほうを振り返った。

　──もしかしてエリオット様!?

　今夜はなんの約束もなかったが、足を運んでくれたのかもしれない。アンナは「はい！」と答えながら扉を開けた。

「ごきげんよう、アンナさん」

「え──」

　扉の向こうにいたのはエリオットではなく、ナサニエルだった。アンナは驚きのあまりしばし固まっていたが、なにか答えなければと思い至り「こんばんは、ナサニエル様」と声を絞りだした。

「ノルズの森で一度会っただけなのに、僕のこと覚えていてくれたんだ？　嬉しいな」

　ナサニエルは人好きのする笑みを浮かべて「少しお邪魔させてもらっても？」と言いながら部屋の中に入ってくる。

「あ、ええと」

　アンナが答えないうちに、ナサニエルは扉を閉めてしまった。

「ロブからポーションのことを聞いたよ。ぜひ僕も協力したいなと思って。僕なら、エリオット殿下よりもずっと上手にきみを気持ちよくしてあげられるよ」

　ぞっ、と悪寒が走る。アンナは間髪入れずに「けっこうです！」と叫んだ。

　ナサニエルは、ポーションに付与効果をつけるために性的刺激が必要になることを知っている。それは彼が攻略対象キャラクターだからなのか、あるいはロブから聞いたのか定かではない。なんにしてもアンナは「嫌だ」と思った。

　ナサニエルは笑みを崩さずに「どうして？」と尋ねてくる。

「わたしは、エリオット様が……いい、のです。ほかの方は、無理です」

「無理？　試してもいないのにどうしてそんな悲しいことを言うの？」

　アンナは首を振りながら「お引き取りください」と言う。

「つれないな……。少しくらい、いいじゃない。きみの作る高性能なポーションをもっと増やしたいんだ。クローイ以外にもあれほど高度な付与効果をポーションにつけることができるなんて……本当に素晴らしいよ。きみだって、もっともっと作ってみたいと思わない？」

　ナサニエルがじりじりと近づいてくる。

「効果的なものをたくさん作りたいという思いはわたしにもあります。ですがそれは、ナサニエル様とでは……嫌、です」

「嫌かどうかは、実際にしてみなくてはわからないよね。それにポーションのためだとお互いに割りきればいいだけの話だよ」

「そ、そんな……そういうことではないです」

「じゃあどういうこと？」

「それは……」

　言葉に詰まり、なにも言えなくなる。

「僕とでは嫌な理由がはっきりと言えないのなら、べつにかまわないよね」

　この強引さは、攻略対象となるキャラクターだからなのだろうか。ナサニエルはどんどん距離を詰めてくる。アンナは後ずさるしかなかった。背中が壁に当たる。

　──どうしよう!?

　頭に浮かんだのは、エリオットの顔。ナサニエルに追い込まれた壁の向こう側はエリオットの部屋だ。

　アンナは後ろ手で壁を叩く。ところが同時に、ゴロゴロゴロ……と雷が鳴った。

　よく考えてみれば彼が在室している確証はない。そのうえ雷の音まで邪魔をしてきた。いまもなおひっきりなしに雷鳴が聞こえる。

　──自分でなんとかしなくちゃ！

　侍女の呼び鈴を高らかに鳴らせば、廊下や別の部屋にいるだれかが鈴の音を聞きつけてやってきてくれるはずだ。

　アンナは呼び鈴が置かれている棚のほうへ行こうとした。ところがそれを阻むようにナサニエルが立ちはだかる。

「人を呼びますから、通してください」

「気持ちいいことをしてあげるのに、人を呼んでいいの？　ああ、見られているほうが興奮するのかな」

　憤りと恐怖心で心臓が早鐘を打つ。呼び鈴が鳴らせないのならば大声を上げればよいとわかっているのに、声が出なかった。

　そこへ素早いノック音が響く。

「アンナ、俺だ。いま呼んだだろう？　入るぞ」

　すぐに扉が開いて、エリオットが顔を出す。とたんに安心して、その場に座り込んでしまう。

　エリオットは渋面を浮かべてアンナのそばへと大股で歩く。それからアンナを庇うようにナサニエルと対峙した。エリオットはアンナを気遣わしげに見つめて発言する。

「ナサニエル。なぜここに？」

「アンナさんが作るポーションにとても興味がございまして。話を聞きに来ていたのです」

「話なら日中にするべきだ」

「そうですね。彼女の婚約者でもないのに私室でふたりきり……というのは外聞が悪くなってしまいますね」

　眉間の皺を深くするエリオットとは対照的に、ナサニエルは笑みを深めて部屋から出ていった。

　エリオットはナサニエルを目線だけで見送ったあとで膝を折り、床に座り込むアンナに寄り添った。アンナはほっと胸を撫で下ろす。

「壁を叩く音が性急だったから、返事は待たずにドアを開けた、すまない。それに──きみとふたりきりでいるのも」

　エリオットは、ナサニエルが「私室でふたりきりというのは外聞が悪くなる」と言ったのを気にしているらしかった。

　アンナはエリオットに支えられて立ち上がる。

「とんでもないです、わたしのほうこそ！　ごめんなさい、お言葉に甘えて本当に壁を叩いて、その……呼んでしまって」

「気にするな。というか、たとえどんな些細なことでも困っているのならいまのように遠慮なく呼んでほしい。ただ、俺が在室していないときが問題だな。同じ部屋でずっと過ごしたいくらいだ──」

　冗談なのか本気なのかわからない調子で彼が言った。アンナはなにも言えない。彼はしばらく何事か考え込んでいた。

「アンナの部屋の前に衛兵をつけたいと思う。監視されているようで気分が悪いかもしれないが、きみの身の安全を考えて……そうさせてほしい。効果的なポーションを作ることができると広く知れ渡ってしまったから、きみのことを悪用しようとする輩が現れるかもしれない」

　彼の真剣な眼差しから、本気で心配されているのがわかる。

「わかりました。あの、ありがとうございます。いろいろと考えてくださって」

「ん……。ところで、アンナ。一つ頼みがある」

　彼はあらたまったようすで唇を引き結んでいる。

「はい、なんでしょう？　わたしにできることでしたら、なんでもいたします！」

　エリオットには今回のことを含めかなり世話になっているので、全力で応えたい。

「来月行われる騎士団設立百年を祝う舞踏会で、俺のダンスパートナーになってほしいんだ」

「エリオット様のダンスパートナー!?」

　アンナは目と口を大きく開けて喜ぶ。

　──んっ？　でも……ちょっと待って。

　騎士団設立百年を記念した舞踏会で、エリオットは将来の結婚相手である侯爵令嬢と出会う。そのとき彼にはダンスのパートナーがおらず、有力貴族の紹介で侯爵令嬢と意気投合して恋に落ち──と、一連の流れを思いだしたアンナは息が止まりそうになった。笑顔から一変して顔を引きつらせ、青ざめる。

「せっかくのお誘いなのですが……わたし、踊れないんです」

　だから彼は、教養のある貴族令嬢と踊るほうがいい。ダンスパートナーにと誘われて、先ほどはつい舞い上がってしまったが、どう考えても分不相応だ。

　真にエリオットの幸せを願うなら、これ以上干渉するべきではない。彼は、舞踏会で侯爵令嬢と出会い、幸福に満ちあふれた結婚生活を送ることが決まっているのだから。

「ダンスは一緒に練習しよう。きみの苦にはならないよう最大限、配慮する。それにアンナ自身が気にならないのであれば、ダンスの上手い下手は二の次だ。きみが楽しめることがいちばん大切だと思う。以前、言っていただろう？　舞踏会に憧れる……と」

　私室のバルコニーでアンナが言ったことだ。些細な一言を彼が覚えていてくれたのが嬉しいものの、ためらいは残る。

　──わたしは……エリオット様の邪魔にしかならない。

　そもそもこうして彼のそばにいること自体がよくないのでは──と思いはじめる。

「俺と踊るのは……嫌、か？」

　彼が、しょんぼりとしたようすで訊いてくるものだから正直に「まさか、そんなこと！」と答えてしまう。

　慌てて口を押さえても、遅い。エリオットはぱぁっと表情を明るくしてアンナの両手を握った。

「ではさっそく練習しても？」

　まるで少年のような、きらきらとした屈託のない笑顔を向けられる。アンナは「うう」と呻くばかりで、断り文句が出てこない。

　エリオットは身を屈めて恭しくアンナの手を取り、その甲にキスをする。

「……っ！」

　くちづけられた手の甲から全身へと熱が伝わっていく。彼は寝衣姿だというのに、王子然とした優美な雰囲気に呑み込まれる。

　ナサニエルに怯えていたのが嘘のように心が軽くなった。もしかしたらエリオットが意図的にそうしてくれたのかもしれない。

「基本のステップはこうだ。俺としては、足を踏まれてもまったく気にしないからどんどんステップを刻んでほしい」

　いたずらっぽく笑う彼を見上げる。心の底から楽しそうな笑みを浮かべているエリオットにつられて、アンナもまたほほえむ。ところが胸はずきりと痛んだ。

　彼には申し訳ないが、練習だけはして当日は体調が悪いと言って欠席するしかない──。







　ダンスレッスンを始めて二週間ほどが経った。あれから調合室の前や私室の近くなど、アンナが行動する範囲には衛兵が見張りに立つようになった。おかげでこの二週間は怖い思いをすることもなく仕事とダンスレッスンに励むことができている。

　そんなある日の夕方。調合室を出たところで、大きな箱を持った侍女に遭遇した。

「アンナ様、ちょうどお部屋へお持ちしようとしていたところでございます」

　中年の侍女と一緒に私室へ歩く。部屋に着くと、侍女はローテーブルの上に箱を置いた。

「こちらエリオット殿下からの贈り物でございます。どうぞお確かめくださいませ」

　アンナは「ええっ!?」と驚きの声を上げながら箱の蓋を開ける。

　箱の中には深紅のドレスが収められていた。四角いネックラインはたくさんのレースに縁取られ、ダイヤモンドと思しき宝石が袖や裾に惜しみなく散りばめられている。

　初めてダンスレッスンをした次の日に侍女から採寸を受けたので、なぜだろうと疑問に思っていた。

　採寸はこのためだったのだとわかり、歓喜するのと同時に困惑する。

「来きたる舞踏会用のドレスでございますよね。ご試着なさいますか？」

　侍女が満面の笑みで尋ねてきた。アンナは曖昧にほほえんで「いえ、当日まで楽しみにしています」と答えた。

　そしてまた胸が痛む。舞踏会当日は欠席するつもりでいるのになにを言う──と、自分自身が責め立てる。

　そうこうしているうちに、舞踏会の日となった。

　調合室で薬草の整理をしていると、侍女が「そろそろお召し替えの時間です」と呼びにきてくれる。

　アンナは「はい」と答えながらも、いつ「体調が優れないので」と断るべきかと悩む。

　エリオットが仕立ててくれたドレスを着てみたいという気持ちに勝てず、なにも言いだせないままドレスに袖を通した。

　ドレッシングルームの大鏡に映る自分をまじまじと見る。金色の髪は緻密に編み込まれていた。紅いドレスによく合うダイヤモンドのネックレスとイヤリングも、エリオットが用意してくれたのだという。

　アクセサリーはあとできちんと返さなければと考えながらも、まるでゲームのヒロインのような姿に感動する。

「アンナ様、どうぞ廊下のほうへ」

　侍女に促されるままドレッシングルームをあとにすると、廊下の隅にエリオットがいた。

　金の細やかな刺繍が施された白地のジャケットとトラウザーズに、灰褐色の編み上げブーツを履いている。肩にフリンジがついた外套が似合いすぎて、アンナは言葉もなく見とれていた。

　いっぽうエリオットもまた惚けたようすでアンナを見つめていた。

　そばにいたが侍女が「コホン」と小さく咳払いをすると、エリオットは我に返ったように瞬きをしてアンナのそばまで歩いた。

「アンナ──きれいだ」

「えっ？　あ、あの……本当にありがとうございました。こんなにきれいで素敵なドレス、わたしにはもったいないです」

「それはもう何回も聞いた。それと、きれいだと言ったのはドレスのことじゃ──ない」

　エリオットは眩まばゆそうに目を細くして再度「きれいだ」と言った。

「このドレスは……きみが着ているところを俺が見たくて、勝手に贈ったんだ。すごく似合ってる。ありがとう、身につけてくれて」

　胸をぎゅうっと締めつけられる。感謝と喜び、そして罪悪感が込み上げてきて涙腺を刺激する。

　──舞踏会には出ませんって、言わなくちゃいけないのに。

　アンナは手で口を押さえて俯く。下を向いたせいで、瞳から涙が零れてしまう。

　エリオットは慌てたようすで、そっとアンナの肩を抱いた。

「どうした？　気分が優れないのか」

「いえ、その……」

　そうだと言ってしまえば、エリオットはゲームの道筋通り将来の結婚相手と出会える。

「……はい。じつはそうなのです」

　彼は「そうだったのか」と言うと、アンナを横向きに抱え上げた。

「ひゃっ!?　あ、あのっ？」

「部屋で休んだほうがいい。このまま連れていく」

　お姫様抱っこのまま私室へ運ばれる。侍女は紅茶を淹れると「なにか入り用のものがございましたらベルでお知らせくださいませ」と言って部屋から出ていった。

　ソファに下ろされたアンナは、傍らで心配そうな顔をしている彼を見る。

「あの……どうぞ、エリオット様は舞踏会へ行かれてください」

　ところがエリオットは緩慢に首を振った。

「きみに付き添っていたい」

　彼は今回の舞踏会で主役のようなものだ。こんなところで足止めしてしまっては、周囲は困惑し心配するだろう。

　それに舞踏会へ行かなければ、エリオットは運命の侯爵令嬢と出会えない。

　──こんなに素敵なドレスまで用意してくれて、練習だって……忙しい公務の合間を縫って付き合ってくださったのに……ドタキャンなんて！

　いくらなんでもひどい。恩を仇で返すようなものだ。なんて愚かで無神経なことをしようとしているのだろうと、己の浅はかさにうんざりした。

　そして自分自身が、思ってしまっている。舞踏会で彼と踊りたい──と。

　アンナは己のわがままな考えを振り払うように口を開く。

「あの……わたしは遅れてダンスホールへ行きますから、エリオット様は先に行かれてください」

「……いや、きみをひとりにはできない。それにアンナがいない舞踏会など、俺にとっては無意味だ」

　エリオットは射るようにアンナを見つめる。そっと両手を包まれた。

「無意味だなんて……。騎士団の設立をお祝いする舞踏会ですよ？」

「そうだとしても、だ。きみの体調のほうが俺には重要だ」

　彼の優しさが身に染みるものの、同じくらい苦しくなる。

　そうなると、ダンスホールまでは一緒に行くべきではないだろうか。

　そうだ、最初の一曲だけを踊ればよいのだ。なにも彼はひとりの女性とだけ踊るわけではない。手早く一曲を踊ってしまって、あとは柱の陰にでも隠れて身を引けばよい。

　アンナは顔を上げて、大きく息を吸った。

「もう……大丈夫です。ダンスホールへ、一緒に行ってくださいますか？」

「本当に平気か？」

　アンナが力強く頷くと、エリオットは安堵したようにほほえんだ。

「では、行こう」

　エリオットにエスコートされてノルズ城のダンスホールへ。胸はずっとドキドキと鳴っていた。

　大扉からダンスホール内へ入るとまず、巨大なシャンデリアが目に飛び込んでくる。いっせいに注目されて、足が竦んだ。

　それもそうだ。彼は本日の主役に等しいと、つい先ほども思った。そうでなくても、盛装してますます麗しいエリオットは衆目を集める。

　タイミングを合わせたように、楽団がワルツを奏ではじめる。エリオットはアンナとともにダンスホールの中央まで歩き、ごく自然な流れでステップを刻みだす。

　彼がずっとほほえんでいるのと、力強くも優しいリードのおかげでうまく踊ることができている。

　緊張は歓びに変わり、目の前のことで胸がいっぱいになる。

　もうすぐワルツの一曲が終わる。夢のような時間に、終止符が迫る。

　エリオットと踊りたい女性はごまんといるはずだ。そしてそこに、エリオットの運命の相手もいる。

　──だからこのダンスが終わったら、わたしは全力で存在感を消して見守るのみ。

　そうわかっているのに、彼がほかの女性と踊るところを想像して胃が痛む。

　ほかの人とは踊ってほしくないなどという強欲は捨てなければ。もう充分すぎるほど、楽しくて幸せなひとときを与えてもらった。

　ワルツが終わる、その間際。楽団が最後の一音を奏でるよりも先に、ガシャアアンッという鋭い轟音がホールじゅうに響き渡った。

　音がしたほうに目を向ければ、割れた窓ガラスの破片が飛び散っているところだった。そして窓という窓から、おびただしい数の魔物が侵入してきた。

「きゃああああ！」という悲鳴が轟き、人々は逃げ惑う。華やかだったダンスホールがおぞましいものへと一変する。

「──アンナ、団員の指示に従ってホールを出るんだ」

　エリオットはアンナを庇うように手をかざし、そばに控えていた騎士団員のひとりに「くれぐれもアンナを頼む」と念を押して剣を受け取り、ほかの騎士団員たちに指示を飛ばしながら魔物へと向かっていった。

　およそ現実とは思えない出来事に、アンナは呆然とする。こんな場面はゲームの攻略本にも、情報サイトにも載っていなかった。

　──わたしの、せい？

　ゲームの道筋とかけ離れた行動を取る自分の存在が、魔物侵入のトリガーになっているとしたら。

　まるで石を飲み込んだあとのように、お腹のあたりがずうんと重くなる。

「アンナさん、こっちです！　急ぎ避難を」

　呼びかけられたことで我に返り、顔見知りの騎士団員に言われるままダンスホールから逃げだす。舞踏会の招待客は十数名単位でいくつかのゲストルームに分けて匿われた。

　騎士団が魔物を制圧するまではゲストルームから出ずにじっとしているよう指示される。招待客たちは恐怖に震えながらも息を潜めた。

　──いったいなにが起こってるの？　あんなにたくさんの魔物……ゲームでだって見たことない。

　画面越しに見るだけでも恐ろしかっただろう。そしてその魔物に対峙しているのは、エリオットなのだ。

　──もしもエリオット様になにかあったら。

　命を落としてもリトライはできない。リセットすることだって、できない。

　頭から氷水を被ったように全身が凍てつく。

　ゲストルームの壁際にいたアンナは立っていることができなくなってその場に座り込んだ。両手で自分自身を抱き、ひたすらエリオットの無事を祈る。

　柱時計が秒針を刻む音が、まるでなにかのカウントダウンのように思えた。

　──こうなったのはわたしのせいかもしれないのに……わたし、なにもできないでいる。

　どれだけ時間が経ったのだろう。ずっと膝を抱えて俯いていたのでわからない。

　ガチャッという、扉が開く音が急に響いた。顔を上げれば、若い騎士団員が笑みを携えて「皆様、もう大丈夫ですよ」と言った。

「もう危険はないの？」と、扉のそばにいた令嬢が騎士団員に尋ねる。

「はい！　ご安心ください」

　エリオットを筆頭に騎士団員たちが抗戦し、ダンスホールへ侵入してきた魔物はすべて討伐されたのだという。そのおかげで、だれひとりとして魔物の犠牲にはならなかったそうだ。アンナはそっと息をつきながら立ち上がる。それから、騎士団員の誘導で私室へ戻ることになった。

「あの──怪我をした方はいらっしゃるのではないですか？」

　廊下を歩きながら、斜め前を行く騎士団員に尋ねた。

「はい、何人かは……。ですがアンナ様のポーションですぐに回復しましたから、大丈夫ですよ」

「そうですか……。足りないようであれば遠慮なくおっしゃってくださいね」

　役に立ててよかったと思うのと同時に気が引き締まる。これまでだって真面目にポーションを作っていたつもりだが、いっそう励まなければ。

　──エリオット様も、ご無事だとは思うけれど……。

　できればこの目で彼の無事を確かめたいが、いまうろついていては皆の迷惑になるだろう。

　彼への想いを募らせていたところに当人が顔を出す。

「エリオット様！」

　彼の顔を見たとたん、安堵でその場に崩れ落ちそうになった。つい先ほど「ポーション作りに励まなければ」と思ったばかりだというのに情けない。

　エリオットはよろけるアンナを支えながら私室へ入った。

　「こちらにいらして大丈夫ですか？　事後処理などは……」と、アンナは扉を背にして彼に尋ねる。

「問題ない。それよりもいまはきみだ。……こんなに青ざめて」

　彼はアンナの頬を片手で覆ったあと、悲痛な面持ちで「怖い思いをさせてすまない」と謝った。

「そんな……エリオット様のせいでは……」

　──そう。予定外のことが起こったのはきっとわたしのせい。

　ゲームの、変わるはずのないストーリーに異常をきたしてしまった。下手をすれば、魔物の乱入で命を落とす人がいたかもしれない。そうなれば、いくらポーション作りに励んだところで意味がない。死者を生き返らせるポーションは存在しないのだ。

　アンナの思考は悪いほうへと転がり落ちていく。最悪の事態をいくつも想像し、震えが止まらなくなる。

「わ、わたしの、せいなんです。わたしが、欲張って……エリオット様と踊ってしまったから……っ！」

「どうしたんだ、アンナ」

　エリオットは困惑したようすだったが、声音は優しかった。そっと背中を摩られる。震えていた体と、荒くなっていた呼吸が落ち着きを取り戻す。

　それでもまだ心の中はぐちゃぐちゃだった。

「……わたしが、エリオット様の幸せを奪うわけにはいかないんです」

　前世と今世のさまざまな情景が入り混じって頭の中を駆け巡る。決められた未来が訪れないことに、アンナは絶望していた。

「エリオット様の幸せなルートが、狂ってしまう……！」

　目から涙が溢れ、ぼろぼろと頬を伝って止まらなくなる。

　とんでもないことになってしまって、自分ではどうすることもできなくて、ただ泣いてばかりいる。まるで子どものようだ。

　自己嫌悪するアンナをエリオットは掻き抱き、よしよしとあやすように頭を撫でた。

　温かくて広い胸にぎゅうっと閉じ込められて、ぴたりとくっついていると、震えが収まり涙も引っ込む。トクントクンという心臓の音だけが残った。

「ルートというのがなんなのかわからないが──俺はもうとっくに狂わされている。きみのことばかり考えて、夜も眠れない」

　吐息混じりの穏やかな声を耳に吹き込まれる。

「ご、ごめんなさい。エリオット様を寝不足にして……」

「謝るところじゃ、ない。俺が勝手にアンナのことばかり考えているだけだ」

　彼はアンナの顔を覗き込んで笑みを見せた。

　──どうしてだろう。エリオット様の笑顔を見ると安心する。

「アンナが、知っていること……考えていること。差し支えなければ教えてほしい」

「……はい」

　アンナの声は震えていた。

　推しとはなにか。ルートとはなにか。もう心の中に秘めておくことはできない。

　前世の記憶があること、ここがどういう世界なのかをエリオットに打ち明ける。

　彼は真剣な顔で聞いてくれた。

「舞踏会に魔物が乱入してきたことに、俺がアンナと踊ったことが影響しているのかは定かではない。どちらにしても、俺はアンナと踊ることができてよかった。きみがそばにいてくれるのなら、俺の道筋なんていくらでも狂っていい」

「信じてくださるのですか……？」

　この世界は異次元の国で創られたゲームの中なのだという、常識的に考えればありえない話だ。もっと訝しむか、信じないというのが当然の反応だと思う。

　ところがエリオットはきっぱりと「疑う理由がない」と言った。彼はアンナの左手に指を絡め、しっかりと繋ぎ合わせる。

「それに──俺にとって大事なのは、アンナがこの手を放さないでいてくれることだ」

　彼の手に力がこもる。放すもなにも、これほど強く繋がれていては絶対に振り払えない。

　──ううん……振り払うなんて、絶対にしない。

「放したくありません」

　素直に言えば、エリオットは相好を崩した。

「ところでアンナ。性的刺激でポーションに付与効果がつくことを、きみは以前から知っていたんだな？」

「は、はい」

「ん──合点がいった。城でもごく限られた者しか知らないことだったのに、ロブから話を聞いたとき、きみはあまり驚いていないようだったから」

　エリオットが、なにか言うのをためらうように視線をさまよわせるので、アンナは首を傾げることで話の続きを促した。

「それで……薬屋にいたときのことを聞きたい。その……自分で敏感な箇所を弄って、ポーションに付与効果をつけていたのか？」

「ちっ、違います！　わたしはエリオット様にえっちなことをしてもらう妄想を──」

　言ってしまったあとで口を押さえる。なんという失言だろう。

　エリオットは、真っ赤になったアンナと同じように口元を押さえた。

「じつはずっと気がかりだった。薬屋で働いていたときのアンナが、どうやって付与効果をつけていたのか。アンナは自分で自分に触れていたのだろうと……なかば勝手に決めつけていた」

　──ひとりえっちしてたと思われてたなんて。

　いや──性的な箇所を弄らなかったとはいえ、妄想しているだけでも気持ちよくなっていたのだからきっと『自慰』の部類に入る。とても言いわけはできない。

　せめて赤い顔だけでも隠したくて彼の胸に額を押しつける。すると頭上から小さな呟き声が降ってくる。

「きみが自ら性的なことをしているところを妄想して……興奮、していた。だからアンナと俺は、同じだ」

　上を向けば、真っ赤な顔のエリオット。恥ずかしがりながらも正直に教えてくれたのだとわかる。

「アンナが俺のことを妄想していたのは『推し』だから？」

「うっ……ええと……はい」

　エリオットは嬉しそうに顔を綻ばせる。

「その『推し』というのは……俺のことが『好き』という認識で合っているか？」

　頬を染めたままの彼に尋ねられたアンナは「いいえ、違います」とすぐに否定した。

「違うのか……」

　にこやかな顔から一変して、エリオットはがくりと肩を落とす。

「あのっ……推しへの『好き』と、いまわたしがエリオット様に抱いている感情は……違うんです」

　エリオットは、エリオットだ。キャラクターなどではない。

　彼は目の前にいる。とても大切で愛しい、たった一人の男性──。

　想いを告げるべく大きく息を吸うと、それよりも先にエリオットが言葉を発した。

「兄上の手前……本来ならまだ秘めておかなければならないことだが」

　真っ直ぐに見つめられて目が逸らせなくなる。

　彼の瞳に映る自分は、ぽかんと口を開けて惚けた顔をしている。

「アンナのことが好きだ」

　力強い声が耳に届いた。瞬きすらできない。エリオットの紫眼に囚われる。

「だれになにを言われようと、もう隠さない。きみを好きだという気持ちを」

　手のひらで両頬を包み込まれれば、引っ込んでいた涙がふたたび外へと零れだす。

「わたし……っ、わたしも、好きです。エリオット様のことが」

　泣きながら想いを返す。アンナの瞳から次々に溢れる涙を、エリオットは優しく拭った。

「……同じ、だな」

　額と額がぶつかる。

　静かに見つめ合う。

　吸い寄せられるように、唇と唇の距離が縮まっていく。

　目を瞑ればすぐに柔らかな唇の感触を味わうことになる。

　キスはしだいに激しくなる。感情を確かめ合うように、ふたりは何度も互いの唇を食み、舌を絡ませる。

　唇が離れるころにはすっかり息が上がっていた。

　とろんとした表情のアンナを見おろしてエリオットはきゅっと唇を引き結ぶ。それからアンナをベッドへ運んだ。

「……ポーションのためでは、ないから」

　ベッドの上に下ろされるなり毅然とした態度で宣言を受けた。アンナは全身を火照らせる。

　──つまり、これからえっちなことをするけどそれはポーションに付与効果をつけるためじゃない……ってこと。

　公務でも責任感からでもなく、エリオットが想いのままに行動するということだ。

　たとえ愛がなくても触れられるだけで嬉しいと思っていた、少し前までの自分はいったいどこへ行ったのだろう。義務的に触れられるのでは満足できないと思ってしまっている。

　好きだと告白されて、完全に舞い上がっている。その証拠にもう足の付け根が期待しはじめて、彼を好きだと訴えるように秘めやかな箇所がトクントクンと鼓動する。

　エリオットはアンナの手首をシーツへ押しつけるようにして組み敷いた。

「きみのことが愛しくて、触りたくなる。これまでもずっとそうだった」

　覆い被さってきた彼は眉根を寄せて、切なげな顔をしている。

「アンナは真面目にポーションのことを考えているのに……俺は、不埒だな」

「い、いいえ！　わたしも……わたしだって、本当はポーションに関係なく……嬉しかったです。エリオット様に、触ってもらえて……」

　本音を吐露するのは恥ずかしかったが、彼ばかりが求めていたのではないと知ってもらいたかった。

　この世界で彼に出会ったときから恋をしていたのかもしれない。エリオットを好きだと想う気持ちは日を追うごとに増して、いまもなおそうだった。

　幸せそうにふわりとほほえんで、頬にキスを落としてくれる彼が──好き。

　エリオットはアンナを抱きしめて首筋に顔を埋めたあと、背の編み上げ紐を手探りで解きはじめた。

　途中からコルセットの紐も紅いドレスのそれと一緒に解かれて、一気に胸元が緩くなる。肌着のボタンも手早く外されて、すべてを腰のほうへとずらされるものだから、瞬く間に上半身が明るみに出た。

「ひゃ……っ」

　反射的に両手で胸を隠すと、エリオットはどこか不満そうに小さく眉根を寄せた。両方の脇腹を撫で上げられる。そうして肌をなぞり上げてくる彼の手が、これまでよりももっと特別なものに思えてくる。

　彼の想いを知ったからか、なんでもない箇所でも悦く感じる。

「や、んっ……エリオット様……！　そんな、ずっと……くすぐったい、です」

「きみの肌がすべやかで撫で心地がいいから、つい」

　くすぐったくて、胸を押さえる手から力が抜ける。アンナのガードが緩むのを待っていたかのようにエリオットは両手を滑り込ませて膨らみを鷲掴みにした。

「ここも……柔らかくて温かい」

　ふたつの大きな手のひらで、ぐにゃぐにゃと乳房の形を変えられる。こうなれば両手で胸を隠していても意味がない。

「あ、んっ……ん、ぅ」

　いつにもまして執拗に胸を揉みくちゃにされる。きっと気のせいではない。彼の視線には強烈なまでの情欲が滲んでいる。

　求められていることがはっきりと伝わってくる。

　彼の求めに応じるように、胸の頂がぴいんっと硬くなる。尖った形になった薄桃色を、エリオットは指のあいだに挟んでその根元を揺さぶった。

「小さく踊っているのがかわいらしい」

　そう言うなり彼が口元を緩ませるものだから、いままでに感じていたものとは異なる羞恥心に襲われる。エリオットはいまだに胸の棘をじいっと見つめている。

　──エリオット様が、正直に言ってくださるようになったから。

　それは、いまよりももっと彼を知るために必要なことでもある。だから嬉しいと思うのに、エリオットが夢中で胸の尖りを目で追っているので、いたたまれない気持ちになる。熱心に見つめられて、感じすぎてしまう。

　乳輪の部分だけを彼の指に挟まれて踊らされていた。敏感な頂には触れられていないのに、いつまでも鋭く尖っている。

　エリオットはうっとりとした表情で息をつき、薄桃色の先端に唇を寄せる。

「あぁ、あっ……」

　唇で触れられる前から、胸の頂はますます硬くなって身を引き締める。そこへ柔らかな唇を与えられ、気持ちがよすぎて全身がびくんっと大きく弾んだ。

　彼は胸の蕾を咥えて上下左右に揺さぶりをかけてくる。

「ふは、ぁ……んっ、はぁ……う……っ！」

　もう片方の蕾も指で同じようにあらゆる方向へ嬲られた。彼の艶やかな黒髪が胸元の肌を擦るのですら快感の一助になる。

　なにをされても嬉しくて全身が歓喜に沸く。足の付け根はトクトクトクと連続して心地よい脈を刻んでいた。

　くねくねと体を捩るアンナの腰を片手で撫でたあと、エリオットは艶めかしく息をつきながら顔を上げた。

　ばちっと視線が絡む。ドクンと胸が鳴る。彼は大きく口を開けて胸の蕾を食み、じゅうっと水音が立つほど勢いよく吸った。

「ひぅうっ……！」

　──いままでで、いちばん激しい！

　これまでだって乳首を吸い立てられたことはあるが、いまが最も強くそうされている。そのまま呑み込まれてしまいそうだと思った。

　刺激的で、情熱的で、なにもかもが蕩ける。理性はもちろんのこと、蜜壺は柔らかくなりすぎて、愛液を内側に留めることができなくなっている。

　呼吸すらままならなくなって大きく息を吸い込むと、彼の香りがした。大好きな人の匂いをいっぱいに吸い込む。そうしてやっぱり彼のことが好きだ──と、再認識する。

「エリオット、様」

　意味もなく呼びかけてしまった。いや、彼の名を呼ぶことで好きだと訴えたかったのかもしれない。

「……うん？」

　彼は笑みを湛え、煌めく漆黒の髪を揺らして首を傾げる。

　エリオットはもう『推し』とは違うのに、まるで極上のスチルを目にしているようだと思ってしまう。あまりの麗しさに、これは本当に現実なのだろうかと疑問さえ湧く。

　惚けているアンナの首筋をエリオットはちゅうちゅうと吸った。どんどん下へずれていき、胸元にも赤い花びらを散らされる。

「あ、あぅっ……キスマークが……たくさん」

　見たままを呟けば、エリオットは切なげに小さく眉根を寄せた。

「アンナはもう俺のもの──だろう？」

　はにかんだ顔でそんなことを言われてはたまらない。「わたしはもうあなたのものですから、どうぞめちゃくちゃにしてください！」と、はしたないことを口走りそうになった。

　理性を前面に持ってきて、小さく頷くだけに留めておく。

　アンナが認めるなりエリオットはどこか無邪気にほほえみ、赤い舌を覗かせて膨らみの稜線を舌で辿りはじめた。

　肉厚な舌は緩々と坂を上り、最も高くなっている薄桃色の箇所までくるとぴたりと止まった。胸の頂をがぶっ、と甘噛みされる。

「ふゎぁあっ！」

　歯を突き立てられるとは思っていなかったから、つい大声を上げてしまった。

　恥ずかしくなって口を押さえると、エリオットは面白そうに口角を上げ、薄桃色の棘を歯で挟んで左右に刺激しながら舌ではちろちろと舐めまわした。

「あうぅ、はぅっ……う、んぅ……！」

　歯の硬さと舌の柔らかさはあまりに対照的でちぐはぐだと思うのに、気持ちがよくて腰の揺れが止まらなくなる。

　そんなアンナを宥めるようにエリオットは右手を動かす。腰でもたついていたドレスを下着ごと足先のほうへずらされた。

　蜜を零す足の付け根へ、彼の大きな手のひらが近づいてくる。

　秘裂のそばに彼の手があるというだけで下腹部が甘く燻るから世話がない。

　エリオットは胸の蕾をねっとりと舌で舐め上げて、秘めやかな裂け目の際を指先ですりすりと擦る。

「ふっ、う……ぅ、くぅ……っ」

　濡れた肌を小さく小さく擦ってくる指がもどかしくて、くぐもった喘ぎ声が出る。

　眉根を寄せるアンナをエリオットはしげしげと眺め、指先を秘め園へと向かわせた。濡れた莢をふにふにと、柔らかさを確かめるように何度も押される。

　そんなふうに莢を押されると、中心にある花芽がよけいに燻る。莢を払って中心に触れてほしいと渇望しはじめる。

「はぅ、う」

　アンナは顎に手を当てて唇を噛む。じれったさを訴えるため彼を見つめれば、この上なく麗しいほほえみを返された。

　そうなるとよけいに、あらぬ箇所を刺激される。彼の笑みは素敵すぎて心臓に悪い。どこもかしこも興奮して心拍が上がる。

「白い肌をこんなに赤くして……。緊張している？」

　優しく語りかけられた。彼の声を聞くだけでも快感を覚えるのだと、告白してもよいものだろうか。

　──でもそれじゃあ痴女だって思われるかも。

　恥ずかしくなり、とっさにふるふると首を振る。

「じゃあ、全身が薔薇色に染まっているのは──興奮で？」

　少し照れたように彼が言うものだから、つい正直に頷いてしまった。

　アンナは自分の顔を両手で隠す。

「エリオット様が、優しくてかっこいいから……です」

　彼は微笑を浮かべたまま小首を傾げると、ごく自然な手つきで秘芯を逆撫でした。

「ひぁぁあっ……！」

　急な刺激に驚いて大声が出る。

「アンナがもっと興奮できるよう励む」

　真面目な調子で宣言して、エリオットはなおも指を下から上へと動かす。花芽は何度もなぞり上げられ、快感を露わに勃ち上がる。

「……膨らんだ」

　彼は事実を述べただけ。アンナの羞恥心を煽ろうなどというつもりはきっとない。それでも足の付け根を注視されてそんなことを言われれば、頭が沸騰してしまう。

「やっ、あぁ」

　アンナは駄々を捏ねる子どものように頭かぶりを振る。すると同時に乳房も左右に揺らめいた。それを見てエリオットは幸せそうに息をつく。

「俺のほうが……きみに興奮させられてばかりだ」

「えっ……？　あ、そんな……あぅ、あっ」

　膨れ上がっている肉粒をすりすりと擦り立てられる。

　いつのまにそうなってしまったのか、彼の指はぬめりを帯びている。摩擦なくぬるぬると、押しつぶすようにして花芽を弄ばれて、胸の先端までぴいんと張り詰めてしまう。

　そしてその尖りきった薄桃色の蕾を、エリオットはすかさず指で弾いた。

「ふぁうぅっ……！」

　金色の長い髪を揺らしてアンナは身悶えする。

　胸の蕾を一度、嬲られただけでは物足りないせいか自然と息が弾む。もっとしてほしくてつい彼を見つめた。

　目が合うなりエリオットが口を開く。

「薬屋にいたとき、アンナはどんな妄想をしていたんだ？」

「ふ、っ……？」

　いっそうの快感を求めていたアンナは急な質問に面食らう。

「すべて叶えたい。きみの『妄想』を」

　ごく真剣な眼差しで、指の動きは止めずに彼が言った。

　──出会ったときからそう。エリオット様はいつもわたしの願いを叶えてくれる。

　彼の優しさが嬉しくて目頭が熱くなる。すぐには言葉が出てこずに、口をぱくぱくと動かすだけになった。

　アンナは彼の甘やかな指遣いに溺れながら答える。

「も、もう……妄想してたよりも、すごい……です。だって、こんなに……気持ちいい」

　言葉にしたとたん、よけいに快感が増す。

　──でも本当に、わたしの妄想となんて比べものにならない。

　彼を好きだという気持ちを、自分自身にも隠さなくなった。そのこともきっと、気持ちよさに拍車をかけている。

　アンナは瞳に涙を溜め、薄く唇を開き、頬を染めて身を捩る。エリオットは短く息を吸い、急き立てられるように指の動きを速めた。

「あ、あぁっ……！　やぅ、う……ふぅ……っ」

　乳首と淫核を、息つく暇もないくらいに指で激しく嬲られる。そんなふうに触れられれば触れられるほど指の存在感が増して、いっそう気持ちよく感じるようになる。

　瞬きをひとつするあいだに快楽は最高潮まで達した。下腹部を核として心地よい波が広がっていく。

　ベッドの上でくたりとしているアンナに、エリオットは熱い眼差しを向ける。

「欲しい……アンナ。全部──」

　肩や胸、脇腹と太ももを順に撫で下ろされた。彼の手のひらだけでなく紫眼まで熱を帯びている気がしてくる。

　トラウザーズの向こう側が張り詰めている。

　──興奮させられてばかりだって……言ってた。

　その箇所を奮い立たせてくれていることが嬉しい。絶頂の余韻は、彼との繋がりを求める熱情へと変わる。

「わたし、も……欲しい、です」

　恥ずかしくても正直に伝えた。必要なことだと思った。

「……本当に？」

　彼が優美に上着を脱ぐのを、アンナはうっとりと眺めていた。

「妄想、してたから……わたし、ほんとに──」

　エリオットは何事か言いかけたようだった。ところが言葉を聞くことはできない。

「んっ……！」

　性急に唇を奪われ、舌を絡め合わせる深いキスへと移ろう。彼の舌は猛々しく口腔を這いまわる。

　激しく動きまわる舌に翻弄されているあいだに、彼の雄物を蜜口にあてがわれていた。

　柔らかな唇が離れたので下方に目を遣る。足の付け根に突き立てられた雄の象徴を、まじまじと見つめる。

「……大き、い」

　見たままに呟けば、エリオットは恥ずかしそうに唇を引き結んだ。

「アンナ」

　下は見るなと言わんばかりに、目元に手を添えられる。もう片方の手に誘導され、仰向けのまま膝を立てる。

　彼の大きなものを受け入れる体勢は万全だ。

　──わたし、とうとうエリオット様と……。

　初めては痛いという知識はある。恐れがまったくないかといえば嘘になる。

　それでも、彼とひとつになれるのだという喜びのほうが大きかった。

「エリオット様」

　先ほどの呼びかけに応えるようにアンナは彼の名を口にした。それを合図に、エリオットは雄杭を前へと進めはじめる。

「んっ……ぅ……！」

　まだほんの少し、先端が入り込んだだけだというのに凄まじい存在感だった。

　前世でプレイしていたゲームではその箇所にモザイクがかかっていたし、実際に男性器を目にしたことは一度もなかったから、エリオットのそれが他人と比べて大きいのかそうでないのかわからない。

　──でもそんなこと、関係なくて。

　他人がどうという話ではない。エリオットの大きな大きな欲塊が、体の中に沈んでいく。その事実だけが重要なのだ。

「あ……う、嬉し……わたし……う、んん……っ！」

　彼に貫かれている。切なげな顔をしたエリオットが、美しい紫眼を真っ直ぐに向けてくる。

「辛い、だろう？」

「ふっ……く、ぅ……」

　アンナは首を振って否定する。痛みはあるものの『辛い』とは少しも思わなかった。

「いちばん……奥、まで……大丈夫、ですから」

　せがむのはみっともないと自覚はあるのに、彼のすべてを受け入れたくてたまらなかった。

　エリオットは、一瞬だが息を詰めたようだった。眉間に深い皺を寄せて、息を吐きだしながらアンナの乳房をぐにゃりと掴む。

「あ、んっ……んん……っ」

　掴まれた乳房の先端を指でぴんっ、ぴんっと嬲られる。気持ちがよくて体が上下にうねる。そうしているあいだにも雄杭はどんどん隘路を押し開いていった。

　雄物が最奥まで届くと、悦びのあまり敏感な箇所が尖ってしまう。胸の蕾も花芽もつんっと張り詰めて歓びを露わにした。

　性的な部分を膨らませて欲情しきっているアンナを眺め、エリオットは自制するように深く息をする。

　──わたしの中、エリオット様でいっぱい。

　痛みはもう感じない。あるのは、彼の情熱的な部分を咥え込んでいるのだという充足感。エリオットと繋がり、ひとつになれたことが幸せすぎて涙が溢れる。

「痛みを我慢している？」

　気遣わしげな声が降ってきた。涙で視界がぼやけていても、彼が悲痛な面持ちをしているのがわかる。

「ちが……違います。もう、全然……痛くなんか、なくて……エリオット様が、わたしの中にいるから、嬉しくて」

　たどたどしい物言いになる。頭の中にある言葉を、そのまま口に出すだけで精いっぱいだった。

　──こんなんじゃ、わたしがどれだけ幸せなのか伝わらない。

　エリオットのおかげで幸福に満ちあふれているのだと伝えたかった。必死に言葉を探していると、彼は困ったようにほほえんだ。

「俺も……嬉しいよ」

　率直な言葉のすぐあとにエリオットの雄物が大きく前後に動く。

「ひ、うっ……！」

　がくんっと視界が揺れ、アンナの瞳から水粒が零れる。

「ふ……」と、彼が艶っぽく息を漏らす。官能的な姿にどきりとした。エリオットは大きなそれを小さく左右に揺らしながらアンナの隘路を初めから終わりまで堪能する。

「あ、あぅ……ん、ふう……う、あぁ」

　一物が狭道の入り口と奥処を行ったりきたりすることでいっそう存在感が増す。

　実際に彼の一物がそれまでよりも膨れ上がっているのか、あるいは締めつけてしまっているからそう感じるのか。どちらにしても刺激的だった。

　指で媚壁を擦られるのだって気持ちがよい。ところが彼のものであちこち突きまわられているいま、もう指では満足できないかも──とすら思ってしまった。

　──わたし、初めてだよね？

　自分で自分を疑ってしまうほど極上の快楽を彼に与えられている。

　どろどろに蕩けきった蜜壺を、エリオットは楔で掻きまぜはじめる。

「あ……熱い……ん、う……っ」

「きみの中も、熱い。……溶かされそうだ」

　快感を物語るように全身が汗ばむ。エリオットも同じだった。彼は律動しながらも片手でドレスシャツのボタンを外して脱ぎ捨てる。

　汗が滲んだエリオットの体はきらきらと輝いて見えた。そういう効果がなされているのではと錯覚するほど美しい。

　彼の色気に眩暈を覚えているところへ、硬く大きな一物で下腹部から揺さぶりをかけられる。

「ふ、は……ぁっ、う、んぅっ……！」

　エリオットは執拗に最奥を穿ってくる。

「アンナ……アンナ。好きだ──」

　愛の言葉を耳にすれば、愛情と快感が同時に倍増する。

「んっ……締まる……」

　エリオットはいつになく切羽詰まった顔をしている。そんな顔をしているのが新鮮で、そんな彼をいま独り占めしているのだと思うとますます心も体も大喜びする。

　次々と溢れる幸福感に浸りながら、アンナはいっそう高らかな声を上げ、快楽の頂まで昇りつめていった。







第四章 決められた道筋








　気持ちのよい挨拶をする娘だ──というのがアンナの第一印象だった。

　──そろそろ夜明けか……。

　エリオット・ノルズは、傍らですやすやと眠るアンナの金髪をそっと梳きながら彼女と出会ったころを顧みる。

　凶暴な魔物がごまんといる危険な森の入り口で、なんの武器も持たずまったく危機感のない顔をして薬草を摘んでいた彼女のことはいまでもよく覚えている。

　いますぐ森から離れるよう注意すべきだとわかっていながら、あまりにも楽しそうに爛々と瞳を輝かせているものだから声をかけられなかった。

　案の定、魔物が寄ってきたので追い払えば、彼女は「ワタシノオシ」という聞き慣れない単語を発したあとで律儀に頭を下げた。

　アンナはしっかり者に見えるいっぽうで、華奢で儚げだ。庇護欲を刺激されて、放っておけない。

　そうして顔を合わせるたび、何事にも一所懸命でひたむきなアンナに惹かれていった。

　離れていれば、いまごろどうしているだろうかと気がかりで。近くにいるいまも、柔らかな肌を貪りたくてたまらなくなる。

　──無防備な寝顔だ。

　昨晩、互いの切ない部分を繋ぎ合わせて達したあと、彼女はすぐに眠ってしまった。

　アンナはかすかな寝息を立て、ときおり唇をむにゃむにゃと小さく動かしながら幸せそうに寝ている。少しあどけない顔だ。

　いっぽうで、ポーションに祈りを捧げるときのアンナは女神のようだ。

　神々しくて眩しいのに──だからこそなのか──手に入れて穢したくなる。劣情ばかりがふつふつと湧いてくる。

　薬屋から連れだしたのは過重労働を見逃せなかったのもあるが、いちばんの理由は自分のそばにいてほしかったから。

　目の届くところにいてほしいというエゴだ。正義感だけで動いたのではない。

　アンナにはすぐにでも求婚したかったが、第一王子を差し置いて婚約や婚姻を結ぶことはできないというルールがある。

　いつだったか、ロブがアンナの前で口を滑らせそうになっていた。「メイナード殿下の手前、求婚できなくて残念だね」と。

　アンナが好きだと、告白したいのを何度我慢したことか。

　バルコニーで遭遇した次の日は、彼女に触れたい一心で調合室にまで押しかけてしまった。

　薬師の制服に身を包んだアンナは高潔で美しい。どんな装いをしていても好きだが、清廉な白い服は特に彼女に似合っていて、それゆえに劣情も増してしまうのが情けない。

　危うく「俺も気持ちいい、アンナの中に己がいるのを妄想して、射精してしまいそうだ」などと、暴露しそうになったこともあった。

「んむぅ……エリオット、様……」

　エリオットはアンナの髪を梳くのをやめて目を瞬かせる。

　目が覚めたのだろうか。彼女の顔をじっと見つめる。しばらく観察していたが、起きている気配はない。寝言だったようだ。

　──俺の夢を見ている？

　アンナは眠っていながらもほほえんでいる。悪い夢ではないようだ。彼女に想いを返してもらえた歓びをいまになって実感する。

　なにもかもが喜ばしくて、下半身が辛くなってくる。

　淫茎が熱を持ち、むくむくと膨張する。

　──これまでだってずっと耐えてきた。

　ポーションのため性的刺激をする際は己を殺し、アンナを気持ちよくすることに専念していた。

　心を無にすれば欲は萎むはずだと考え、目を瞑って自身を落ち着かせようとする。

　ところが一物は勢いを落とさない。

　彼女も自分を好いていることに加え、アンナの中にある焦熱を知ってしまったせいか、勃起した下半身は時間が経ってもいっこうに収まらなかった。

　──こんなことではいけない。

　エリオットは仰向けになり、目元を腕で隠してアンナへの意識を逸らそうとする。ところがそうして視界を塞ぐと、今度は彼女のあえかな息遣いが耳に入る。

　艶めかしい声を上げていた彼女の姿が頭に浮かんでしまい、視界を閉ざした意味がなくなった。

　規則正しい寝息に誘われるようにして目を開け、ベッドに横たわって彼女を見る。

　しばらくはじっと耐えていたが、とうとう欲に負けてしまう。アンナを隠している掛け布をそっと下へ引っ張った。

　豊かな乳房に、鮮やかな薄桃色の棘。呼吸で上下するようすは艶めかしく、どれだけでも眺めていられる。淫茎は先ほどからびくっ、びくっと跳ね上がって興奮している。

「……っ、アンナ……」

　彼女に跨がり、自身の一物を手にする。アンナの中に自分がいるのを妄想して欲の塊を扱く。

　どれくらいの時間、自分自身を慰めていたのかわからない。

　手で押さえてはいたものの、先端から噴出した白濁がぼたぼたとアンナの腹部に零れ落ちてしまう。

　エリオットは征服欲と罪悪感──眠っているアンナの体を穢してしまった──に苛まれながらも、手近にあったタオルで彼女を清めた。

「エリオット様……好き……」

　今度こそ目覚めたのだろうかと思いどきっとする。しかしやはり、アンナの目は閉ざされたままだった。

　──推しの好きとは違う、とアンナは言っていたが……。正直、俺には違いがわからない。

　なんにしても好かれているのは嬉しいし、前世で『推し』てもらえてよかったとも思う。

　──だからこそアンナは初対面でも俺の名前と顔を知っていたんだろうな。

　初めから興味を持ってくれていたからこそ、想いに応えてもらえたに違いない。

「前世、か……」

　独り言ちたあと、アンナのすぐ隣に寝転がり、夕刻の出来事を振り返る。

　城で催した舞踏会への魔物乱入はたしかに、ノルズの歴史上初めてのことだった。異変といえばそうだ。

　だがそれは断じてアンナのせいではない。

　──城内に魔物と通じている者がいる。

　おおよその目星はついている。これまでだって疑わしかったが、今回のことでより明確になった。

　──ともかく証拠、だな。

　彼女を起こしてしまわないようにこの部屋を出て、もう一仕事しなければ。

　寝顔を見ていたいのを我慢して離れようとしていると、アンナが「んん」と唸った。エリオットはぴたりと動きを止める。彼女の眠りを妨げたくない。

　アンナは寝返りを打つなり、なにかを求めるように擦り寄ってきた。

　豊満な乳房をぎゅうっと押しつけられたエリオットは、落ち着いたはずの肉塊がふたたび奮い立つのを感じながら、己の欲深さにうんざりした。
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　眩しさを覚えて目を開ければ、見慣れた天井がそこにあった。

　あたりを見まわす。ベッドのすぐそば──手を伸ばせば届く位置──に呼び鈴が置かれていた。

　アンナはふたたび天井のほうを向く。

　──わたし……エリオット様とセックスする夢を見てた？

　何度も求められ、甘い言葉を囁かれて体の深いところを突かれていた。気持ちがよくて、繰り返し彼の名を呼んだ気がする。

　なんて幸せな夢なのだろう。

　しばらくぼんやりしていたアンナだが、壁掛け時計を見て焦る。出勤する時間が迫っている。

　慌てて飛び起きると、下腹部が鈍く痛んだ。

　夢では、ない。

　頭の中がやっとはっきりした。

　──エリオット様が、わたしのことを好きだって……言ってくれた。

　曖昧なものではなく確かな記憶として、彼の愛情が心と体に残っている。夢でも妄想でもなく、現実に起こったことだ。

　──そうだ、舞踏会に魔物が乱入してきて大変なことになったのに。

　愛しい彼と、想いや体を重ねることができたからといって惚けている場合ではない。メインストーリーはいったいどうなっているのだろう。

　朝の支度を終えたアンナは調合室へ向かう。昨夜の一件のせいか、騎士団員をはじめ侍従や侍女など城の人々は皆が忙しそうに早足で歩きまわっていた。

「やあ、おはようアンナちゃん。昨夜は大丈夫だった？」

　ロブが気遣わしげに尋ねてきた。

「はい、わたしはなんともありません。あの、エリオット様は──」

「エリオットなら夜明け前からずっと働き詰めだよ」

「すみません、わたしだけ朝寝坊してしまって」

「いやいや、気にしないで。でもエリオットったらおかしくてさ。非常事態だっていうのになぁんか生き生きしてるというか。……アンナちゃん、エリオットとなにかあった？」

　アンナはぎくりとして肩を跳ねさせる。

「うーん？」

　ロブは口角を上げながらも眉根を寄せる。

「ナ、ナンニモ、アリマセンヨ……？」

　片言になってしまった。これではますます怪しまれる。「なにかあったね？」と、ロブが詰め寄ってくる。

「あ、あのっ──ロブさん！　第一王子殿下とクローイのことをお尋ねしても？」

　話題を変えると、ロブはあっさり引き下がってくれた。

「メイナード殿下のことを？　ああ、そっか……クローイちゃんはアンナちゃんの元同僚だっけ」

「はい。ふたりの恋が順調かどうか気になってしまって。元同僚なので！」

「それはもう、すこぶる順調だよ。よかったね、アンナちゃん」

　にこっと笑うロブを見て、アンナは動けなくなった。

「いまの……」

　ロブが、ヒロインであるクローイに「よかったね」と笑いかける場面が頭の中にぱっと浮かぶ。これは今世ではなく前世の記憶だ。

　同時に、攻略本の一ページが脳裏をよぎる。

　メイナードのルートには、強敵がいる。

　なぜいままで忘れていたのだろう。かつての世間から最も推されているメイナードのルートが、最もスリリングなストーリーに仕立てられていることを。

　──お城のダンスホールに魔物が現れたのは、だれかが手引きしたから。

　魔物は自らの意思でやってきたのではないのだ。そこまではなんとか記憶の糸を辿ることができたが、それ以上のことはわからなかった。

　──メイナードだけじゃなく、他のルートもちゃんと攻略してないから……思いだせないんじゃなくて、そもそも知識がないのかも。

　下を向いて考え込んでいたアンナは、ロブに「どうしたの？」と声をかけられたことで顔を上げた。

　──とにかく、このままじゃクローイが危ないってことだよね!?

　ヒロインは自分ではなくクローイだ。

「クローイの警護は万全でしょうか!?」

「えっ。どしたの、急に」

「い、いえ……その、昨夜は魔物が侵入してきましたし……心配になって」

「クローイちゃんは大丈夫だと思うよ。メイナード殿下のお気に入りってことで、常に複数の護衛に囲まれているから。むしろ過保護なくらいだよ」

「そう……ですか。あの、今回の魔物の乱入を手引きした人がいると思うんです」

　アンナが急にそんな発言をしたからか、ロブはひどく驚いたようだった。

「エリオットから聞いたの？」

　小さな声で問われる。アンナは「いえ、なんとなくそうかなって」と言葉を濁した。

「魔物たちの知能は低い。だから裏で手引きをした者がいて、それは城内にいるんじゃないかって話なんだ。けどこれは内緒だから。他言しないでね」

「わ、わかりました」

　アンナは深く頷いたあと、薬棚へ行き仕事を始めた。







　夕方のこと。エリオットがナサニエルと一緒に調合室へやってきた。

「ナサニエルがきみに話があるそうだ。応接室でなくても構わないだろう？」

　エリオットが調合室を見まわす。それから、打ち合わせ用のイスと小さなテーブルが置かれている場所へとナサニエルを誘導した。

「アンナさんと話ができるのならどこでも構いません。ただ、エリオット殿下にわざわざ同席いただかなくても……と思っています」

「そういうわけにはいかない」

　エリオットは渋面を浮かべる。ナサニエルのほうを見ようともしない。彼を警戒する気持ちはアンナも同じだった。

　──ナサニエル様はポーションが欲しいだけだろうけど、だからって……。

　ナサニエルから性的刺激を受けるのは絶対に嫌だ。

「僕は殿下に嫌われてしまったのかな」と呟きながらナサニエルはイスに腰掛けた。

　テーブルを挟んでナサニエルの向かいに座る。エリオットはアンナのすぐ隣だ。

「アンナさん、昨夜の舞踏会では本当にごめんね。僕たちヘリソン家がしっかりと結界を張ることができていればあんなことにはならなかったんだ」

「結界は、どうして破られてしまったのですか？」

「原因はいま調べているところだよ。それでね、より多くの術者にアンナさんのポーションを届けてたくて、お願いにきたんだ。これまでよりももっと効果的なポーションを、僕のために作ってほしい」

「おまえのため？　違うだろう。ヘリソン公爵家──ひいてはノルズ国民のため、だ」

　いつになく険を帯びた声で、アンナのほうを向いたままエリオットが言い放った。ナサニエルは表情を変えずにエリオットを見つめる。ところがエリオットは、ナサニエルに視線を返さなかった。

「そうですね。語弊がありました。アンナさんのポーションがあまりに魅力的なので、つい。個人的に欲しいと思っているせいかな」

　ナサニエルがゆっくりとこちらを向く。目が合う直前、エリオットが「話はそれだけか？」と尋ねた。

「ええ、まあ」

「ではもういいだろう」

　エリオットはすっくと立ち上がり、ナサニエルを調合室の外まで連れていった。

「アンナはまだ仕事……か？」

「いえ、今日は……」

　調合や薬棚の整理は済んだものの、ポーションに付与効果をつける仕事はまだ残っていることに気がつく。

「エリオット様！　刺激を……その、お願いできますか？」

　──これって、わたしにえっちなことをしてくださいって言ってるようなものだよね。

　わかってはいるが、来きたる強敵に対抗するためにも、より効果的なポーションを作っておかなければならない。ナサニエルに頼まれたのもあって、アンナはやる気満々だった。

「……意欲的、だな」

　感情を押し殺したような抑揚のない声だった。彼の顔にも険しさが滲みでている気がして怯む。そうして、今朝ロブが言っていたことを思いだした。

「あ、あの──ごめんなさい。エリオット様は夜明け前から働き詰めだとロブさんから聞きました。それなのにわたしったら……焦ってしまって」

　彼は疲れているに違いない。時間があるのならば睡眠を優先するべきだ。

　するとエリオットは、はっとしたように紫眼を見開いた。

「いや──問題ない。きみこそ、疲れていないか？」

「わたしはたっぷり眠りましたし、元気です！」

　エリオットは緩くほほえみ、アンナの頬を軽く撫でた。

「ロブ。ポーションをいくつか預かる」

「どうぞどうぞ。好きなだけ持っていって」

　薬棚の前にいたロブはアンナが調合したポーションをバスケットに詰め込み、エリオットに渡した。

　エリオットはバスケットを持っていないほうの手でアンナの手を取る。

「え……エリオット様？」

　アンナの呼びかけに微笑で応えて、エリオットは歩きはじめる。

　──なんで手を繋ぐの!?

　ダンスをするのでも、その練習をするのでもない。彼と手を繋いだまま廊下を歩けば、城の侍女や侍従が驚いたような顔をして会釈する。

　こうして彼と手を繋いでいられることはもちろん嬉しいのだが、城の人々が珍しいものを見るような目を向けてくるものだから気恥ずかしかった。

　ふたりはアンナの私室を通りすぎてエリオットの部屋へと入る。

　──エリオット様の寝室……！

　アンナは室内をぐるりと見まわす。剣と唐草の模様が彫り込まれた大きな木製のベッドに、それと揃いのソファが置かれている。ほかには棚とサイドテーブル、イスだ。装飾品の類はほとんどなく、機能的な印象を受ける。

　部屋の中をついじろじろと見てしまったあとで、はっとしてアンナは尋ねる。

「どうしてエリオット様のお部屋に？」

「きみの部屋だと、ナサニエルに横槍を入れられかねない」

　彼は扉を閉めるなりカチャンッと鍵をかけ、そばにあったサイドテーブルにバスケットを置いた。中に入れられていたポーションのガラス瓶が小さく音を立てる。

　木製扉の前にいたアンナを、エリオットは両腕で囲い込む。

「アンナとの時間は、だれにも邪魔されたくない──」

　見おろしてくるエリオットの美しさに、アンナはひたすら目を奪われる。瞬きするのを忘れるくらいだった。

　しだいに顔と顔の距離が近くなり、焦点が合わなくなる。唇が重なってからようやく「キスしてる」と気がついて目を閉じた。

　隙間なくぴたりとくっついて交わすキスは気持ちがよい。もっと近くに彼の存在を感じたくて、アンナはエリオットの背に腕をまわした。

　するとくちづけが激しくなった。より深く唇を食まれ、口が開いたところへ彼の舌が滑り込んでくる。

「ふっ……ぅ、う……ん……うぅ」

　上顎の感触を確かめるようにじっくりと彼の舌が這う。くすぐったくて体を捩る。依然としてエリオットに力強く抱きしめられているので、そう大きくは動けなかった。

　舌と舌を絡め合わせるキスを続けていると水音が際立つようになる。ぴちゃ、ぴちゃっという音が耳に心地よく思えるのは、それだけ自分が不埒になってしまったということだろうか。

　ざらついた熱い舌が気持ちよすぎるせいで、もっと深く絡め合いたくなる。

　アンナは夢中でエリオットの舌を追いかけるものの、捕らえることはできずに結局、搦め取られて翻弄されるばかりだった。

　銀糸を引きながら唇が離れる。深いくちづけですっかり息が上がっていた。

　エリオットはアンナの赤い頬を撫でまわす。そのあとは、真っ赤な頬を愛でるように何度もキスをした。

　頬にくちづけられるだけでも足の付け根が疼く。彼の指でも唇でも、触れられたところが熱を持って甘やかに燻る。

　いわゆる『性感帯』以外の箇所でも、エリオットに触れられればすべてが性的刺激になっている。

　彼の指は顎をくすぐり、どんどん下る。胸元を掠められて肩を弾ませると、彼の両手が白衣の襟から背中のほうへと潜り込んでいった。

「ん、んっ……う」

　白衣の内側でもぞもぞと動く彼の手がくすぐったい。そうこうしているあいだに、ドレスとコルセットの編み上げ紐を緩められた。

　──エリオット様、前よりももっと手際がよくなってる。

　エリオットはアンナの衣服を乱すときに一度もまごついたことがない。流れるような手つきで、あっというまに乳房が晒される。

　白衣の襟を押しのけるようにして剥きだしになった乳房を見おろして、アンナは「うぅ」と呻く。

「や……っ。これ……なんだか、えっち……です」

　胸を隠そうと両腕を動かすと、エリオットに手首を掴まれ制された。

「そうだな──蠱惑的だ」

　アンナは両手の自由を奪われたまま立ち尽くす。彼がじいっと胸元を見つめてくるものだから、薄桃色の先端が過剰に反応して尖りきってしまった。

　乳首が勃っているのを見つけたエリオットは口元を緩め、アンナの手首をそっと解放し、代わりに乳房を掴んだ。

「あぅ、んんっ……」

　エリオットはふたつの膨らみを上下に揺さぶりながら指を動かし、やわやわと乳房を揉み込む。乳首はというと、指のあいだに挟まれて根元から踊らされていた。

「はぅうっ……！」

　くちづけのときから濡れていた足の付け根が、ますます蜜を湛えている気がする。体の中から溢れてくる感覚が確かにあった。

　エリオットは胸の頂をぐいぐいと絞り込んでくる。

　──でも、指のあいだに挟まれるだけじゃ物足りない……！

　そう思った直後、エリオットはアンナの心を読んだように愛撫の仕方を変える。三本の指で乳首をつままれ、右へ左へと捻りまわされた。

　硬くなった蕾を人差し指で押し込められ、反射的に腰が前後にうねる。アンナは立ったままもじもじと内股を擦り合わせる。

「かわいい催促だな」

「え──……あっ……」

　脚を動かすのは、そこに触ってほしいと言わんばかりの行動だと自覚するのと同時に彼の手がドレスの裾を捲り上げた。

「や、わたし……うぅ、ふっ……」

　催促するつもりはなかったと言いわけしようとしたものの、ドロワーズ越しに太ももを撫でられただけで期待感が高まり、そこではなく足の付け根に触ってほしいと思ってしまい、なにも言えなくなった。

　むしろもっと催促して、切ない箇所を弄ってもらいたいくらいだ。

「あ、うぅ……エリオット様……っ」

　呼びかけながら彼を見上げる。エリオットは「ん」と短い返事をしてドロワーズのクロッチを退け、淫唇のすぐそばまで指を進めた。

　長い指が茂みを漁り、秘裂をなぞって蜜口へ辿りつく。狭道の浅いところを指先で抉られ、くちゅりと水音が響いた。

「ひ、う……っ！」

「とろとろ、だ」

　彼の唇は歴然とした事実を紡いでいるだけだというのに、責められているような気持ちになった。

　そうしてよけいに蜜壺が蕩ける。これでは『とろとろ』ではなく『どろどろ』になるのも時間の問題だ。

「ここ──きみの入り口。すごく柔らかい」

　吐息をたっぷりと含んだ低い囁き声を聞くとますます心地がよくなる。

　この部屋にくるまでは、ポーションに付与効果をつけたいという使命感に溢れていた。しかしいまはどうだろう。

　──気持ちよくなりたいって……そればっかり考えちゃってる。

　そしてその『気持ちよさ』をもたらしてくれるエリオットへの愛情がどんどん募っていく。

　隘路を指で解されるたびにぴくっ、ぴくっと全身を震わせるアンナの額にキスを落とし、エリオットはカーペットの上に膝をついた。

「あ……っ、う……？」

　彼はどういうわけか、ドレスの裾とドロワーズのクロッチを右と左でそれぞれ両手で押さえつけている。それから足の付け根へと顔を近づけていくものだから、アンナは慌てて「待って！」と叫んだ。

　ところが「待てない」と、ばっさり切り捨てられる。

「ひぁあ、あっ……あぁ……！」

　赤い舌にゆっくりと秘裂をなぞられて、一瞬だが頭の中が真っ白になった。快感と羞恥の大波に呑み込まれる。

　伏せられた長い睫毛を観察でもしていなければ、羞恥心に押しつぶされそうだった。

「やぅ、ふっ……うぅ、あっ……」

　扉に背中を押しつけることで自身を支える。エリオットが淫唇にキスをするせいで体が跳ねて、扉がガタッと揺れてしまう。

　そこへ、コンコンッと部屋の扉がノックされる。

　突然のことに、アンナは驚きを隠せない。大きく上下に弾むアンナの乳房を、エリオットは下から眺めていた。

「こちらにアンナさんはいらっしゃいますか？」

　扉のすぐ向こうからナサニエルの声がした。アンナはとっさに自分の口を両手で押さえる。とてもではないが「はい、ここにいます」などと返事はできない。

　エリオットは言葉を返さずに舌先でねっとりと秘芯を舐め上げた。

「……っ！」

　アンナはぶんぶんと首を振りながら両手に力を込める。扉を一枚隔てたところにナサニエルがいるのだ。高い声を漏らすわけにはいかない。

「──エリオット殿下？」

　ナサニエルは、エリオットがこの部屋にいるのを確信しているようだった。するとようやくエリオットが口を開く。

「アンナはここにいるが、取り込み中だ」

　床に膝をついてアンナの秘所を弄っている最中でも、彼の声は毅然としていた。

「……そうですか。失礼しました」

　足音が遠ざかっても、アンナの心臓はドッドッドッと激しく脈を刻んでいた。

「本当に邪魔をしにきたな」

　エリオットが忌々しげに呟いた。濡れた淫唇に息が吹きかかる。

　アンナはまだ自分の両手で口を塞いでいた。いまこの手を離したら、とんでもない大声が出てしまいそうで怖かった。

　いっぽうエリオットはアンナの花芯をまじまじと見つめている。

「こんなにひくつかせて……」

　震える淫核を舌全体で強く押される。

「ふぁあっ……！」

　手で口を覆っていても結局は大きな声が出てしまった。エリオットはどこか不機嫌そうに言う。

「アンナは、ナサニエルのためにポーションを作るんだろう？」

　二本の指で花芯をぎゅうっとつままれた。責めるような仕草でも快感しか覚えない。

「ち、違います……！　ノルズの、みなさんのため、って……エリオット様だって、おっしゃって……ぁ、あぁ、ん……！」

　舌でぐりぐりと花芯を押しつぶされる。いつになく性急で、少々荒っぽい。

「エリオット……様？　怒って……る？」

　ナサニエルが扉の向こうにいたのに愛撫を続けたのは、彼の意地悪に違いない。もっとも、その『意地悪』でよけいに快感を煽られたのだとは言えなかった。

「……いや」

　短い言葉でも、その低い声を聞けば体中が滾る。

「勝手に妬いているだけだ」

　執着の滲んだ眼差しを向けられ、全身がぞくりと戦慄いて悦ぶ。

　──やきもち、ってこと？

　なんて幸せなのだろう。自分にはもったいないくらいだ。ナサニエルが欲しがっているのはアンナ自身ではなく、アンナが作るポーションだ。それはエリオットだってきっとわかっている。

　それでも嫉妬してくれることが嬉しくて、申し訳ない気持ちにもなる。

　──わたしだって、ほかの人に嫉妬するくらいエリオット様のことが好き。

　彼はいつも女性の視線を攫っている。先日の舞踏会でもそうだった。

「わたし……っ、エリオット様を独り占めしたい」

　欲のままに言葉が出てしまった。エリオットは一瞬、驚いたようにあらゆる動きを止めたものの、すぐに口角を上げて動きだした。

　肉厚な舌がスピードを上げて花芽を嬲る。

「あぅう、ぁっ……ふぁあ、んっ……！」

　蛇行する舌にすべての感情を高められて果てを見る。アンナは扉をガタガタと揺らしながら下腹部をビクンッ、ビクンッと痙攣させた。

　なにも考えられないでいると、エリオットが立ち上がった。彼はバスケットの中からポーションを取りだしてアンナに持たせる。

　──そうだった、祈らなくちゃ。

　主目的を忘れていたことを情けなく思いながらも、ポーションを胸に抱いて祈りを捧げる。より多くの人の役に立てるように、懸命に願う。

　ポーションの色が赤紫色に変われば付与は終わりだ。エリオットはアンナの両手からそっとポーションを掠めとり、バスケットへ戻した。

「……きれいだ」

　付与効果がなされたポーションのことを言われているのだと思ったが、彼の視線は自分に向けられている。

「あ……っ」

　多量の蜜が溢れている隘路の入り口をくちくちと指で弄まさぐられる。

「まだ、足りないだろう？　ポーションはこんなにあるんだ」

　彼の言うとおり、バスケットには付与効果を待つポーションが山積みだ。

「はい、エリオット様……わたし、もっと……頑張れます」

　決意を新たに見上げれば、宝石のようなアメジストの瞳と視線が絡む。

　エリオットは切なげに眉根を寄せてアンナの腰を掻き抱き、その唇を塞ぐ。

「ん、ふ……っ！」

　なにもかも貪り尽くすような激しいキスに見舞われる。絶頂に達したばかりだからか、キスが情熱的すぎるせいか両足がカタカタと震えだす。

　アンナの足元がおぼつかないことに気がついたらしいエリオットが横向きに抱え上げてくれる。そのままベッドへ運ばれた。彼には背を向ける恰好で四つん這いになる。

　バサバサと衣擦れの音が聞こえた。ちらりと後ろを振り返る。ドレスシャツの胸元がはだけたエリオットは煽情的だ。下穿きも引き下ろされて、雄の象徴が露呈している。

　天井を向いてそそり立っているそれを目にするなり足の付け根がトクッと脈づいた。淫茎も含めてエリオットの肉体美に惚れ込む。

　ところが彼は自身のそれを見られたくないのか、やんわりとアンナの目元を手で覆い、もう片方の手でドレスの裾を捲ってドロワーズを脱がせた。

　ごつごつとした手のひらで臀部を撫で摩られる。

「あ、ぅ……ん……ふぅ……」

　仕方なく前を向くと、硬い男根で花芽をくすぐられた。

「ひゃ、あっ……！」

　雄杭は隘路に入らず蜜だけを掬って小さな粒をぬるぬると擦る。指でも舌でもなく彼の切ない部分で刺激されて、いまにも高みを味わってしまいそうだった。

　アンナは肩で息をしながら「はぅう、あぁっ」と嬌声を漏らす。エリオットは一物を素早く動かすことでさらにアンナの嬌声を引きだそうとする。

「やぁっ、あっ、ん……！　も、いっちゃ……う、このままじゃ……あぁ、っ……！」

　するとエリオットは急にぴたりと止まった。

「ふ……っ？」

　驚いて彼のほうを見る。エリオットは小さく唇を引き結んで眉根を寄せていた。

「……入っても、いいか？」

　絞りだすような声で問いかけられた。アンナは何度も頷いたあとで、これではすごく欲しがっているように見えただろうと後悔する。

　──でも、本当に……欲しいから。

　後悔はすぐに吹き飛んで、これでいいのだと開き直る。

　エリオットは大きく息を吸い、アンナの腰を掴む。剥きだしのままになっている乳房がシーツの上でふるっと揺れた。

「ん……ふ、ぁ……あっ……」

　淫核を擦られることで焦れていた蜜壺は快く蠕動して雄杭を呑み込んでいく。彼と繋がっている部分を中心に、快感が頭や手足の先まで駆け巡る。

　剛直に貫かれたアンナは「はぁ、あっ……うぅ」と喘いで幸福感に浸った。

　後ろから挿れられているからか、より深いところまでエリオットのものが届いている気がする。彼の熱情をいっぱいに咥え込むことができて嬉しくなる。

「さっきは……ナサニエルが来ていたのに、意地の悪いことをしてすまなかった」

　アンナはふるふると首を振る。正直、もうそれどころではない。両手と両足で自分自身をしっかりと支えているのに、不安定だと感じてしまう。彼の存在感が大きすぎるせいだ。

　硬い楔が蜜壺の中で左右に身じろぎする。

「あぁん……ふっ……！」

　どうやら内側はとんでもなく過敏になっているようだ。わずかな動きでも呼吸がままならなくなる。話をしている余裕はなかった。

　エリオットはアンナの腰にあてがっていた両手をお尻のほうへと移動させて双丘を揉む。胸は揉まれ慣れているがお尻は新鮮だ、などと思ってしまったあとで恥ずかしくなった。

　想いを確かめ合う前から、乳房は事あるごとに揉みしだかれていた。急に彼の好みが気になりはじめる。

「エリオット様は、お尻……も、お好き……ですか？」

　ベッドのほうを向いたまま質問したのでエリオットの表情はわからない。

「……ああ。アンナの全部が、好きだ」

　顔は見えないものの彼はきっとほほえんでいる。声音は軽快で、優しさが滲んでいた。

　袖を通したままになっている白衣の襟を撫でて彼の左手が胸のほうへとまわり込んでくる。

　胸とお尻をそれぞれ一定のリズムでぐにゃっ、ぐにゃっと揉まれることであらためて、どちらを弄られるのも好きだと再認識した。

　蜜壺の奥処で鳴りを潜めていた男根が規則正しい律動を始める。

「あっ、あぁ……っ、ん……んんっ」

　熱い楔で媚壁を擦られるだけでもいっぱいいっぱいになるというのに、エリオットは胸の蕾まで指で転がしてくる。そうしてどんどん昂ぶっていく。

　そこで花芯への刺激が加わるともう、強すぎる快感でなにもかもが吹き飛びそうになった。

「ふぁああっ、やんっ……あぁう、あっ、はぁ……うぅ……！」

　乳首をつままれ、淫核を押され、蜜壺の中はぐちゃぐちゃに掻き乱される。行き止まりを穿たれるたび目の前に星が飛ぶ。

　息を吸っているのか吐いているのか、わからなくなってくる。

「……っ、アンナ」

　切羽詰まった声で呼びかけられた。彼の吐息さえも耳にすれば悦びに変わる。

　エリオットはアンナの乳首をシーツのほうへと引っ張りながら花芯を素早く嬲り、パンッ、パンッと体がぶつかりあう音がするほど腰を打ちつけてくる。

　それでも辛さはなく、ひたすら気持ちがよい。楔の質量が増した気がした。

「アンナ──愛している」

　その言葉を聞いたとたん、全身に心地よい衝撃が走る。

　自分の意思とは無関係にビクビクッと体が跳ねる。眠る直前のような浮遊感に包まれ、ゆっくりと落ちていく。

　ずぶっ、と水音を立てながらエリオットの一物が蜜壺の外へ出た。

　背中に生温かななにかを散らされる感触がした。アンナは自身を支えきれずシーツの上に突っ伏す。

　目を閉じればすぐ眠ってしまう自信があった。

　時間が経っても、快感の波は下腹部から全身へと運ばれて眠気を促す。

　そうだ、ポーションに祈りを捧げなければ。ところが体が動かない。

　首筋にちくりとした小さな痛みを覚えた。何度も与えられているうちに微睡みが深くなる。

「ナサニエルについて……伝えておきたいことがある」

「は、い──」

　返事をしながらも、アンナは眠気に勝つことができずに目を閉じた。







第五章 ふたりで創る未来








「すごい──」

　解析器の石盤に記された付与効果を見てアンナは満悦していた。

　体力の回復量、怪我の治癒能力に至っても申し分ないポーションが出来上がった。すべてはエリオットの協力あってのものだ。

　調合室の片隅でほくほくと顔を綻ばせているアンナのもとにロブがやってくる。

「わぉ、すっごいポーションができてる！　エリオットと、励んだんだねぇ」

　ぼっ、と顔が熱くなる。平常心でいなければと思うのに、そういうふうに言われるとどうしても恥ずかしさが先に立つ。

　顔を真っ赤にしているアンナをロブはにやにやとした面持ちで眺めていた。

「なんていうかさぁ、エリオットの『仲良しアピール』がすごいよね～」

「仲良しアピール？」

「そ。手を繋いで歩いたり、エリオットの部屋に連れ込んだり。アンナちゃんは『俺のものだぁ～』って、周囲に示したいんでしょ」

「えっ──どうしてご存知なんですか？　その……わたしがエリオット様のお部屋へ行ったこと」

「ナサニエルから聞いたんだ。あと噂にもなってる。あの生真面目なエリオットが寝室に女の子を連れ込んだんだよ？」

　ロブは口元を手で押さえているが、にやついているのをまったく隠せていない。

　アンナの頬はますます赤くなる。

「わ、わたしは……ええと、その」

　──わたしって、エリオット様の……なに？

　エリオットは、ポーションに付与効果をつけてもらうための──いわば仕事の──パートナーだ。たとえ想い合っていても、その域を出ない。

　アンナは口元に手を当てたまま思い悩んでいた。

「あれっ、もしかしてエリオットとの関係性に悩んでる？　まあ、あともう少しの辛抱だよ。メイナード殿下とクローイちゃんの婚約はもう目前だから」

　──そのこととエリオット様のことって、なんの関係があるのかな。

　首を傾げるアンナをよそにロブは言葉を続ける。

「けど、ナサニエルがクローイちゃんに猛アタックしてるんだよね。勝算ないのに」

　アンナは苦笑して「クローイは素敵な女性ですから」と言った。

　──そういえば昨夜、エリオット様がナサニエル様のことでなにか言っていた。

　返事をしたところまでは覚えている。そのあと眠ってしまったので話を聞いていないが、いましがたロブが言っていたことかもしれない。

　ヒロインであるクローイが他の攻略対象キャラクターからもてもてなのはゲームの道筋通りだ。

「ところでロブさん。このポーション、ひとつはわたしがいただいても？　持ち歩いていれば、なにかのときに役立つかなって」

「もちろんいいよ。そのポーションを作ったのはアンナちゃんなんだし」

「いえ、わたしだけじゃなくて……エリオット様も、ですから」

　エリオットと一緒に作り上げた大切なポーションだ。有事の際に使うにしても、ひとつだけは手元に残しておきたいというのもあった。

　アンナはポーションの小瓶を白衣の内ポケットにしまい、その存在を慈しむように手のひらで押さえた。







　クローイとメイナードがとうとう婚約したという報せを聞いた日の夜。

　アンナはエリオットに連れられて、ノルズ城の敷地内にある塔の螺旋階段を上っていた。

　吹きさらしの階段だから夜風が当たって気持ちがよい。

「階段は辛くないか？　上まで抱えていこうか」

　塔の階段を半分ほど上ったところでエリオットに尋ねられた。彼は大真面目な顔をしている。

「ありがとうございます。でも大丈夫ですから」

　──エリオット様はわたしを抱えていても余裕で階段を上れるんだろうけど。

　彼に甘えてみたい気持ちもあったが、いまは手を繋いだまま並んで歩きたいと思った。

　階段の途中に設置されている壁掛けランプの薄明かりが彼の横顔を淡く照らす。エリオットの顔ばかり見ていたら躓いてしまいそうだ。

　アンナは階段を踏み外さないように気をつけながら上を目指す。なぜ塔の屋上へ向かっているのか、エリオットからはなにも聞かされていない。

　──なんだかわくわくする。

　彼と一緒にぐるぐると螺旋階段を上るだけでも楽しいし、今宵は雲ひとつない夜空だから星がよく見えることだろう。

　長い長い螺旋階段を上り終わり、円形の開けた屋上に出る。天を仰げば、ちょうど星が流れたところだった。

「流れ星が！」

　アンナが叫ぶと、エリオットは緩くほほえんで「今夜は流星群が見られる」と教えてくれた。

　そうしてまた流れ星が天を駆ける。アンナはずっと空を見上げて、流れる星々に心を奪われていた。

「……アンナ」

　少し掠れた低い呼び声に誘われてエリオットのほうを向く。彼はいつから、流れ星ではなくこちらを見ていたのだろう。

　彼の手にはベルベットの小箱が握られていた。

　箱の蓋が開く。流れ星が彼の手の中に落ちてしまったのかと錯覚するほど美しいダイヤモンドの指輪が、箱の中央に収められていた。

「俺と婚約してほしい」

　流れ星を見るためにここへ誘われたのだと思っていたアンナは、突然の申し入れに困惑する。驚きすぎて声を発することができなかった。

　ドキドキしながら指輪を見る。薬草を模したようなシルバーの台座に大粒のダイヤモンドが鎮座している。

　アンナは胸に片手を当ててごくっと喉を鳴らした。

　これって時価いくらなの──と、まったくもって情緒のないことを考える庶民っぷりに、我ながら呆れる。

「アンナにとっては急で、驚いたかもしれないが。第一王子を差し置いて第二王子が女性に婚約を申し入れることはできないというしきたりがあるせいで、きみにはそういう話を一切できなかった」

　──そっか……それでロブさんは「あともう少しの辛抱」だって言ってたんだ。

　攻略対象キャラクターである第一王子よりも先に第二王子が婚姻を結ぶことになるのは、ゲームの進行上よくない。それでそんなしきたり──ルールがあるのだろう。

　──婚約は、結婚しようっていう約束のこと。

　わかりきったことを、頭の中で何度も繰り返した。それでもまだ、エリオットに婚約を申し入れられているという実感が湧かない。

　ヒロインであるクローイは貴族だ。没落寸前で、薬屋で働いていたというだけ。

　──でもわたしは根っからの庶民。

　身分はおろか、なんの後ろ盾もない自分はエリオットの妻にふさわしいのか。自問してすぐ「ふさわしいわけない」という答えが出る。

　いかにも高価そうな指輪を前にして、アンナは完全に気後れしていた。

「エリオット様のおかげでお城の専属薬師として働かせていただいていますが、本来わたしはなんの身分もない平民です。王子様には、釣り合いません」

　自分で言った直後にはっきりと自覚して、悲しくなった。そう──少し前まで、彼には侯爵令嬢が似合いだと思っていたはずだ。

　過去の自分に文句を言いたい。ほかの女性がお似合いだなんて、本気で思っていたのかと。彼がほかの令嬢と結婚するなんて、そんな覚悟はなかったのではないか、と。

　──わたしにはもったいなくて、釣り合わないって……わかってるのに。

　エリオットが別のだれかと結婚することに、耐えられるだろうか。

　想像しただけで世界が色を失う。絶望に襲われて涙腺が熱くなった。

　泣きそうになっているアンナを見て、心中を察したようにエリオットは眉根を寄せる。

「身分は関係ない。俺はまったく気にしない。アンナと、これからもずっと一緒にいたいんだ」

　実直な言葉が胸に刺さる。そんなふうに想ってもらえて嬉しい気持ちが前へ出てくる。

「俺の、気持ちを……受け取ってほしい」

　左手の薬指にダイヤモンドの指輪を嵌められる。外されまいとするように指と指を絡め合わせられた。

　アンナは戸惑いながらも頷く。流れる星とともに一筋の涙が零れた。







　朝食はいつもセカンドダイニングで、侍女や侍従と一緒にとっていた。ところが今朝はメインダイニングへ行くよう侍女に促された。

「おはよう、アンナ」

　食堂にはエリオットがいた。朝陽と見まごう輝かしい笑顔で迎え入れられる。

「今日からはここで俺と一緒に食事をしてほしい。フィアンセ、だからな」

　言葉の最後のほうは恥ずかしそうに彼が言うものだから、危うく心臓が止まるところだった。

　──キュン死する！

　身分差のことを考えると、この状況を手放しに喜んではいけないと思うのに、ほほえむエリオットを前にすると有頂天になってしまう。

　──だめだめ、自重しなくちゃ。

　冷静になって、これからどうすべきかきちんと考えなければ。

　アンナは彼の向かいに座り、心の中で「落ちつきなさい」と自身を叱咤しつつ、運ばれてきた朝食に口をつけた。

「アンナと一緒だと、食事がもっと美味くなる」

　ああ、頬を染めて熱い視線を向けるのはやめてほしい。いや、本音としてはすごく嬉しい。しかし本当に、このまま彼に甘えていてよいのだろうか。

　幸せすぎる朝食を終えると、エリオットに「また夜に」と声をかけられた。アンナは「はい」と返事をしながら頭を下げ、仕事場へ向かおうとする。

「アンナ様。エリオット殿下とのご婚約の件で、メイナード殿下からお話があるそうです。調合室へ行かれる前に、よろしいですか」

「わ、わかりました。……メイナード殿下から、ですか」

　アンナが言うと、顔なじみの侍女は「左様でございます」と答えた。

　──なんだろう？　おまえに第二王子妃は務まらない……って、釘を刺されるとか？

　そうなったら、どうしよう。

　すぐには解決策が見つからず、悶々としたまま侍女のあとについていく。

　アンナの斜め後ろには衛兵の姿もあった。エリオットがいないときは常にこうして複数人と行動している。

　考え事をしながら歩いていたせいで、城を出て裏門まで来てしまっていることにあとから気がついた。

「あの、メイナード殿下はどちらに？」

「あちらの馬車でございます」

「殿下は……どこかへ出かけられる前ですか？」

「左様でございます」

　それならば話は手短に済むのだろうと、呑気に考えていた。

　それにしても、侍女の口調がふだんと少し違う気がする。今日はまるでＡＩロボットのようだ。いやに語尾がはっきりとしていて、決められたことにしか答えてくれない。

　侍女にしても衛兵にしても、いつものような雑談が少しもないことに違和感を覚えていたときだった。

　紋章のない馬車の前で侍女と衛兵が次々と膝を折り、その場で倒れた。

「え……っ？　だ、大丈夫ですか!?」

　慌てて侍女のそばへ駆け寄り、地面に膝をついて侍女の顔を覗き込む。すうすうと呼吸音が聞こえる。衛兵のほうも同じだった。

　それまでしっかりと歩いていた人間が、急に眠ってしまうなんておかしい。ひとまず医者を呼ぶべきか、あるいはロブに報せるべきだろう。

「──そんなに慌ててどうしたの」

　声が聞こえたほうを振り返る。

　目の前にナサニエルが立っていた。彼の碧い瞳に、ぽかんと口を開けた自分が映っている。

　ナサニエルはいつもと変わらない──どこか軽薄な──笑みを浮かべている。

　するとなぜか、アンナは馬車のほうへと歩きだす。

　──なんで……体が勝手に動いてる!?

「傀儡の魔法だよ。馬車に乗ったら解いてあげる。そこで寝ている侍女や衛兵と同じようにね」

「わかりました」と、口が勝手に動いてナサニエルに返事をした。

　──いやだ、馬車になんて乗りたくない！

　ところが意に反して、体は馬車に乗り込んでしまう。

　向かいにナサニエルが座ったところで、意識が途切れた。







　薬草の香りで目が覚める。体を起こすと頭が痛んだ。

「やあ。さっそくだけれどポーションを調合してもらえる？」

　ナサニエルは赤い煉瓦の壁に背を預けて腕組みをしている。

　アンナはクイーンサイズベッドの上で呆然とした。ベッドの柱と足首が、長い鎖で繋がれていた。両手も両足も自由に動かすことができるが、この鎖の長さでは部屋の外までは行けないだろう。

「ポーションでしたら調合室で作ります。どうしてわざわざ……わたしを城から連れだしたんですか？」

「それはもちろん、僕が従えている魔物たちにもっとたくさんポーションをあげるためだよ。ふつうのポーションは人間にしか効かないけれど、きみが作ったものは魔物にも効果があるんだ。解析器にも表示されていたのでは？　ポーションの適用は生物すべて、と」

「……っ！　魔物を使って、なにがしたいんですか」

　アンナは胸に手を当てて息を詰める。

「クローイはメイナードを選んだ。おかしいよね。僕が選ばれない世界なんて意味がないから、すべて壊してしまおうと思ったんだ」

　メイナードルートの強敵が、ここにいる。

　──自分が選ばれないから、だなんて！

　逆恨みも甚だしいと思うものの、復讐劇の片棒を担がされそうになっているこの事態をどうにかしなければならない。

　──どうやって逃げよう!?

　見慣れない部屋だ。馬車に乗った記憶があるから、城の中ではないだろう。ナサニエルか、あるいはヘリソン公爵家が所有する家かもしれない。

　そこへ突然「ぎぁあああ！」と、断末魔のような叫び声が響いた。

　ナサニエルは不機嫌そうな顔で「もうきた」と呟く。

　部屋の扉がボンッと大きな音を立てて破られる。エリオットが姿を現すなり、ナサニエルは右手の人差し指を立てたままくるくると空中で動かした。指の先に渦ができる。ナサニエルはそれをエリオットめがけて放った。

「エリオット様！」

　アンナが叫ぶのと、エリオットが外套を翻して渦巻く球を避けたのは同時だった。

「これはこれはエリオット殿下。お早いご到着で。邸を守っていた魔物たちは皆やられちゃったのかな」

　エリオットはなにも答えなかった。

「せっかく優秀なポーションを使って増強していたのに、悲しいなぁ……。ねえ、アンナさん」

　呼びかけられたアンナはナサニエルのほうを見ようとする。

「──ナサニエルの目を見るな、アンナ！」

　エリオットの呼びかけに合わせてアンナは目を瞑った。なぜナサニエルの目を見てはいけないのか、理由はわからなかったもののエリオットに従う。

「おや、殿下はやっぱりご存知だったんですね。目を合わせると傀儡魔法を行使される危険があることを。隠していたのになぁ」

　ヘリソン公爵家は秘匿が多いとエリオットが言っていたのを思いだす。

　そっと目を開けてエリオットのほうを見る。彼はナサニエルの足元を注視しながら部屋を横切り、アンナが座り込んでいるベッドに近づいた。

「アンナ、これを。ナサニエルの攻撃魔法を防げる。外套に包まって、じっとしているんだ」

　エリオットから外套を手渡される。ナサニエルは、壁際に佇んだまま動かない。それがかえって気味悪かった。

「でも──エリオット様は？」

「そうですよ。防護マントもなく、目も合わせず僕に勝てるかな？」と、ナサニエルの軽快な声が聞こえた。

「勝てるさ。じきにほかの騎士団員たちも、おまえの捕縛令状を持って駆けつける」

　エリオットの声音はふだんどおり落ち着いている。嘘をついたり虚勢を張ったりしているようには思えなかった。

　アンナは頭から外套を被り、膝を抱えて背を丸める。エリオットの言葉を信じよう。ここで下手に動けばエリオットの邪魔になる。

「ふふふ、はははっ──」

　ナサニエルの嗤い声と、風を切る音が聞こえた。外套に包まっていても、なにかが当たっているような衝撃を感じる。

　外套が吹き飛んでしまわないよう両手に力を込め、エリオットの無事を一心に祈る。

　なにも聞こえなくなるまで、数分だったのか数十分だったのか。時間の感覚が狂ってしまい定かではなかった。

「う、ぐぅ……」

　だれの呻き声なのかわからずに怖くなって、外套の隙間から外のようすを窺う。

　扉のすぐ近くの壁にナサニエルが座り込んでいた。あちこちから出血している。

　ナサニエルは血まみれの手で目元を押さえながら、もう片方の手を振り上げた。

　白みがかった渦がすぐ横を通り過ぎ、アンナの真後ろにある赤煉瓦の壁に当たる。ドォォンッという轟音が響いた。

　この外套は、ナサニエルの攻撃魔法を防ぐためのもの。だから、崩れてきた煉瓦から身を守ることはできない──。

　とっさに避けるなどという芸当ができるはずもなく、現実から逃れるように目を瞑る。

　崩れてきた無数の煉瓦に頭や体を打たれれば、ただでは済まない。

　それなのに、一向に痛みは訪れなかった。

　鮮血の匂いが漂う。ぬるりとしたなにかが頬に当たる。

「エリオット様……？」

　彼はアンナに覆い被さり、固く目を閉じたまま動かなかった。エリオットの頭からは血が滴り落ちている。

　──エリオット様は、わたしを庇って……！

「……っ、エリオット様！　これ、を」

　アンナは青ざめながらも、着ていた白衣の内ポケットからポーションを取りだして彼に飲ませようとする。ところがどれだけ呼びかけても彼が反応を返してくれることはなかった。

　アンナはぎりっと奥歯を噛んだあと、ガラス瓶の蓋を開けてポーションを口に含み、彼に口移しする。

　──お願い、お願いだから……！

　ポーションで死者を蘇らせることはできない。心臓が止まってからでは、遅いのだ。

　ごくりと、喉が鳴る音がした。

　背中を撫で上げられたことでアンナは目を開け、唇を離す。

「……もっとキスしていたかった」

　至宝のアメジストを覗かせて、エリオットがほほえむ。

「エリオット、様……っ」

　目を開けてくれて本当によかったと思うのに、それ以上はなにも言えなかった。

　そのあとはエリオットの言葉どおり、駆けつけた騎士団員たちがナサニエルの身柄を拘束した。







　王都の外れにあるヘリソン公爵家の別荘まで、エリオットは少しの休憩も挟まず馬を駆けて助けにきてくれたことが、ノルズ城へと帰る馬車の中でわかった。

「怖い思いをさせてすまなかった。きみと婚約できたことで、浮かれて……油断していた」

　情けない、と言葉を足して彼はアンナの肩に顔を埋める。馬車の揺れで、エリオットの黒髪はふわふわと靡いていた。

「ナサニエルが魔物と通じている可能性があること、目を合わせてはいけないこと──どちらも機密事項ではあったが、やはりきみにはきちんと伝えておくべきだった」

「いえ、エリオット様は悪くありません。ナサニエル様が調合室にきた日の夜、わたしになにか伝えようとなさっていましたよね？」

「ああ。あのとき言っておこうと思ったんだが……。きみに無用な心配をかけないほうがいいだろうと、考えを改めたんだ」

「わたしが眠ってしまったのがいけないんです。エリオット様は、こうして……助けにきてくださいました」

　アンナは彼の体に腕をまわしてぎゅっとしがみつく。

「けど、わたしを庇ってあんな……大怪我を……っ」

　声が震える。あのとき、彼を失うことを想像してぞっとした。いまもそうだ。彼の無事をこの手で確かめたくて、エリオットの背中を撫でまわす。

「ん──無事でいられるのはアンナのおかげだ」

　力強く抱きしめられ、彼の胸に顔を埋める。トクン、トクンという鼓動を聞きながらアンナは目を閉じた。

　ノルズ城に戻ると、エリオットは事後処理に追われていた。

　創立記念の舞踏会でナサニエルが魔物を手引きした証拠も集まっているのだという。

　エリオットからは「今日は私室で休んでいるといい」と言われたものの、アンナは手持ち無沙汰になり、調合室へ赴いた。

　ナサニエルに誘拐されたあともずっと、エリオットとの未来について考えていた。

　エリオットの足を引っ張るような存在にはなりたくないものの、そばにいたい。彼の足枷にならずにエリオットのいちばん近くにいるには、どうすればよいのだろう。

　廊下を歩きながら、身分差のあるヒロインはどうやって王子様と結婚していたのか、前世で読んだ漫画やプレイしたゲームではどういう展開だったか思い起こしてみる。

　調合室の扉を開けるなりロブと遭遇した。

　ヒーローの友人は、いったいなんのために存在しているのか。

「あっ──これだ！」

「えっ、僕？」

　ロブを「これ」呼ばわりしてしまったアンナは慌てて申し開きをする。

「あ──ご、ごめんなさい。違うんです。ロブさん、折り入ってご相談があります──」

　アンナは胸に手を当て、真剣な顔でロブに話を持ちかけた。







「──ロブの義妹になる、そうだな」

　アンナの私室を訪ねたエリオットはいかにも不機嫌そうに眉間の皺を深くする。

「はい、あの……申し訳ございません。勝手に決めてしまって」

「俺のために、アッシャー侯爵家の養女になるのか」

　アンナは頷きかけたものの、思いとどまって「違います」と否定する。

「わたしのため、です」

　──わたしが庶民だからって、エリオット様が馬鹿にされたり後ろ指をさされたりするのは……わたしが嫌だから。

　彼の足を引っ張りたくない。

　──だからこれは、わたしのわがまま。

　少しも揺るがないアンナの瞳を見つめて、エリオットは小さく息をつく。

「……わかった。きみとロブが義兄妹になるのはかなり癪だが、すぐ……俺の妻にする」

　手を取られ、指先にキスを落とされる。

　上目遣いで──どこか挑発的に──見上げられれば、ドキドキが止まらなくなった。

　アッシャー侯爵家の養女となったアンナは、その一ヶ月後にエリオットとの挙式を迎えた。

　──わたしはヒロインじゃないって、ずっと思ってきたけど……。

　フリルとレースがふんだんに施された純白のウェディングドレスを身に纏い、同じく純白の盛装をしたエリオットの隣に立っていれば、この世界の主人公になった気分を味わうことができる。

　それもこれも、エリオットがいてくれるから。彼はアンナにとって推しで、ヒーローで──最愛の人だ。

　教会の鐘が福音をもたらしてくれる。アンナとエリオットは司祭の前で永遠の愛を誓い、指輪を交換した。

　晩餐会を終えたアンナはエリオットに連れられて主寝室へ行く。新しく設えられた、ふたりのための寝室だ。

　大人が四人は眠れるであろう広いベッドには天蓋が付いており、濃淡のついた紫色のカーテンが四隅にまとめられていた。

　寝室の中央には深みのある茶色いローテーブルと花柄のソファが置かれている。薬草が描かれた絵画が壁に掛けられていた。ポーションのガラス瓶が、インテリアさながら出窓に陳列されている。

　エリオットに促され、天蓋付きの大きなベッド端に並んで座った。アンナはどうにも落ち着かず、あたりを見まわす。

「す、すごく豪華なお部屋ですね」

「気に入らないか？」

「いえ、そんなこと！　ただ、エリオット様のお部屋はすごく機能的なので……主寝室もそうなのかなって思ってました」

「アンナに快適に過ごしてもらうにはどんな家具を配置しようかとあれこれ考えた結果、こうなった。不要なものや、逆に不足しているものがあればすぐに言ってほしい。設えなおす」

「ありがとうございます。でも、わたしは……エリオット様さえいてくだされば……」

　──わたしのことを思って部屋を調えてくれたのはすごく嬉しいけど、やっぱり……エリオット様と一緒に過ごせるのがいちばんいい。

　挙式を終え、彼の妻になった。大勢の人から祝福の言葉を貰った。生涯の伴侶として彼のいちばん近くにいられることが幸せすぎて、かえって現実感がない。

　自分の頬を抓って確かめようとしていると、その手を取られて指を絡められた。

「きみはまた、そうやって──俺を骨抜きにする」

　紫の瞳で切なげに見つめられ、心臓がドクッと跳ね上がる。これは現実に起こっていることなのだと、甘やかに思い知らされた。

　染みひとつない真っ白なナイトドレスの腰を抱かれ、引き寄せられる。彼の腕に抱かれていると無条件に安心するのと同時に興奮もする。密着しているだけでも官能を刺激されるのは、エリオットからなにかそういうフェロモンでも出ているのではないかと、本気で思った。

　ちゅっ、ちゅっと弾むようなリップ音とともにキスの雨が降る。触れては離れてしまう柔らかな唇が愛しい。そうして啄まれるのも、ずっと唇を合わせているのも、どちらも好きだ。

　キスのあとに息が上がるのは、いつものこと。アンナは、形のよい唇が開くのをうっとりと眺めていた。

「晩餐会でロブが『僕の妹を末永くよろしく』だとかほざいていたが。もう結婚して俺の妻になったのだから、ロブはなんの関係もないよな」

　独占欲を滲ませて、念を押すようにエリオットが言った。

　アンナは笑みをこらえきれず、にやにやしながら「そうですね」と相槌を打つ。いっぽうエリオットは、なぜアンナが顔を綻ばせているのかわかっていないようすだ。

「アンナはどんな表情も愛らしい」

　ほほえむアンナの唇を指でなぞったあとで、ふにふにと押す。

「高い声を紡いでいるときの顔も……いい」

　どうやら彼は、アンナから『高い声』を引き出そうとしているようだ。脇腹から乳房にかけて、ナイトドレス越しにじっくりと撫で上げられた。

「んっ、ふ……うぅ」

　エリオットが、観察するように顔を覗き込んでくるものだからいたたまれない。猛烈に恥ずかしくなって俯けば、ぺろりと唇を舐め上げられた。下を向いてはいられなくなる。

　微笑している彼に無性に触りたくなって手を伸ばす。

　とろりとした生地の白いナイトガウンを撫でつつ、彼の胸板を手のひらで確かめる。エリオットはくすぐったそうに目を細めた。

　彼に文句を言われないのをいいことに、ナイトガウンの襟を退けて厚い胸板にべたべたと触る。

「……アンナ？」

　困り顔で呼びかけられた。アンナは肩を竦める。

「だって、その……逞しくて、かっこいいから」

　懲りずに彼の胸板を撫でまわしていると、お返しと言わんばかりに乳房を鷲掴みにされる。

「アンナは……柔らかくて、かわいい」

「ぁ、う……っ、ん」

　コルセットやシュミーズはつけておらずドレス一枚なので、そうして手のひらで包まれると胸の形はさまざまに変化する。

「特にここ──この棘は、いつもいじらしく張り詰めている」

　ナイトドレスの上からでもはっきりそうだとわかるほど胸の頂は隆起していた。その膨らんだ箇所を、エリオットはふたつとも指で押しはじめる。

「んっ……くぅ……ふ……っ」

　ドレス越しでも、胸の蕾を柔肉へ押し込められるのが快感だった。押しつぶされるたびに、薄桃色の敏感な棘はドレスの内側で硬さを増していく。

「俺の膝に」

　言われるまま、ベッド端に座っているエリオットの上に跨がると、すぐにドレスの襟を乱された。露わになった乳房を下から掬われて、その先端のひとつをぱくっと食まれる。

「ふぁあぅっ……！」

　ごちそうを食べるように、エリオットは嬉しそうにはむはむと薄桃色の棘を甘噛みし、舌を左右に振って舐めまわす。

　今夜は下着の類を一切つけていない上に、両足を大きく広げてエリオットに跨がったから、秘所が彼の太ももに当たってしまっていた。

　足の付け根から溢れた蜜はすぐに彼のナイトガウンを貫通して、肌を濡らしてしまうだろう。

　そして下着をつけていないのはエリオットも同じのようだった。彼が着ているナイトガウンの向こうで、男根が盛り上がっているのがありありとわかる。

　胸の頂を舌で抉るように転がされると自然と腰が揺れ、体が前へと動く。そうして足の付け根が彼の一物とぶつかった。

　アンナは秘所を雄茎に押しつけ、その硬さを実感しようとする。ナイトガウンを隔てていても、男根の猛々しさが伝わってくる。

「んっ……アンナ……」

　エリオットは乳首を食むのをやめて顔を上げ、悩ましげに眉根を寄せた。

「きちんと解してから、きみの中に入りたい。そんなふうに煽られると……保もたなくなる」

　薄桃色の棘をふたつとも、指先でぴんっと弾かれた。アンナは「あぅっ」と喘ぐ。

「わたし、もう……解れてます。いっぱい、溢れてきてるから……だから……」

　欲しいものを得るため、必死に取り繕う子どものような言い分だ。

　情けなくて恥ずかしいものの──なりふりに構っていられないほど──身も心も彼を求めていた。

「俺の妻は嬉しいことばかり言ってくれる」

　朗らかな笑みを浮かべたあと、エリオットはナイトガウンの裾をずらして雄茎を晒した。そのあとでアンナの腰を持ち上げる。

　エリオットに優しく誘いざなわれながら腰を落とす。男根の切っ先が蜜口を押し拓き、湿潤な隘路を突き上げていく。

「ひぁっ……ぅ、あぅっ……！」

　彼のものが媚壁を擦る感覚はいつだって新鮮で、全身がぞくぞくと震える。快感で肩が弾み、乳房が上下に揺れた。

　エリオットは長く息を吐きながらアンナの薄桃色を指で捏ね、隘路のさらに奥へと雄杭を潜り込ませる。

　彼のそれを根元まですべて収めたアンナは「はふ、ぅ」と嬌声を漏らす。達成感が湧くものの、これで終わりではない。

　直立した雄物が、動きたくて燻っていることが感覚でわかる。

「アンナ……っ、狭い……」

　艶を帯びた声で不満を募り、そうかと思えば悦に入った表情をしてエリオットは男根を上下させる。

　律動でベッドが弾む。スプリングがよく効いている。揺れに比例するように、どんどん快感が高まっていく。

　目の前がちかちかする。果てが近いことを予感する。エリオットもまた額に汗をかいていた。

「あ、あぁっ……！　エリオット、様……中に、ください……たくさん……！」

　理性が残っていたら決して口に出せないであろう言葉を、本能のままに発した。

　彼が欲しくて、すべて欲しくてたまらない。

　エリオットが放つものを、一滴でも逃したくないと思った。

「く──……っ」

　吐息混じりの呻き声が耳に入る。大きな脈動に包まれ、幸福感ですべてがいっぱいになる。

　アンナはエリオットの背に腕をまわしてしがみつき、はあはあと肩で息をしていた。

「今夜くらいは……ポーションのことを考えずとも、いいだろう？」

　声を出すことができず、こくりと頷くだけになる。

　体を起こしていることができなくなってベッドに寝転がる。いや、そうなるよう彼に誘導された。

　エリオットはアンナのナイトドレスを当然のように剥ぎとっていく。そのあとで自分自身も一糸まとわぬ姿になった。

「……眠たい？」

「少しだけ……」

「眠っても、いいから──」

　彼の右手が乳房を掴み、そのまま揉みしだきはじめる。横向きに寝転がっている状態だから、胸に触る彼の表情がよくわかる。

　──なんだか楽しそう。

　アンナが「ふふ」と声を漏らせば、エリオットもまたほほえみ、首を傾げた。

「楽しそうだな？」

「はい……。エリオット様も」

「ん──俺も？　そうだな……こうしてきみの胸を弄るのは、たしかに楽しい」

　エリオットが笑みを深める。それが淫靡なものに思えて、頬が熱を持つ。

　胸の尖りがぴいんっと張りつめるのをエリオットは少しも見逃さずに指でつんつんと指摘してくる。

「あ、はぅ……んぅ……っ」

　エリオットはああ言っていたが、これでは眠れるわけがないし、眠りたいとも思えない。

　──眠ってしまうなんて、もったいない気がする。

　こんなときに前世日本人の『もったいない精神』を発揮するのもどうだろうと、おかしくなる。

「……いい表か情おをしている」

　見られていることに気がついて恥ずかしくなる。

「や……見ちゃ、嫌です」

　アンナはもぞもぞと体を動かして枕に顔を突っ伏す。

　すると彼は背中にキスを落としはじめた。背に広がっていた髪をそっと退けられて、何度も何度も柔らかな唇を与えられる。

　やがて彼の唇がお尻のほうにまで届くものだからアンナは焦った。

「やあっ……そんなとこ……だめ、です」

「どうして……」と、どこか上の空でエリオットが訊いてくる。

「だ、だって……う、んんっ……」

「左右に揺れ動いてる。気持ちよさそうだ」

　事実を突きつけられたことで、口先だけの抵抗だったと知られてしまう。いや、腰が左右に揺れていることに自分でも気がついていなかった。

「かわいい。たまらない」

　ぐにゃりと力強く双丘を掴まれた。乳房を揉まれるときとは異なる羞恥心に襲われる。

「あ、あっ……やぅっ……恥ずかし……から、やぁ……」

「ん……だが……滴ってきている」

　アンナはびくりと体を弾ませる。お尻を揉まれているうちに、いつのまにか膝を立てて四つん這いになっていた。

　だからエリオットには、蜜を滴らせる秘所がよく見えるのだろう。

「あ、あぁ……」

　恥ずかしさでなにも言えなくなる。そして急にその箇所が燻りはじめた。触れてもらいたくて仕方がなくなる。

　エリオットはそれをよく心得ていて、すぐに指で蜜を掬ってくれた。彼の優しい指先が蜜の溢れ口を漁る。

　初めは中のようすを探るようにゆっくりと。しだいに指は水を得た魚のようになって、ずぷずぷと無遠慮に出入りするようになる。

　──でもそれが、すごく気持ちいい。

　知り尽くされているからこその快感だ。特にいまは彼にお尻を突きだしている状態だから、いつにもまして悦いところを的確に突きまわられている。

「ひぁあ……っ！」

　ときおり思いだしたように、ぬめりを帯びた指が花芽を掠める。実際には意図的に、その小さな粒に触れる回数を制限しているのだろう。

　──わたしを焦らすために。

　さらなる快楽に溺れさせるために、彼はそうしている。

　わかっていても──わかっているからこそ──全身がもっと期待して、刺激が欲しくなる。

「エリオット、様……おねが……もう、わたし……っ」

　身を捩って後ろを振り返り、はしたなく乞う。そうして彼のほうを見たことで、雄の象徴がひどく昂ぶっていることに気づいた。先端からは液体が溢れている。

　猛々しく膨れ上がり、涎を垂らす一物を見られて恥ずかしいのか、エリオットは「んん」と低く呻きながらアンナの目元を手のひらで覆った。もう片方の手では腰を掴まれ、彼のほうへと引き寄せられる。

　エリオットは先走りの滴る雄杭を蜜壺の入り口へ突き立て、ぐっ……と強く腰を進ませた。

「ふぁあぁ、んぅうっ……」

　熱い楔は蜜襞をめりめりと掻き分けて最奥まで侵入してくる。一気に奥処まで届いたものだから、危うくそれだけで達してしまうところだった。

　それでもエリオットは容赦がない。子宮の入り口を穿たれたアンナは「ひぁああっ！」と大声を上げる。

「……っ、辛い？」

　後方から、切羽詰まったような声をかけられた。アンナもまた余裕などあるはずもなく、首を横に振るだけになる。辛くなどない。ただ気持ちがよすぎて、まともに話ができない。

　辛くはないのだと確認できたからか、いっそうの猛攻に見舞われる。ごく短いスパンでずんっ、ずんっと最奥を押され、全身が喜びに震える。

「は、あ……っ」

　彼は息を漏らしながら、アンナの揺れる乳房を下から掬い、その先端を指で激しく嬲った。

「ひぁぅうっ、あぁっ……あっ、ふぅっ」

　瞬きするたび目の前に星が飛ぶ。ちかちかしてくる。

「ちくび、やっ……あ、だめ……っ、そんな……あぁ、あっ」

「乳首よりもこっちがいい？」

　エリオットの右手が腹部を伝って足の付け根へ下り、興奮で膨らんでいる珠玉をつまむ。

「きみの乳首も、この小さな粒も……硬い。硬くて、いじらしい」

　彼は肉粒の強張りを解すように数本の指を使って秘芯をくすぐる。

「ひぁぁあんっ……！」

　それまでよりももっと恥ずかしい大声を上げてアンナは体をくねらせる。すると彼の指がますます勢いづいた。

　胸の蕾と下半身の花芽をめちゃくちゃに弄りまわされる。アンナの敏感な箇所をそんなふうに弄りながらでも、エリオットの律動は少しも緩まない。

「あっ、はぁっ……あん、ぁっ……はぅうぅ……！」

　もうずっと口が開いたまま、高い声ばかりを紡いで閉じられなくなる。

　パンッ、パンッと音を立てて体がぶつかり合う。全身が大きな悦びに包まれる予感がする。

「イッちゃ……あぁ……もう、だめ、だめぇっ──……!!」

「んっ──俺、も……」

　繋がり合っている部分が大仰な脈を刻み、なにもかもがドクンドクンと鼓動する。ふたりの吐息が混ざり合う。

　背に重みを感じた。互いに汗ばんでいるから、とんでもなく熱い。それでも不快感はなく、幸せに満ちていた。

　エリオットはのろのろとした動きでアンナのそばに横たわる。額に張りついていた前髪をそっと払われた。

「汗だくだ」

「……エリオット様も」

　唇が重なる。一度では終わらず、二度、三度と食まれる。彼の唇は徐々にずれて、汗の雫を舐めとるように首筋を通り、胸の谷間まで行きつく。

　乳輪を舌で辿られると感じてしまって先端が尖る。舐めやすい形になった棘をエリオットは愛おしそうに舌でなぞり上げた。

　ふと下を見れば、彼の一物がもとの膨らみを取り戻していた。

「エリオット様？　あの、また……大きく、なって……」

「……うん」

　言いわけするのでもなくただ事実を認めるだけの返事をした彼を、かわいいなどと思ってしまう。そのせいなのか、足の付け根からどろりと愛液が溢れるのがわかった。

「アンナ……愛している」

「わたし、も……エリオット様」

　いや、言葉だけでは伝わらない。

　エリオットが、狂おしげな顔で見つめてくる。アンナも同じだ。

　その後もふたりは、愛の深さを確かめるように何度も繋がり合った。







　──あれ……もう、朝……？

　窓の外が白みはじめたことで、夜明けが訪れたと気がつく。

　──もしかして、とは思っていたけど……エリオット様って、絶倫なんじゃ……。

　かくいうアンナもまた、懲りずに下腹部に蜜を湛えている。

　ベッドで仰向けになり、幸福に酔うアンナの目元を撫でながらエリオットは言う。

「だれにも決められていない、幸せな未来を……ふたりで創っていこう」

　夜が明けて、陽が沈み、また新しい朝がくる。

　ふたりの幸せな物語はずっと、ずっと続いていく。
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　こんにちは、熊くま野のまゆです。濃蜜ラブルージュ様では二作品目となります。あとがきまでお読みくださり、本当にありがとうございます！

　久しぶりに異世界転生のお話を書かせていただきました、すごく楽しかったです。

　今作は『乙女のポーション』というゲーム世界が舞台となっております。物語の中で別の物語を設定するのが熊野は大好きですので、あれこれ妄想が膨らみました。

　元日本人のヒロイン、アンナはよく動いてくれる、書きやすいキャラクターでした。エリオットはというと、変態にならないよう、自制しながら綴っておりました。熊野が描くヒーローは、放っておくと変態になりやすいので……これでも気をつけております。

　恒例の言葉遊びは、見つけていただけましたでしょうか？　熊野の作品には『クマノ』だったり『マユ』だったりと、著者名が隠れていることが多々ありますので、お時間がございましたら探されてみてくださいね。ちなみに今作の言葉遊びは、かなりわかりやすいです。

　余談ですが、このあとがきを書いている前日、フェリーで船旅をしてまいりました。観光ではなくお見舞いです。金曜日の夜に乗船、翌朝に港へ到着。車で四時間ほどかけて目的地へ。お見舞いをして、その日の夜にはまた同じ船でもとの港へ戻るという弾丸旅行でした。

　久しぶりの船旅だったのですが、フェリー内はとてもきれいで快適でした。フェリーのロビーで、某モンスターのぬいぐるみ（カビが生えた食べ物も平気で食べることができて、眠ってばかりのかわいい生き物）を連れた方をお見かけして、とても癒やされました。いつか船のお話も書けたらいいなと思います。

　大分話が逸れてしまいましたね、すみません。

　担当編集者のＳ様、いつも細やかにご教示くださりありがとうございます。

　そしてイラストレーター様、制作に携わってくださった皆々様に心より御礼申し上げます。

　最後になってしまいましたが、読者の皆様。本作、お楽しみいただけましたでしょうか？

　ご意見ご感想などなど、どうかお気軽に呟いていただけますと幸いです。これからも精進してまいりますので、熊野をどうぞよろしくお願いいたします。

　それでは皆様、時節柄どうかくれぐれもご自愛くださいね！
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